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　古い礼れい拝はい堂どうの、月と星の廻めぐりを描えがいた天てん井じようの下――

　あかあかと燃える夕明かりが、シュマリアとその青年しかいない空間を、濃のう淡たんのさまざまな赤で幻げん想そう的てきに染め上げていた。

　初対面同士のぎこちない雰ふん囲い気きの中、青年が意を決したように口を開く。

「俺、名前、シークっていいます。この前ラジン部隊に入ったばっかりで……シュマリアさん、俺のことなんか知らないです、よね？」

「ラジン部隊には知り合いがいるけれど、あなたは、その――……ご、ごめん」

「いいんです。だろうな、って思ってましたし、俺だってあなたのことは、舞の時の姿しか知らないくらいだし」

　でも、と。青年が、シュマリアを気遣うために作ったのがまるわかりの笑顔から、真剣な表情に逆戻りする。気のせいだろうか。その頰ほおが赤い。

（いや、気のせいじゃない？　でもなんで……って――ま、まさか？）

　そちら方面には経験も浅いしにぶいしという二重苦のシュマリアにも、ようやく状況がつかめてきた。突然初対面の彼――シークに呼び止められた時には、落とし物でも届けてくれたのかしら程度の気楽さでついてきたのに。

（ちょっと待ってって言いたいけど……無理、よね？）

　生まれて初めての状況に動揺しすぎて、そんなことを言える精神的な余裕さえないのだが。

　それに見るからにシュマリア以上に張り詰めている青年に、そんなことは言えそうにない。

「――俺、初めてなんです。……ひと目惚ぼれっていうの。だからどうしていいかわかんなくて……でも、ぼやぼやしてたら、あなたみたいに可か愛わいいひとはすぐに誰だれかにかっ攫さらわれちゃうんじゃないかって思ったら、じっとしてられなくって」

　どきりとした。

　可愛いと言われたこと自体にもだが――シュマリアの今一番気になるひとも、からかうみたいに、よくそんな言葉を口にすることを思い出してしまって。そして同時に、シークの炎色に光る瞳を見つけて、なぜか一瞬、不安な予感を覚えて。こんなに善良そうな青年なのに。

　罪ざい悪あく感かんにかられた、シュマリアの心の空くう隙げきを突くかのように、十歳の子供みたいな笑顔のシークの声が響ひびいた。

「俺、あなたのことが好きなんです。――俺と付き合ってもらえませんか？」
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　――話は数時間前にさかのぼる。

　大きく開け放たれた窓の向こう、『白はく塔とう都と市し』パムック＝カレの白っぽい街並みが強い陽ひ射ざしで照り輝く景け色しきを臨のぞめる部屋に、シュマリアはいた。部屋の名は『紅こう玉ぎよくの間ま』。名のとおり、まるみを帯おびた天井に大小さまざまな紅玉を星のようにちりばめ、つやつやに磨みがいた桃花心木マホガニーの柱で支えているという、この城じよう砦さいの中では最上等の間である。

　そんな宝石箱みたいな部屋に、どうしてちっぽけな舞師に過ぎないシュマリアなんぞがいられるのかはさておき――

　陽焼けしないよう白い紗しやをかけた窓のそば。赤い卓たく覆おおいを広げた円卓で、シュマリアは親友のアイシャに占うらないをしてもらっていた。

「めずらしいわね。シュマリアが『舞台で失敗しないか』と『軍の試験でどこが出るか』以外のことを、わたしに占ってほしいって言うなんて……」

　小鳥が囀さえずるみたいな声でおっとりと呟つぶやきながら、アイシャがなめらかな手つきでカードを並べていく。

　中心に、シュマリアが最初に引かされた一枚。その周囲に十二枚。さらに外側に七枚。

　並べ終えて、アイシャが顔を上げる。

　まじりけのない水すい晶しようの色をした瞳が、落ち着かない様子で占いの結果を待つ、シュマリアの青の瞳を捉とらえた。

　やわらかに微笑ほほえまれて、シュマリアは妙にどきりとさせられる。

「……しかも、恋愛運を占って、だなんて。びっくり。何かあったの？」

「いや……別に、何かっていうほど何ってわけでもないんだけど」

　無邪気な視線にたじろいだせいで、シュマリアの返事は微妙に意味不明になってしまった。

　そこは突っ込まれるだろうなと予想していたのに、いざ実際に突っ込まれると事前に用意していた言い訳が口にしづらいのは、神殿育ちの舞まい巫み女こという肩書きも持つアイシャの、不ふ思し議ぎな存在感のせいだろうか？

　切りそろえた髪の目の覚めるような薔ば薇ら色いろとは対照的な、ごく淡あわい水色の瞳は神しん秘ぴ的てきで、噓うそをついても真実を映してしまう魔法の鏡をシュマリアに想像させるのだ。

　だがいくら友達とはいえ、この強大な帝政アシェラートの王太子シエフザーデ殿下のことで悩んでいて、そのせいで恋占いが急に気になりだした――なんて裏事情は明かしにくい。

（アイシャはいいひとだし、絶対に馬ば鹿かにしたりしないのはわかってるんだけど……）

　おしとやかな美少女として東とう領りよう聖せい撰せん軍ぐんの中でも注目の的のアイシャには、当然のように恋人がいる。ということは、シュマリアよりはるかに恋愛に関する経験は豊ほう富ふなわけで、相談したら助けてくれそうだと期待はできるのだが。

（恋愛運じゃなくって、『この気持ちは恋かどうか』を占ってもらった方がよかったかな……って、それじゃバレバレか、いろいろ）

　しかしもともと馬鹿がつくほど正直な性格のせいで、わかりやすくも、そういう煩はん悶もんがすべて表情になって顔に出ているシュマリアを目の前にしておいて、彼女が秘密にしたがっている悩みに気がつかないでいられるほど、アイシャは鈍どん感かんな占い師ではなかった。

「もしかして、好きなひとができたとか……？」

　シュマリアは、がくんと頰ほお杖づえから顔をずり落とした上に、視線まで泳がせてしまった。

　アイシャが目をぱちくりさせる。

「あら。わたし、占う前から的中？　びっくり」

「！　ちっ違うって、的中とかじゃなくて！　――そう！　今度の演舞の感情面をどうするかっていう参考にするのに、わたしもそろそろそういうことを気にしなくちゃ駄だ目めかな～って思いついただけなの！　それだけ！」

　声の勢いだけで円卓がひっくり返りそうな剣けん幕まく。誰が見てもバレバレなシュマリアの態度だったが、アイシャはなぜか突っ込まなかった。

　彼女独特の、とろんとしていて底の見えない瞳のまま「そうねえ……」などと意味ありげに呟いて、シュマリアに一瞬冷や汗をかかせるが。

「じゃ……占いをしてしまう？　あまり長く中断すると、星の波は動どうを見失ってしまうから」

　――何が『じゃ』なのかは意味不明だが、追及されないのは幸いだったので、シュマリアはおとなしく親友に流れをゆだねた。

「我は全能の神の命により、月と星の廻めぐりを心でしかと見定める者。この世に隠されし結び目よ、我が前にて解き放たれよ――……」

　伝統だというおまじないを呟きながら、アイシャはどこか眠たげに見える顔つきで、神殿で聖別したカードをめくっていく。

　邪魔はできないが、さりとて『待つ』以外にすることもないシュマリアは、なんとなく親友を上から下まで眺ながめてしまった。

　癖くせのある髪かみをいつもの縄なわみたいな三つ編みにまとめ、『動きやすいから』という理由でお仕着せの黒の軍服で通しているシュマリアとは正反対に、アイシャはさらりとした風合いのドトレースブをまとった清せい楚そな姿だ。

　ほっそりしているのに出るべき部分は出ていて、そのくせ生なま々なましさや過か剰じような女っぽさは感じさせない絶妙な雰ふん囲い気きは、真ま似ねできるものなら真似したいものがある。

（わたしより、九カ月しか年上じゃないはずなんだけどなー。なにこの違い）

　大人おとなっぽさが非常に羨うらやましい。

　母親譲ゆずりの童顔で、性格もドジ……と自分で言ってしまいたくはないが、落ち着きが足りないという自覚はあるシュマリアは、同じ女の子なのにこの差はなんだとぼやきたくなる。

「……出たわ、シュマリア」

　――アイシャの声で、昼下がりの部屋に意識が返った。

　シュマリアは「どうだった？」と思わず上半身を乗り出すが、アイシャの表情が曇くもっていることに気づいて、うっと詰まった。厭いやな予感がする。

「ええとね……シュマリアの恋の守護惑星、木星の歩みは、ちょっと危あやういみたいなの」

「悪いってこと？」

「そうとも言い切れないわね……紙かみ一ひと重え、というのが、一番ふさわしい表現かしら」

「紙一重？」

「ええ。たとえば、このカードが示すのは……このまま流れに身を任せてしまうと、後ろ向きな想いに囚とらわれて、迷いが深まるばかり。よい結果にはなりません、という内容なのだけど」

　――ぎくりとさせられた。

　後ろ向き。迷い。どちらも、ここ数カ月のシュマリアには身近な言葉だったから。

「こっちのカードの啓けい示じはこうなの……勇気を持って一歩進めば、他のひとの星を動かしながら、あなたの運命も激げき震しんします。予期せぬ出逢い、または予期せぬ相手から好意を持たれてしまうかもしれません」

「つまり、わたしの行動次第で、何が起こるかは変わってくる？」

「そうみたい。あ……もしかして『予期せぬ相手』って、キール閣かつ下かのことかしら？」

　――ミント茶を噴いた。

　そこであの、顔は下へ手たな女性より綺き麗れいなのに、言葉のきつさと尊そん大だいさに辟へき易えきとさせられる、東領副ふく総そう督とくの名前が出るとは思わなかった。先日『風ふう月げつ都と市し』での一件でお近づきになったはいいが、さんざん振り回されて参った記憶も新しいシュマリアは、どうしても顔が渋しぶくなるのを止められない。

「どうしてそこでキール閣下になるかな……」

「……だって、個人的に贈り物をいただいたのでしょう？」

　確かに『色仕掛けをしてでも、ナセル王太子シエフザーデ殿下から、東領の利益になる情報を訊きき出せ』という秘密の――そしてあまりに無理で無茶な――特命をシュマリアに下したキールは、口止め料兼特別報ほう酬しゆうとして、妙に大きくて重たい包みをくれた。

　そしてシュマリアも、包みを開けるまではわくわくしていた。開けるまでは、だが。

「贈り物というには微妙すぎるよ、あれ。中身なんだったと思う？　なんと――」

　――ばん!!

　突然、叩き壊すような音響とともに、部屋の西の扉とびらが開いた。

　びっくりして振り返ると、扉のそばに若い女性が立っている。見た目二は十た歳ち前後。怒った顔のせいか、もともと怜れい悧りそうできつい印象の美び貌ぼうが、さらに研とぎ澄すまされて見える。

「トゥーラ様!?　神殿での沐もく浴よくは――」

「もう終わったわ。だから帰ってきたのよ、それが何か？」

　シュマリアがあわあわとお伺うかがいを立てると、その女性――トゥーラは、切って捨てるみたいに言った。

　綾あや紐ひもでゆるくまとめた黒絹の髪と、このパムック＝カレで採れる極ごく上じようの紅玉を思わせる双そう眸ぼうを持ち、着ているのはどれも上等の品だ。

　秀ひいでた白い額ひたいには、この地方特有の装飾品である、小さな宝石の粒つぶを貼りつけている。

　これは魔ま除よけの護ご符ふの力を持つと同時に、『この女性には婚約者がいますよ』という印しるしでもある。婚約者を持つ女性は、結婚契約式の日まで、毎日これをつけなくてはいけない慣習だそうだ。

　――たとえその婚約が、その女性にとって、どんなに不本意なものだったとしても。

　トゥーラの険けんのある視線が、ふと、卓上に散らばったカードに向けられる。

　彼女の登場でただでさえ萎い縮しゆくしているシュマリアは、つい、取とり繕つくろうような口ぶりで言ってしまった。

「怠なまけてたわけじゃないんです。部屋のお清きよめは終わったから、昼休みって」

「わかってるわ。鬱うつ陶とうしいから言い訳しないで、別にあなたに怒ってるわけではないの」

「…………」

　じゃあ何に怒ってるんですかと尋たずねたが最後、視線で射殺されそうな雰囲気だ。

　が、シュマリアもトゥーラの『花嫁介かい添ぞえ人にん』を頼まれてから数日。訊かなくても見当をつけられるくらいには、この女性がわかりつつあった。

（トゥーラさん、婚約者の方とまた何かあったのかな）

（ガイム様と……？）

（そう、ガイム様と）

　目くばせだけで親友と通じあっているうちに、トゥーラは幾いく重えもの練ねり絹ぎぬのベールイザールや紅玉の粒が二列も縫ぬい留とめられた華はなやかな上着といった、どれをとっても最高級品の衣い裳しようを荒々しく脱ぎ捨てはじめてしまう。












「トゥーラ様、そんなにしたらせっかくの刺し繡しゆうが……！」

　台無しです！　と飛びついて手伝おうとしたのだが、寸前でトゥーラの手に制止される。

　近寄らないで、とでもいうように。

「――一人になりたいの」

　緊張の息を呑のむシュマリアには目もくれずに、トゥーラは強い語調で言い放つ。

「奥の間には誰も通さないで。あなたたちもよ。火事か噴火でも起こらない限り、わたしには構かまわないで。わかった？」

　返事をするより早く、ばん!!　という音響とともに見事な木彫りの扉を閉めて、トゥーラは奥の間に姿を消してしまった。まるで砂すな嵐あらしのような激しさである。

「……あらあら。ご機き嫌げん斜ななめみたいね」

「見ればわかるでしょう、アイシャ……」

　あまりにのんきな親友の感想に、緊張から解き放たれたシュマリアはがっくりと肩を落とす。

「結婚式の日まで、ずっとこんな調子なのかなあ」

「そうかもしれないわねえ……」

　悩ましい話だ。

「ところで、占いの続きはどうする？　星の波動が遠ざかってしまったから、カード占いは無理だけれど、大地の霊気の助けを借りる石いし占うらならできるわ」

「いや……もう気が済んだから、占いはいいよ。ありがと。トゥーラ様も戻られたし、花嫁介添人のお仕事を再開しよう？」

　そうして、投げ捨てられた荷物やベールイザールを二手に分かれて片付けることになったはいいが、シュマリアはアイシャに見えないところで、ふとため息が出るのを止められなかった。

　――目もつ下かの悩みは、ナセルへの自分の気持ち。

　逢あえないのは――彼がシュマリアとは身分が違いすぎることを考えれば――当然なのだが、寂さびしくて。

　ナセルからもらったペンダントは、毎日、肌はだ身み離さず持っているほど大事で。

　彼と過ごした時間を思い出したり、今も元気だろうかと想うと胸が痛くなる。

　――それは、シュマリアが知っている舞の演目で語られる『恋』というものに近い気がするのだが、彼に恋をしたと認めてしまうのには、やっぱりためらいがある。

　たとえ恋だとしても、相手が雲の上のひとでは、先行きは真っ暗にしか思えなくて、非常に怖おじ気けづいてしまうのだ。せめて占いの結果だけでも味み方かたになってくれていたら、少しは前向きになれたかもしれないのに、残念だ。

「あ。……シュマリア、ひとつだけ付け加えてもいいかしら？」

　円卓の上を聖水で清めていたアイシャは、シュマリアを振り向かせると、さらっとした口く調ちようで追おい打うちをかけてきた。

「今の占い。火か難なん・盗とう難なん・剣けん難なんの相も出ていたから、とっても気をつけてね、シュマリア」

「何それ!?」

　あまりに強烈な内容に、胸を占めていた悩みと切なさが吹っ飛ぶ。

　アイシャはのほほんと、まるで明日の朝ごはんのことでも告げるような気軽さで言った。

「恋愛運のついでに総合運も占ってみたら、まあ大変」

「まあって。剣難って。わたし、うっかり死んじゃいそうな運勢じゃない？　それ」

「そうかもしれないわねえ……でも占いって、意外と解かい釈しやく次し第だいだから。『火難』はあなたの心に恋の炎ほのおがついちゃうという意味で、『盗難』は思いがけないひとに心を奪われてしまうという意味で、『剣難』は、気になる彼のふとした言葉にきゅんと胸を貫かれるという意味かもしれないでしょう？」

「……うーん。前向きなのは嬉うれしいけど、さすがに無理やりすぎる気がする」

　しかも全部、恋愛運に結びつけるか。あまりのこじつけに、逆に変に感心してしまった。

「そうかもしれないわねえ……でも、意外と無理が通ってしまうのが、恋というものよ？　わたしもジュドとお付き合いを始めた頃は、もうこのひとと一緒にいるのは無理、なぁんて思ってしまったこともあるけれど、今では笑い話だもの。そう、甘くて苦い、彼はまるで恋そのもの……わたしの恋の化け身しん……」

「――……おーいアイシャ。こっちに帰ってこーい」

　好きな話題――特に占いや恋の話になると、いつのまにか妄もう想そうの世界に迷いこんで意味不明な詩を紡つむぎはじめてしまうのは、アイシャの困った癖である。

　初めてこれを見た時は、何を受信しているのかとおののいたものだったが、今ではすっかり慣れっこだ。シュマリアは慌あわてず騒がず、浮うき世よ離ばなれした友の目の前で手を振って、彼女を現実の世界に引き戻してやった。

　その時、廊ろう下かにつながる西の扉が開かれた。

「――シュマリア。いるか」

　およそ抑よく揚ようのない声だが、シュマリアはそこに不思議な温もりと愛情を感じとれる。

　思わず、暗かった顔がぱっと明るくなった。

「兄さん！」

　黒髪に黒い軍服という、昼間からまるで闇やみの戦士のような姿だが、禍まが々まがしくはなく、むしろ清せい潔けつ感かんを醸かもす青年。シュマリアの大切な義あ兄ににして、舞の相方でもあるアレスだった。
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　引き合わされてからこのかた、シュマリアたちにツンツンした態度しか見せてくれないトゥーラは、東領南部の丘きゆう陵りよう地帯にある『白塔都市』パムック＝カレの、市長の娘だ。

　戦略拠点でもあり、宝石・温泉・絶景〝綿わたの宮きゆう殿でん〟で知られた東領屈くつ指しの観光地でもあるパムック＝カレは、先日任務で訪れた『風月都市』とは比べ物にならないくらい豊かで活かつ気きにあふれている。その恵みを受けて、手の中の宝ほう珠じゆのように大事に育てられてきたトゥーラは、筋すじ金がね入りのお嬢じよう様さまといっていいだろう。

　先刻のように、命令をすることに慣れた者特有の迫力を感じさせることが多い。

　シュマリアは慣れない花嫁介添人の仕事の手て際ぎわの悪さがたたってよく怒られているし、一度などは面と向かって「ドジね」と言われてしまったりもしたが、それでも、不思議とトゥーラが嫌いにはなっていなかった。

　少し苦手だとは思うけれど――トゥーラがハリネズミみたいに張り詰めているのは、結婚という人生の大問題を前にして、気持ちの余裕をなくしているのかな、と簡単に想像できたし、ときどき寂しそうにしている姿も見つけてしまったから、どうも憎にくめないのである。

「――シュマリア。トゥーラ様はどうされてる」

『白塔都市』というあだ名の由ゆ来らい――七つの白い尖せん塔とうを持つ城館の、三階。

　鎧よろい戸どが開放された明るい廊下までシュマリアを連れ出すと、アレスはまずそう言った。

　シュマリアは肩をすくめた。

「『紅玉の間』の奥に閉じ籠こもっちゃってる。やっぱり何かあったの？　兄さん」

「あった、といえば、あったのか」

「なにその曖あい昧まいな表現」

「神殿帰りのトゥーラ様と、婚約者のガイム様が、裏庭で鉢はち合あわせした。最初は、ぎこちないが悪い雰囲気ではなかったと、俺は思う。が、話の途中で、トゥーラ様が急に怒りだしてな。止めるガイム様を振り切って帰ってしまった」

　ガイムというのは、名族出身の軍人で、三十二歳という若さで都市の防衛を指揮する地位についている有能なひとだ。見た目は糸目でちょっと地じ味みで朴ぼく念ねん仁じんのようでも、真ま面じ目めな性格が頼りがいのある頑がん健けんな体格に表れており、シュマリアも『いいひとそうだ』と思っている。

　なので、ガイムがわざと、トゥーラの神経を逆さか撫なですることは考えられない。

「となると……もしかしてガイム様、トゥーラ様の禁きん句くを出しちゃったのかな」

「禁句？」

「花嫁、結婚、婚約者、お父上。この単語が出ると、トゥーラ様、よく爆発しちゃうの」

「それだ」

　ぽむとアレスは手を打った。

「ガイム様が、結婚契約式に、昔世話になった格闘技の師を呼んでもよろしいかと尋ねていたな。それか。――いや待て。それでなぜ怒る？」

　いったんは納得顔で頷うなずいたものの、すぐにまた首を捻ひねってしまった義兄に、シュマリアは複雑な乙女おとめ心ごころというものを教えてあげた。

「やっぱり、政略結婚だから、っていうのが引っかかってるみたい」

　十三歳という年齢差。禁きん欲よく的てきで口下手な武人と、きつめで言葉に遠えん慮りよのない女性という相性のよくなさそうな組み合わせ。しかも式の直前になっても意い思し疎そ通つうが上う手まくいっていない。

　――以上のことからも明らかなようにガイムとトゥーラの縁組は、市長が娘と将来有望な軍人をめあわせようと図った、典型的な政略結婚なのである。

「それはわからんでもないが――トゥーラ様は、そんなにガイム様が厭いやか。俺はいい方だと思ったが。多少感性が老ふけているのもご愛あい嬌きよう」

「うーん。ガイム様が厭なだけなら話はもっと簡単なのかもって、アイシャが言うんだけど」

「？　どういう意味だ」

「いや、まあこれは単なる想像だから。そういえばガイム様はどうされてるの？」

「地味にへこんでる。自分はオジサンだから、やはりトゥーラ様のようなお若い方には嫌われてしまうのであるな、などとぼやきながら、軍の釣つり堀ぼりでしょんぼりと釣り糸を垂たらして。が、トゥーラ様がどうされたかは非常に気にされていたので、俺が使い走りになった」

「釣りか……」

　昼休みに何をしようと勝手だが、確かにちょっとオジサンっぽいかもしれない。

　どちらも悪いひとではないから、政略結婚とはいえ上手くいってほしいのだが。

「わたしは午後、トゥーラ様の花嫁衣裳がどこまでできたか見にいってくれって頼まれてるんだけど、兄さんはどうするの？」

「花はな婿むこ介添人の任務続行だ。ガイム様に付き添う。夜には、舞台の稽けい古こをするが」

「その時に、旅団のみんなで『トゥーラ様とガイム様の仲をなんとかし隊』を立ち上げないかってアイシャと話してたんだけど、どうかな」

「いいんじゃないか。――じゃ、街に出るなら、気をつけて行け」

　別れぎわ、アレスはシュマリアの額ひたいに軽く唇くちびるでふれていった。次いで、ぎゅっと抱きしめられて、シュマリアは少しばかり戸惑う。

　最近こういう――何事にも反応が淡たん白ぱくで、感情の起き伏ふくがあまりない義兄にしては強きよう烈れつという感じの愛情表現が増えている気がする。

　バルク家ティムール族のせいで死ぬような目に遭あって以来、過か保ほ護ごにされてしまってるなと思うし、それはシュマリアが『自分の身は自分で守るわ！』とかっこよく言い切れるほど強くないせいだから、仕方ないことと受け入れているのだが。

（こういうのも、過保護の一環……なのかなあ）

　首をひねってしまう。

　昔から、シュマリアが求めさえすれば頭を撫なでたり手をつないだりすることは拒絶しなかった義兄だけれど、こんなふうに自分からべたべたしてくることはなかった気がするので、どうにも違和感がぬぐえない。

　今度は義兄のことで頭を悩ませながら、城下の衣料品バザールで用事を済ませて、白はく亜あの城門をくぐった時だった。

「あの。――舞師のシュマリアさんですよね？　俺に少し、時間をもらえませんか？」

　やけに思い詰めた顔をした青年・シークに、突然呼び止められたのは。
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　――そして話は最初に戻る。

「俺、あなたのことが好きなんです。――俺と付き合ってもらえませんか？」

　シークにそう告げられた瞬間、シュマリアは本気で腰が抜けそうになった。

　それだろうと予想していても衝しよう撃げきだった。

　……嬉しいとか恥はずかしいとかいう当然の感情よりも、困惑とか驚きよう愕がくだとかが勝まさってしまっているのは、何かが間違っている気もするが。

　どうしようとシュマリアは、答えを探すかのように、まるく瞠みはったまま、目の前に立つシークを改めて見つめてみた。

　――邪気のない表情などから察するに、二十歳前だろうか。

　言われてみれば軍服も、襟元で光る銀の記章も真新しく、新入りらしい初うい々ういしさがある。道理で顔を見た覚えがないわけだ。肌は琥こ珀はく色いろ。たぶん生まれつきの。

　やや癖のある黒髪を、軍で支給される白いターバンクフイーヤを綺麗に巻きつけて押さえているのだが、そのせいで、特徴的な瞳の色が陰になってしまっているのが、少しもったいない気になる。

　あざやかな真紅に、金色の光が幾いく筋すじかさしこんだ、不思議な色合いの瞳だ。

　――揺ゆらめく炎の色に似ている。

　再びそう思い至いたり、一瞬複雑な気分になる。

　帝国を、そしてシュマリアをも悩ます、火の民バルク家ティムール族を連想してしまうのだ。

（いやでも、シークはバルク家に関係ないだろうし。そんな偏へん見けんを持っちゃったら失礼だ、うん。……それにそんなことより）

　早く何か言わないと、シークが緊張に強こわ張ばった顔で待っている。

　しかしシュマリアが驚愕と混乱の冷めやらぬ脳みそから搾しぼり出した答えは、やっぱりというべきかろくなものではなかった。

「あの……付き合ってくれって、それは……その、本気で言ってるの？」

　ひどいことを言ったと、すぐに気がついた。シークがぶたれた大型犬みたいな表情になるのを見るまでもなく。慌てて叫さけぶ。

「ご、ごめん！　あなたの気持ちを疑ってるとかじゃなくて、わたしもこういうことって初めてだから、まずなんて言ったらいいかわからなくって――それに、その、どうしてわたしなのかな、とも思ったし……」

　最後は声がしぼんでしまったが、そこは素直に疑問なところだった。

　シークは、わざわざシュマリアみたいな平へい凡ぼんな少女を選ばなくても、黙だまって立っているだけで女子からちやほやされそうな、整った容よう姿しの青年である。

　長身も、無む駄だのない筋肉に覆おおわれていて、まるで野生の獣けものみたいにしなやかだ。背の高さはナセルと同等かシークの方が少し勝っているくらいか。――全体的な印象は、シークはナセルとは何もかも正反対なのに、無意識に比べてしまっている自分に気づき、シュマリアはまた妙な罪悪感を覚える。

　内心ひそかに反省するシュマリアをよそに、シークは照てれ笑いで言う。

「どうして、って言われちゃうと、俺も説明しにくいかなあ。でも、撃げき剣けん興こう行ぎようの舞台を観て、一番俺の心に残ったのがあなたの舞だったんです。軽やかでしなやかなところが、すごく気持ちよかったし、表情が豊かで可愛いなあって」

「あ……ありがとう……」

　面と向かって褒ほめられると頰が熱くなるが、まあ、悪い気はしない。もちろんそれと、先刻の告白への返事は別なのだが。

　――『はい、お付き合いしましょう』という答えは、今のシュマリアにはない。

　ナセルに抱いている気持ちがどうという問題を別にしても、いくら相手が非ひの打ち所の見当たらない好青年とはいえ、初対面のひとにほいほいとついていける性格ではないから。

　しかし断るにしても、どう言ったらこの純じゆん朴ぼくそうで憎めない青年を傷つけずに済むのかなあ――と悩んでいると。

「――もきゅー」

　突然、妙に可愛らしい鳴き声に、思考を中断させられた。

　びっくりして顔を上げると、シークの肩の上で何かもふもふしたものが動いている。

「ああ、こいつは紹介してなかったですね。俺の飼かってる幻げん獣じゆうです」

　シークがにっこりと笑う。

　いっぱいいっぱいだったせいか、今までまったく視界に入っていなかったが、そこにはつぶらな灰色の瞳をした小動物が、それはお行ぎよう儀ぎよく鎮ちん座ざしていた。耳は兎うさぎのようで、ふっくらとした毛並みは蠟ろう燭そくの炎を思わせる金色がかった緋ひ色いろをしている。

　シュマリアと目が合うと、挨拶するみたいに「もきゅー」と鳴いてくれた。

（か……可愛い！　まふまふして撫でたい！）

　阿あ呆ほうなことに、一瞬状況を忘れてときめいてしまったシュマリアである。

「俺はマールって呼んでます。友達になってやってくれますか？」

「もちろん！」

「それじゃ――……俺とも、友達くらいにはなってくれますか」

　――ぐっと思考が元の話題に引き戻された。

　だがシークが憎めない好青年だけに返事の仕方に困っていたシュマリアは、『友達に』という彼の譲じよう歩ほに一も二もなく飛びついた。お付き合いは無理だが、友達なら歓かん迎げいできる！

　するとシークはすごく嬉しそうに「よかった！」と叫び、すかさずこう続けてきた。

「それじゃ、土曜日は舞台ってないですよね？　俺と一緒に街に行ってくれたりしません？」

「え。……え？」

　買い物。自分のことを好きだと言ってきている男の子と、二人で？

　再びシュマリアは逃げ腰になるが、今度はシークは許してくれなかった。

「マールの餌えさとか買いにいきたいんです。それにシュマリアさんは、俺のこと全然知らないでしょ？　――もちろん、無理して付き合ってくれることはないんですけど、そうしてくれたら俺も嬉しいなって」

　炎色の瞳を強く輝かせてたたみかけ、しまいにはシュマリアの手まですくいとる。

　ぎゅっと握られてシュマリアは狼ろう狽ばいしたが、あまりに必死なシークの勢いに同情が湧わいてしまい、振りほどくのをためらっているうちに、最後の一撃が来た。

「駄目、ですか？」

　――……その大型犬じみた無む垢くな瞳からは、一途な情熱が伝わってきて。

　シュマリアは、うっと詰まってしまったあげく断りきれず、シークと土曜日に会う約束をするはめになった。




　――それが大いなる間違いで、シークがまさしく『火難・盗難・剣難』の運び手だったことをシュマリアが思い知らされるのは、もう少し後のちのことで。

　この日、別れたあと、シュマリアを見送るシークが黒いものの滲にじむ笑みを浮かべたことに、彼女は気づく由よしもなかった。
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「つ……つかれた」

　その夜。

　パムック＝カレ名物の乳にゆう白はく色しよくの温泉をいただいて、トゥーラが籠ろう城じようする『紅玉の間』の隣の小部屋に戻ると、シュマリアはぐったりとして寝台に倒れこんだ。

（なんていうか……いろいろな意味で、濃こい一日だったな……）

　ため息。

　初めての恋占い。まではよかったが、初めての告白まで受けてしまったのだから。

　大舞台の直前には毎日八時間以上も、ダリヤール先生から容よう赦しやないしごきの嵐あらしを受けることもめずらしくないのだが、今日はそれより疲れた気がする。主おもに精神的な面で、だが。

　シュマリアの黒髪は厄やつ介かいな癖があるので、ちゃんと乾かさないと明日、悲劇的なまでに絡からまってしまうとわかってはいるのだが、麦むぎ枕まくらの感触が気持ちよすぎて起き上がれない。

（バルク家の事件で、精神的にかなり鍛きたえられてきたつもりだったんだけどな……って、比べるのが間違いか）

　バルク家ティムール族。

　火の神『炎えん帝てい』を奉ほうじるという独特の文化を持つ部族であり、同時にこのアシェラート帝国のあちこちで破壊活動を繰り返している反帝国の集団でもある。そしてその破壊活動に、シュマリアと義兄のアレスは、これまでに二度も巻きこまれていた。――バルク家ティムール族の血を引いているせいで。

　たぶん、これからも――何をどう頑がん張ばっても身体からだに流れる血だけはどうしようもないから、バルク家の問題には悩まされつづけるのだと思っている。

　現に先日の『風月都市』の事件では、シュマリア自身がバルク家精せい鋭えいの戦士に狙ねらわれ、危ういところをナセルに助けられるという一幕があった。きっとバルク家が反帝国運動を諦める日まで、そうした災さい難なんには見舞われつづけるに違いない。

　しかしそこまで考えてしまっても、シュマリアの気持ちは、それほど後ろ向きにはなっていなかった。

　尊敬も信頼もできる王太子シエフザーデナセルが、バルク家の問題に、悲しいほどの責任感で向きあってくれていることを知っているお蔭だろう。

《……シュマリア？》

　想像が生んだ幻げん聴ちようだろうか。

　ナセルのことを考えたせいなのか、彼の声がすぐ近くから聞こえた気がした。

　そんなこと、よっぽど都合のいい夢の中でもない限り、あるはずがないのに。

《聞こえない、かな？》

　軍内で噂うわさに聞いたところによると、ナセルは今は帝都にいるそうだし。

《まあ、たとえ通じていたとしても、君がこのペンダントをそばに置いてくれていないことには、どうしようもないんだが》

　困ったものだ。よほど妄もう想そう癖へきが重症なのか、幻聴はまだ続いている。

　そう、ちょうどシュマリアの胸元、ナセルにもらったペンダントのあたりから……。

《私だ。突然で驚くかもしれないが――君の恋人のナセルだよ》

　…………。

　夢でも妄想の産物でもないことにやっと気づいて、シュマリアは寝台からがばっと起き上がろう――としたが、慌てすぎて派は手でに転げ落ちた。我ながらドジすぎて泣けてくる。

　あたふたと起き上がり、ペンダントの先で揺れる、透き通った柘ざく榴ろ石いしに向かって叫んだ。よくわからないが、声はここから聞こえていた！

「ペンダント、ちゃんとつけてます！　もちろん毎日肌身離さずに――ナセル様！　待ってください！　聞こえてます！　というかそういえば誰が恋人なんですか!?」

　沈ちん黙もく。

　間に合わなかったか……？　とシュマリアが不安に襲おそわれた時、再び声が響いた。

　ナセルの、あの低すぎない、落ち着いた美声が。

《それはよかった。――久しぶり。元気そうだね、安心した》

「……！」

　まぎれもなく、ナセル本人の声だ。歓かん喜きと驚きよう愕がくと戸惑いと――いろいろな感情が一気に胸に押し寄せてきて、シュマリアは何を言っていいかわからなくなってしまう。久しぶりに聞いた声から、ナセルのからかうような笑顔をあざやかに思い描いて、一人でどきりとしてしまったのもまずい。

　おろおろと、周囲に散らかっている服や本を無意味に動かしたりしながら、どうにか口を開いた。

「何がどうなってるんですか。どうしてこのペンダントからナセル様の声が」

《通信用の星せい石せきって知ってるかい？》

「知ってます」

　特別にカットした宝石に魔力をこめて、結界を作ったり、星魔術シーミーヤに心得のない人間にも術を使えるようにした魔術道具が星石である。通信用のそれは、離れた場所にいる者同士でも会話ができるという、とてもお役立ちなものなのだが――

「――……待ってください、ナセル様。確か、犯罪に利用されたりすると困るから、通信用の星石を作る技術は機密扱いになってるって、軍の講義で習った覚えがあるんですけど」

《うん。軽く国家機密だね。作り方を知っているのは、帝都の星魔術シーミーヤの専門家でもひと握にぎりに限られてる》

「そんなすごい機能をなぜ、わたしのペンダントに!?」

　しかもそれを使って、栄光あるアシェラート帝国は王太子シエフザーデ殿下がじきじきに連絡をくれるなんて。もしかしなくても、すごいことじゃないだろうか？

　分不相応な特別扱いをしてもらっている気がして、感激と興奮に胸と顔が火ほ照てってしまう。

《なぜって。私がつけたんだが》

「……いや、それはまあ、わかるんですけど……」

　あまりにさらりと言われてしまったせいか、訊き直すのに妙に迷ってしまった。

　誰がそんな、ではなく、どうしてそんな――と尋ねたかったのだが。

《君と連絡をとりたかった理由のことなら、君が気がかりだからだよ。前回の事件では、君が狙われた側面があったようだし》

「！　わたし、まだ何も言ってないのに」

《そうだね。でも、君の考えていることって、わりと推測しやすいよ？》

　……単純ということか？

　英明な王太子シエフザーデ殿下に言われたら反論の余よ地ちはないが――心配してくれたのが嬉しいから、まあいいかと気をゆるめていたら。

《それに、恋人の考えていることくらい察せないようでは、男がすたる》

「だ……だから、恋人だとか言うのはやめてください、もう！」

　せっかく寝台に座りなおしたのに、またずり落ちそうになるじゃないか。悪ふざけにも程がある。……冗じよう談だんにしても、ちょっと悪趣味で無神経だし。

　非常に複雑な気分になってしまったシュマリアに気づいているのかいないのか、ナセルは相変わらず飄ひよう々ひようとした声こわ音ねで嘯うそぶいてくる。

《そこまで徹底して拒絶されると悲しいものがあるけれど、まあ、君の怒った声が聞けたからよしとしようか。――ところで、君は今、どこで何をしてるんだい？》

　……まったく。

　とことん、自分の調子を崩くずさないひとだ。

　次に逢えるとしたら〈秋の大祭ミフルジヤーン〉の時期だろうと期待するのを自分に禁じていたし、実を言えば前回の別れ方が別れ方だったので、今度逢えたとしても気まずいかもしれない――なんてことを考えた時もあるのに、不意打ちすぎる連絡ですべて吹っ飛んでしまった。

（……だ……抱きついたりしてしまったのにな）

　月明かりの庭園。やさしい雰囲気の温室。

　硝子ガラス越しの星空の下、鋳い鉄てつと緑の葉が彩いろどる光景は美しくて。

　悲劇としか言いようのない過去を語ってくれたナセルの、寂しげな瞳が悲しくて、そのままにしておけなくて。

　シュマリアは衝動的に、彼を抱きしめてしまった。恐れ多くも、帝国の王太子シエフザーデ殿下をだ。

　……自分でしでかしたことなのに、思い出すと、顔から火を噴きながら悶もん絶ぜつしたくなる。

　あの夜のナセルが、そんな恥ずかしいことをした舞師如きを、やさしく受けとめてくれたのは幸いだったけれど。結局、彼の救いになることを何もできなかった虚むなしさと悔くやしさも、シュマリアは鮮せん烈れつに覚えている。

　そして。

　――『君は私の、大事な――』

　ナセルの意味ありげなその言葉の続きを、『風月都市』では結局聞けずじまいだったことも思い出してしまい、シュマリアはますます複雑になった。

　深く考えるとドツボに嵌はまりそうだし、変に期待してがっかりするのが怖こわいから、潔いさぎよく忘れようとしていたのに。

（なんて言おうとしたんですか？　って訊いたら答えてくれるかな……いや、駄目だ駄目だ、わたしが恥ずかしくて絶対訊けない！）

　頭を振って、深呼吸。一人で沸ふつ騰とうしそうになっている自分をどうにかなだめる。

　シュマリアは無意識のうちに髪を少しは見み栄ばえがよくなるよう手て櫛ぐしをかけたりしながら、先刻のナセルの問いかけに、それはそれは真面目に答えた。

「温泉から上がったところです。寝台の上に正座をして、ナセル様の声を聞いてます」

《正座か。君らしくて可愛いな》

　笑われてしまったが、ナセルが笑ってくれたことは嬉しい。……可愛い、と言われるのも実は。

《でも温泉ということは、そこは東領の首府ではないのかな》

「はい。今は旅団の任務で『白塔都市』パムック＝カレにいます」

《パムック＝カレの温泉か。羨ましいな。――しかしそこで任務というと、さしずめ、市長の娘さんの政略結婚に、君たちも舞師兼護衛として協力する感じかな》

　さすが。優雅な遊び人のようにふるまってみせても、実は使命に忠実な王太子シエフザーデ。反応が早い。

「そうなんです。本当はこの時期は、別の都市で撃剣興行をする予定だったんですけど」

《ちょっと待って。――撃剣興行？》

「あ、聖撰軍への入隊希望者を募つのるための――見み世せ物もの、みたいなものですね。街中に仮設の舞台を造って、本物の隊士さんが、三対三や五対五で撃ちあったり、剣対槍やりみたいな異種目で戦ったり、わたしたちが演えん舞ぶするのを披ひ露ろうするんです。それで、軍に入りたくなるひとを増やそうっていう」

《――なるほど、こう言ったら微妙かもしれないが、宣伝事業だね》

「そんな感じです。でも結構楽しいですよ。ただ今回は、花嫁介添人まで頼まれてしまって、悪戦苦闘してるんですけど」

《悪戦苦闘か。なんで困ってるんだい？》

　――打ち明けてしまっていいものか少し迷ったが、ナセルなら何かいい意見をくれそうだという期待の方に天てん秤びんが傾いたので、シュマリアは新しん郎ろう新しん婦ぷとなるべきガイムとトゥーラの悩ましき実情について説明した。

　ナセルがときどき相あい槌づちを打ってくれるだけでもなんだか幸せな気分になってしまって、顔がゆるんでいるのが自分でわかる。通信でよかった。こんな顔はとても見せられない。

（そういえば、ナセル様はどんなふうにしてるんだろう）

　くつろいだ格好なのか、それともこんな夜よ更ふけでも仕事向けのきちんとした衣裳なのか。

　あの長い純金の髪は簡単に束たばねているのか、しどけなく流しているのか。

　想像するだけで、知らず心がはずんだ。

　――普段は、逢いたい時に逢えないひとだということを実感するのがつらいから、できるだけナセルを思い出さないようにしているせいか、反動が大きい。

「友達のアイシャや、レイニーさん――うちの旅団の、お化け粧しようの上う手まい舞師のお姉さんなんですけど――は、トゥーラ様はガイム様のことがお嫌いなわけではなくて、お父上のいきなりの命令に素直に従えないだけだって言うんです」

《君の話を聞く限り、その観察は的を射ていると思うな。本当は悪い性格ではないのに、肝心な時に、なぜそんなっていうくらい不器用で、実は本人もひそかにそんな自分に悩んでいる、憎めないひとじゃないか？　トゥーラ殿という女性は》

「そう、そうなんです！」

　――今……ちょっと笑ったか？

「ナセル様？」

《ごめん。君がまさか他ひ人と様さまの恋を応援しているとは、と思ったら、妙におかしくて》

「……ナセル様……」

　ろくに恋愛経験もないくせにと言われたのだと思い、憮ぶ然ぜんとして唇を尖らせたシュマリアに、ナセルはからかうように続ける。

《だってそうだろう？　それとも――アレスとは、すでにそういう仲だったのかい？》

「！　な、なんでそこで兄さんの名前が出てくるんですか!?」

《……違うの？》

　突然の爆弾発言に驚きすぎていたから、ナセルの声にほのかに嬉しそうな、期待するような響きが含まれていることに、その時のシュマリアはちっとも気づけなかった。

「違います！　兄さんは誰よりも大事な相棒で家族ですけど、恋人じゃありませんっ」

《ふうん……そうなのか》

　……なんなんだ、その意味ありげな間は。

　ナセルが何を考えているのかは知らないが沈黙が妙にいたたまれなくて、シュマリアは必死になって話題を探した。ああもう……顔が熱い。通信で本当によかった。

「でもナセル様、わたしの話だけでそこまでトゥーラ様の性格を見抜けるのって、すごくないですか」

《そうでもないよ。今ちょうど私のそばに似たような人間がいるから、ぴんときただけだ》

「え」

　そばに。誰のことだろう、と妙に焦あせってしまったが。

《……うん？　何か誤解されているようだけど、弟のファラグだよ。あの堅かた物ぶつの肉体派。まあ今は、昔ほど頑がん固こではないが》

「あ、第二王子殿下――……もしかして、帝都で一緒にお仕事されてるんですか？」

　ナセルは第七宰さい相しよう、ファラグは王族元げん帥すい。

　肩書きも対照的なら、見た目・性格も対照的な兄弟で、およそ相性がいいとは思えないが、実は信頼しあっていることを、シュマリアはナセルが弟を語る時の気安い口調から、なんとなく察している。

《いや、帝都じゃないんだ。私は今、王太子シエフザーデ領でちょっと厄介な仕事を――っと、まずいな。君の前だと口が軽くなってしまって》

「あ。もしかしてそれって、機密事項だったりしますか？」

　苦笑して優雅に金髪をかき上げるナセルを想像しながら、シュマリアは愛用の布鞄かばんから羊よう皮ひ紙しの地図を取り出してみた。

　――王太子シエフザーデ領は、帝都アムサールよりはパムック＝カレから近いが、全速力の駱らく駝だでも七日以上はかかる距離にあった。

　声はこんなに近くに――まるで、ナセルが目の前にいるみたいに聞こえるのに、その遠さが不意に胸に突き刺さって、瞳が潤うるんでしまった。

　駄目だ。……ナセルと接していると、なんだか気が弱く、涙もろくなりやすい。

　毛糸編みの肩掛けの端はしで目と口を押さえて、感傷的になってしまっていることを悟さとられないよう、苦しい気分を胸の底まで呑み下す。そんなシュマリアにナセルは気づいてもいないだろうが、気づいてくれない方がいいと思う。無駄な心配はかけたくない。












《そう。今のは一応機密事項だから、君と私だけの秘密にしてもらえるとありがたいな》

「もちろんです。殴なぐられたって言いません」

《はは、勇ゆう敢かんだな。さすがは勇気を司る天使アストフエルに護まもられている舞姫殿だ》

「……ナセル様。わたし、真面目に言ってるんですけど」

《知ってる》

　その時、それまでの軽いおしゃべりの口調から、ナセルの声音が一変した。

　穏おだやかで深い――そう。以前、夜の幻想的な園そので、つらい過去を教えてくれた時に聞かせてくれた、ごまかしのないやさしさに裏打ちされた声。聞いているだけで胸が切なさで締めつけられるほどの。

《君はいつも、私のために本気で笑ったり泣いたり、心配してくれているよね。――随分と今さらだけれど、ありがとう。いつも救われているよ》

「……そんな」

　心配するだけで、他には何もできないのに。勿もつ体たいなさすぎる言葉だ。

　嬉しいやら切ないやらで胸が詰まってしまって、上手く返事ができずにいると、ナセルが不意に口調を変えた。

《――あ、ごめん。急ぎの仕事ができてしまったから、いったん切ってもいいかい？》

　楽しい時間はもう終わりか、と落らく胆たんする気持ちを抑え、シュマリアは『もちろんです』とはっきり返事した。ナセルの仕事の妨さまたげにはなりたくない。

《いつになるかは約束できないけれど、また連絡することを許してくれる？》

「はい。待っています」

《それはよかった。――おやすみ。旅先でよい夢を、シュマリア》

「おやすみなさい、ナセル様――」

　最後には、掛かけ値ねなしに温かい気持ちと幸福感に包まれて、話を終える。

　魔力の輝きが消えたペンダントを握りしめて、シュマリアはぱったりと寝台に倒れ伏した。

　今度は疲れのためではなくて、身体のすみずみまで駆かけ巡る幸せな感覚に、なんだかどうしようもなくなってしまったせいで。

　元気そうだった。そばに、ちゃんと彼を守ってくれるひとがいた。笑ってくれた。やさしかった。――その全部が嬉しくて、神様に感謝したい気持ちでいっぱいになる。

　しかし土曜のシークとの約束はどうしようと、不意に悩ましくもなってしまったが。
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　昼寝の時間の太陽が、まぶしく輝いている。

　かの有名な奇観〝綿の宮殿〟――山の頂上近くで湧いた温泉が崖がけを伝い落ちて、真っ白な棚たな田だのようになった岩肌は、目に痛いほどの澄んだ白銀にきらめいている。この白い棚のところには湯の溜たまりがいくつもできていて、お金さえ払えば露ろ天てん風ぶ呂ろとしゃれこめるのだが、シュマリアは、シークとはそこまでは行かなかった。時間的にさほど余裕がなかったし――たとえあったとしても、シュマリアが一緒に温泉になんて行けるほどシークに打ち解けていないから無理だったろう。

　正直、約束をした時点でもためらいは強かったのだが、昨夜ナセルから思いがけず連絡をもらってしまったせいで、シークと二人で逢うことの気まずさが倍増している感じだ。

　何も知らないシークが、魔術バザールの人ごみに太陽がもうひとつできたかのような上じよう機き嫌げんな笑顔を向けてくれるのが、これまた胸に痛い。

「――シュマリアさん、これ食べてみません？　苺いちごのジャムの寒かん天てん寄せ。このバザールの人気商品らしいですよ」

「へえ……ありがとう。わ、おもしろい食感！」

「シュマリアさんって、本当に苺が好きなんですね」

「え。わたしが苺が好きだって、誰か言ってたの？」

「同じラジン部隊の先輩に、ジュドさんがいて。ちょっと訊いたら教えてくれました」

　――あいつか。シュマリアは、ひそかに半眼になってしまった。

　ジュドはアイシャの恋人だ。誰にでも柔にゆう和わなアイシャとは正反対の、誰にでもぶっきらぼうな青年だから『シュマリア？　あの舞バカなら苺やっときゃ静かになるだろ』くらいの暴言は素すで吐はいたに違いない。想像するだけで、ちょっとむっとする。

「シュマリアさん、あっちで幻獣遣いが火の輪くぐりをやらせてますよ！」

「!?　あ、あのっ」

「どうかしました？」

「――……や、うん、なんでもない」

　いきなり手を握られて驚いたのだが、下心など欠片かけらも見えない顔で訊き返されると、むげに『離して』とは言えなくなる。変に意識する自分の方がおかしいと言われたみたいで。

（積極的なひとっていうのかな……？　こういうの）

　シュマリアより年上なのに、義兄や幼なじみのディアスあたりと比較してもシークは無邪気すぎる気がするが、大型犬にじゃれつかれているみたいで、妙にはねつけにくい。剣になじんだ硬く大きな掌てのひらを直じかに感じると、ああ男の子だなと実感させられて、無性に落ち着かないのだが。

「そっ、そういえばマールって何を食べるの？」

「ひとの血と肉」

「ええ!?」

「冗談ですよ。リスみたいに、木の実が好物です。一番好きなのはミノリの実だな」

　冗談は悪趣味だが、話をしていて結構楽しいし、シークは本当に『友達なら』歓迎できる青年だった。

（でもシークは、友達じゃ厭……なのよね？）

　そこが問題だ。

　君の恋人。――ナセルの冗じよう句くも、自分で思っている以上に尾を引いている。まるで浮気しているかのような罪悪感が刻一刻と強まっている（実際にそんな悪あく行ぎようをしでかしたことはないから、本当にこれが浮気の気分なのかはわからないが）。

（どちらにしても……なるべく早く、恋人は無理って言わないとな）

　餌の支払いのために行列に並んだシークを待つのに、シュマリアはふと、一人になる。

　傾斜に張りつくように建物が密集する街区の多いパムック＝カレだが、この魔術バザールはわりあい平へい坦たんなところに開かれている。お蔭で、道端に急ごしらえの露天を構える旅商人も多く――

「そこの髪も服も黒い女の子！　三つ編みの子！　こっちおいで、いいものあるよ！」

「――って、わたし？」

　ぽつねんと物思いにふけっていたシュマリアに、底抜けに元気な声をかけてきたのも、そういう旅商人の一人だった。

　パムック＝カレは南領に近いせいか、老おいも若きも、原色系の色使いの目の覚めるような衣裳やベールイザールを好む女性ばかりだ。しかもこのカラリと晴れた陽気。軍服で陽焼け防止にもなるとはいえ、黒と銀の衣裳で硬こう派はに身を固めているのは、シュマリアくらいのものである。

　目が合うと、青い敷物キリムの上に鎮座している商人はにこりと笑った。

「そうある、おいでおいで！　とっても人気の匂い袋ある！　年頃の乙女おとめなら、絶対にひとつは持つべきあるよ」

　訛なまりの強い言葉で髭ひげの商人が語るには、ふんわりとした造花の薔ば薇らに、好みの香水を振りかけるという『花のお守り』だそうだ。花の色は、艶つやっぽい薄うす紅べに色いろ、明るく潑はつ剌らつとした黄色、あざやかな真紅、高こう潔けつさを感じる純白と、乙女心をくすぐる色はひと通りそろっている。確かに可愛い。

「一個二千ラハムであるよ」

「二千ラハム!?」

「確かにちょ～っと高めであるね。でも恋が叶かなうと評判あるよ。今ならおまけもつけるよ」

　恋が叶う。おまけ。軽快で巧たくみな文句にノせられて、ちょっと欲しくなってきてしまった。

　とはいえ二千ラハム。

（一週間、お昼ごはんを黒パンと井戸水だけにすれば買えるかな……）

　しかし自分のだけではなく、悩み深い花嫁・トゥーラの分も買いたいところだ。幸せな結婚をしてほしいから。気難しい恋人に手を焼いてそうなアイシャの分もいる。いつでも気軽にお化粧やおしゃれの相談に乗ってくれるレイニーは、めでたいことに相方のカイスタンと年中円満だが、末すえ永ながく幸せにという願いをこめて彼女の分も確保したい。

　すると合計――

（うわ。少なくとも、一カ月は断だん食じきしなきゃ駄目か!?）

　うんうん唸りながら苦手な暗算をしたはいいが、金額の大きさに怖じ気づいてしまった。みんなの恋を応援するついでに減量もできて一石二鳥！　と無理やり前向きになろうと思えばなれるが、結構厳しい。

（一カ月お肉なし……うう……つ、つらいな）

「それが欲しいんですか？」

　似合わない渋じゆう面めんで悩んでいたら、背後から声がした。戻ってきたシークだった。

「……うん。でも、ちょっとお財布が厳しいからどうしようかなって」

「じゃ、俺が贈りますよ」

「え？」

　ちょっと待って、と止める暇ひまもなくシークは髭の商人と値切り交渉に入り、あっという間に商談成立に持ちこんでしまう。

「ごめん！　あとで必ず返すから」

「いいですよ、どうせ俺なんか給料の使い道ないし。シュマリアさんは何色がいいんですか？」

「白」

　ほとんど無意識のうちに返事をしていたが、よく考えれば、白薔薇はナセルの象しよう徴ちよう花かのようなものだ。

　シークに手渡された花のお守りを見つめ、なんともいえない気分になっていると。

「――やっぱり、他に好きなひと、いるんですか？」

　突然そう言われた。

　ぎくりとして振り仰あおぐと、シークの炎色の瞳には寂しい光があった。

「や、昨日の時点で、実はなんとなーく気づいてたんですけどね。シュマリアさんが、俺じゃない誰かのことを気にしてるな、ってのは」

「シーク――その」

「――でも」

　慌てて言い訳をしそうになったシュマリアを手で制して、シークが念押しの口調になる。

「でも、ですよ？　もしそのひとが駄目そうだなって思ったら――俺のところに来てくれないですかね？　俺、待つしかできないけど、待つくらいならできますから」

　……おそらく、自分の気持ちを押しつけるのは、厭なのだろう。

　冗談めかした明るい口調で言ってくれた上に、シークは「じゃあ次はどこ行きましょうか」なんて、しっとりとしてしまった空気を断ち切ることまでしてくれる。

（いいひと……だなあ）

　こんなひとが、どうしてわたしを？　という疑問は依い然ぜんとして残っているが、ここまで積極的かつ熱心にけなげな気持ちをぶつけられたら、もともとお人よしのシュマリアは、少しも心を揺らさずにはいられない。

　すごく自分を熱心に好いてくれている彼を好きになれたら、これ以上ナセルのことで悩まずに済んで楽になるのかなという、いけない誘惑にかられないとも言わない。

　――けれど同時に、そんなふうに逃げることでこの問題を片付けてはいけない、それは結局自分と相手を傷つけるだけだと、理性が警告を発してもいる。

　だってシュマリアは先刻から――自分でもなんて奴だと思うが――シークといるのに、苺や白薔薇にふれるたびに、ナセルのことや、彼に気まぐれに連れ回された時のことを思い出してしまっている。

（わたし……こんなに心の中、ナセル様一色だったっけ？）

　最初は、次の〈秋の大祭ミフルジヤーン〉で舞を観せられたらいいな、程度の気持ちだったはずだ。

　それが『風月都市』で思いがけず再会して、楽しい時間を過ごしてしまったり、昨夜、遠くにいるのにわざわざ手て間ま隙ひまをかけて連絡をくれたりしたから。

　ときどき意地悪だけど、本当はやさしくて――稀まれに、この世に独りきりになったかのような、傷ついて哀かなしい瞳を見せるから。切ない過去を教えてくれたから。

　逢えなくても、一日ごとに、好きな気持ちがどんどんふくらんでいる。

　……やっぱり駄目だ。

　シュマリアはやがて、諦あきらめにも似た心境で、覚かく悟ごめいたものを決めていた。

　これを恋と言い切ることには、まだ迷いもためらいもあるけれど、わたしは――

「――きゃあ！」

　突然、悲鳴が人ごみを突き抜けた。

　はっとして振り返ると、お土産みやげ用に人じん畜ちく無む害がいな小型幻獣を売っている露店の周りが、奇妙にざわついている。

「シーク、何かあったのかな？」

「売り物の中に、ちょっとヤバい幻獣が紛まぎれこんでたみたいですね。檻おりを壊して暴あばれてます」

「それはまずいわ！」

　正義感から走りだしたが、着いた時には、問題の露店はひどい状態だった。簡素な骨組みはあらかたへし折られ、天幕にしていた草木染めの布もびりびりに破かれている。

　そんな狼ろう藉ぜきをしでかした犯人は――……いた！　路面店の、石造りの軒のきの上に、骨ばった四よつ足あしで踏ん張っている。

　幻獣ガエトゥーリ。『ものまね犬いぬ』というあだ名を持つ。もじゃもじゃした珈琲コーヒー色の毛が密集している、細身の体たい軀く。垂れた耳。ハリネズミみたいに尖った顔。肢あしは長いが、しっぽは短い。賢かしこくて人間にもなつきやすい幻獣だ。音楽に合わせて歌ったり踊ったり、優秀なものになると劇までこなすため、旅芸人や貴族に飼われることが多い。

　だがそのガエトゥーリは何か厭なことをされたのか、鋭するどい牙きばを剝むいて周囲を威い嚇かくしていた。

　包囲網を狭せばめようとすると、うぉん!!　と吠えて『火の息』を吐いてくるため、なかなか手が出せないらしい。

　シュマリアはとっさに、目を強くつむって再び開けるという動作をして、あらゆる星魔術シーミーヤを見抜く〈星せい流りゆうの瞳〉という異能を解放させた。ガエトゥーリが手当たり次第に吐き散らしているのは下級の炎の術だ。それを吐く間合いさえつかめれば、取り押さえることも――

「――シュマリアさん、ちょっと待っててくれます？」

　え。と、止める暇もなかった。

　シークが、見ているこちらが怖くなるほど大だい胆たんな足取りでガエトゥーリに接近している。

「ほら。こっちに来い、『ものまね犬』。そこで踏ん張っていたって、撫でちゃもらえないぜ？」

　殺さつ気き立だっている幻獣相手に無む謀ぼうすぎる！　震ふるえ上がってシュマリアは止めに入ろうとしたが、ひと足早く、ガエトゥーリの方がシークに反応を示した。

　なんと、シークが無造作に突き出した手に顎あごを乗せ、牙を引っこめてしまったのである。

（うそ!?）

　一瞬前まで怒りでふくらんでいた尾もすぼみ、ぱたぱたと、シークに媚こびるかのように揺れはじめる。周囲の野や次じ馬うまと一緒になって目をぱちくりさせるシュマリアの前で、やがてガエトゥーリはシークの腕の中にころりと収まった。

（すごい……下手な幻獣遣いより、幻獣の扱いが上手いんじゃない？）

　何か術でも使ったのかなと、シュマリアはなんの気なしにシークに〈星流の瞳〉を向け――驚くべき発見をしてしまった。

　――〈星流の瞳〉に映ったのは、シークの身体から滲にじむ魔力の色。陽炎かげろうのように緋色に揺らめくそれは、彼が火の属性であることを示しているのだが、力の大きさが半端ではない。義兄アレスにも匹ひつ敵てきしそうな、強い力だ。

　シュマリアの知る限り、ここまで強大な火の魔力を持つのは、火の神『炎帝』に加か護ごされたバルク家ティムール族の人間しかいない。それにここまで強い火の魔力を持つのなら、軍ではただの戦士部隊ではなく、特殊なそれに配属されるはずだ。――シークが、この力を隠して入隊したのではない限り。

　まさか、シークはバルク家ティムール族の――？

　――そこに思い至った途端、さっと血が冷たくなるような心地ここちに襲われた。

「終わりましたよ、シュマリアさん。意外にあっけなかったな。――シュマリアさん？」

　つい数分前までは、爽さわやかな好青年らしいと思っていたシークの笑顔が、急にうそ寒いものに見えてしまったせいで、シュマリアは表情が上手く作れなかった。シークがちょっと不思議そうに眉をひそめる。

「どうしたんですか？　ぼうっとしちゃって」

「え。あ、う……ううん、ちょっとびっくりしてただけ。シークって、幻獣の扱いがすごく上手いのね！　あそこまでやるとは思わなくてびっくりしちゃった」

　微妙に苦しい言い訳だ。びっくり、って二度も言ってしまってるし。

　ごまかせただろうか？　そうでないと困るのだが。

　なにしろ、シュマリアの推すい理りが当たっているとしたら、このシーク――とんでもない嵐の前触れである。

　マールだけは無邪気に「もきゅー」と鳴いて、前まえ肢あしでシュマリアの頭のてっぺんを慰なぐさめるみたいに撫でてくれたが、今のシュマリアにはそれを可愛いと思う余裕すらなかった。




[image: ]












「おーい！　そこのアイシャの彼氏ー！」

　羞しゆう恥ち心しんを煽あおる呼びかけは効果てきめん。

　廊ろう下かの前方で、軍服の青年が後ろから撃うたれたみたいに派は手でにずっこけた。足止め成功。

「よし！」

「よし、じゃねえだろ！」

　もう怒った！　という勢いで振り返ったその青年は、アイシャの恋人・ジュドだ。

　あの、ちょっと夢みがちだが、華きや奢しやでおしとやか美人の恋人とはとても思えない、いかにも肉体派の槍やり遣づかいらしいガタイのよさを誇ほこる十八歳。

　自然に逆さか立だつ黒くろ髪かみが縁ふちどる顔は、目つきは悪いがなかなか彫ほりが深く、少年の面おも影かげがあるといえばあるかもしれない。『笑うと可か愛わいいの』とアイシャはよく惚のろ気けてくれるが、本当に可愛いのかなあと、まるで街の不良みたいな実物を前にするたびに悩んでしまうシュマリアだ。

「――あ」

　悩んでいる隙すきに、ジュドはのしのしという効果音をつけたい歩みで先に行ってしまった。

　どうやら、むくれて無視する気らしい。子供っぽい奴だ。だがこんな時用の作戦もばっちり立ててある。

　シュマリアは再び広い背中を追いかけながら、城館中に響ひびかせるつもりで声を張り上げた。

「ジュドの恋人とのいちゃいちゃ生活数え歌！　ひとつ、膝ひざ枕まくらが好き！　ふたつ、二人きりだとデレッデレ！　みっつ、三日に一度は男子に告白される彼女が心配で、毎日気が気じゃない！　よっつ、夜は――」

「――ええい！　やめねーとぶっ殺すぞ！」

　アイシャから聞かされたジュドの『可愛いところ』を脅きよう迫はくの如ごとく並べ立てていくと、やっと本当に止まってくれた。追いつくと、ジュドに露ろ骨こつにぶすくれた顔で唸うなられる。

「てめー、しばらく逢わないうちに性格変わっただろ……」

「え？　そうかな」

「だよ。前はそんな、手段を選ばねえ性格じゃなかったぞ、絶対」

　物腰は優ゆう雅がだが意外と腹の黒いナセルの悪い影響か？　と自分でもちょっと思ったが、今はそんなことはどうでもいい。とにかくジュドを手近な階段に座らせて、自分も隣に腰を下ろす。

　城館内でもこの区域は、隊士以外には通るひとが少なく、灰はい色いろがかった石の壁かべや柱の浮き彫り装そう飾しよくもそっけないので、がらんとして見えるところだ。鍛たん錬れん場じようから「ヤー」「トー」「ヌォリャー」という気合の入った声が聞こえるくらいで、他に人ひと気けはない。

「それで結局なんの用なんだよ。くだらねえ用事だったら、おまえを殺して俺も死ぬぞ」

「やめてよ、あなたと心中だなんてそんな面倒なことしたくないって。あなたのラジン部隊の仲間について訊きたいの」

「仲間だぁ？」

「まだ話を始めたばかりなのに露骨に面倒くさそうな顔しないでってば。とにかく、ラジン部隊にシークっていう新入りの隊士がいるでしょ？　どういう経けい緯いで入隊して、隊ではどんなふうにしてるのか教えてほしいの。お願い」

　ノリが半分悪ふざけじみていた弱点攻撃の時とは違って、シュマリアの顔が真剣なことに、ジュドは気がついたらしい。なんだ藪やぶから棒ぼうに、などとへそ曲がりなことも言わず、真ま面じ目めな顔つきで答えてくれた。

「シークねえ。あのふざけた野郎かよ」

「……って、ふざけてるの？」

「ああ、ふざけてやがるな。おめーも知ってるだろうが、聖せい撰せん軍ぐんには孤こ児じだの無職の野郎だのを救済する目的もあるから、これといった入隊試験はねえ。ねえが、うちみたいな実戦部隊を志願した奴には、挨あい拶さつと腕試しを兼ねて、先輩と一発手合わせさせるんだ」

「あー知ってる。ジュドが昔、うちの兄さんに挑いどんでボコボコにされたアレね！」

「それは単なる喧けん嘩かだろ！　わかっててボケてんな、この野郎」

「人聞きが悪いな。まあ話を戻すけど――察するに、そのシークと一発手合わせした『先輩』っていうのが、ジュドなのね？」

「俺と同じ歳だっていうからな。そうなったんだよ。――ふざけてやがるつったのは、その時のことだ。あんの野郎、俺様相手に手加減しくさって！」

　どご！　と音を立てて、ジュドが腹立ちまぎれに手近な壁を蹴けり飛ばす。シュマリアはうわっと跳び上がった。

「何度も蹴るのやめ！　穴開くって！　――でも、手加減って……ほんとに？」

「俺がそんな噓うそこいてどうする」

「……で、結果は？」

「一応俺が勝ったよ。途中までは互ご角かくだったけどな」

　ボコボコに負けた過去があるとはいえ、ジュドは基本的には、アレスとほぼ対等の腕うで前まえだ（ただしジュドは武ぶ骨こつすぎて、舞には致命的に向いていないのだが）。入隊時期も歳も同じせいで、軍内の『若手の中で誰が骨があるか』という話題では決まって好敵手ライバルと目されている。

　そんなジュドを相手に手加減をして十分に渡りあえたとすると、シークは凄すさまじい腕前だ。

「ジュドが見るからにおっかなそうな先輩だから、つい遠えん慮りよしちゃったとかじゃなくて？」

「そんな殊しゆ勝しようなタマじゃねえよ、あの野郎は。木ぼつ剣けんで打ち合ってる時、一瞬だけ『なんだこんな程度か』みたいな顔をしたのを俺は見たからな。他の奴らは気づいてねえみたいだけどよ」

　ジュドは憤ふん然ぜんとしながら断言した。

（手加減をしたのは、本来の技ぎ量りようがバレて、目立つのを避さけるためだとしたら……？）

　バルク家の血を引くシュマリアに近づいたのだって、とても偶ぐう然ぜんとは思えない。

　なにせシュマリアは先日『風月都市』で、バルク家の手の者に攫さらわれかけている。

　――『火か難なん・盗とう難なん・剣けん難なんの相も出ていたから』

　いつも怖こわいくらいに当たるアイシャの星ほし占うらないの結果も、シュマリアの不安を余計に煽った。

「ありがとう、助かった。今度逢ったらほっぺにちゅーしてあげてねって、アイシャに頼んでおくから」

「ばっか、いらねえよ！」

　冗じよう談だんに本気で顔を赤くして怒るところは、ぎりぎり『可愛い』かもしれないなとシュマリアは頭の片かた隅すみで思う。こんな状況だが、少しだけなごむ。

「で、そんだけかよ。俺はもう鍛錬場に戻るぞ。てめーのせいで無む駄だに疲れたけどな」

「待って、もうひとつあるの。――ジュドって、シークにわたしの好物を教えたりした？」

　くだらない。そう言いたそうに、ジュドは高い鼻をふんと鳴らした。

「んなわけあるか。あのふざけた野郎とは、手合わせから一度も口をきいてやってねえよ」
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　自分やら他人やらの恋愛事情にばかりにかまけていた、ある意味のんびりして平和な日常から急転直下――シュマリアはその日、慌あわただしく、しかしこそこそと走り回るはめになった。

　まず、シークのことを、義あ兄にのアレスをはじめとした東とう領りよう旅団の仲間に相談。礼れい拝はい堂どうで告白されたことも正直に話してしまった。

　……まあ、今となっては、あれが本気の告白かどうか自体が非常に疑わしいが。十中八九、シュマリアに接近するための噓うそだろう。

「確かに、そのシークという男――胡う散さんくさいな」

　話し終えると、めずらしいことに、普段極端に発言の少ないアレスが最初に反応を示した。

「シュマリア。奴が、尋じん常じようでない火の魔力を持っているのは間違いないんだな？」

「それはもう。わたし自身が自分の目を疑って、何度も確かめちゃったんだもの」

「よし。よくやった」

　投げた鞠まりを取ってきた仔犬にするみたいにシュマリアの頭を撫なでてくれはしたが、アレスの紫の瞳に宿る光は明るくはない。うんざりする気持ちはよくわかる。なにしろ、これでもう三度目なのだ。バルク家の事件に巻きこまれるのは。

「問題は、なんのためにシュマリアに近づいたか、だが」

「――ま、俺たちの中じゃ、一番騙だましやすそうな面つらしてるわな」

　こういう腹の立つことを平然とのたまえる根こん性じよう悪わるは、東領旅団には一人しかいない。

　窓際の長椅子デイーワーンに、長い脚をお行ぎよう儀ぎ悪く投げ出しているジハールだ。

　ぼさぼさの金きん褐かつ色しよくの髪に色いろ眼め鏡がねが特徴的な彼の、楽がく奏そうの才能と、可愛げというものが絶ぜつ無むな性格は、本人も周囲も認めている。

「ま、シークとやらの目的が、軍の人間を騙して情報を得るってだけなら、うちの気が弱くて誰だれにでも下した手てに出ちまうディアスだの、食い物にすぐ釣つられるドライドみたいなカモはそこら中にいる。――なのにわざわざ、見るからに男慣れしてないまな板娘を狙ねらったのには、何か理由があるのかもしれないか」

　……このとおり。

　言っている内容はまあ妥だ当とうで頷うなずけるのだが、雑ぞう言ごんを交まじえずに話せないのかと耳を引っ張りたくなる男がジハールだ。しかし今回はシュマリアがこめかみに青筋を浮かせる前に、彼女の隣に座るアレスが、無表情に突っ込みを入れた。

「『何か』とはなんだ、ジハール」

「俺の知ったことかよ。だいたい現時点じゃ情報が少なすぎるだろう」

「なんだ。結局、俺の疑問には何も答えていないじゃないか。つまらん」

「ほう。君も随分と生なま意い気きな口を叩たたくようになってきたな？　アレス」

「――……こらこら。不毛な仲間割れをしてる場合か、おまえたち」

　アレスの口調がひたすら平へい淡たんなお蔭で、険けん悪あくな雰ふん囲い気きには程遠いが、言われたら三倍返しが信条のジハールの威い力りよくでじわじわと空気が棘とげを含みはじめたところで、旅団の束たばね役であるダリヤールが割って入った。

　ダリヤールに仲ちゆう裁さいの先を越されたシュマリアは、ぽりぽりと頰ほおをかいて義兄をうかがう。

（兄さん……いつもと少し、様よう子すが違うかも）

　無口で無表情なのは昔からだが、根が素直で空気も読めるので、意外に誰とでも上手く付き合っているアレスが、こんなふうに自分から火種をまくのはめずらしい。それほどぴりぴりしているのかと、シュマリアはますます心配になる。

「ま、せいぜい義妹いもうとくらいはしっかり保護しとけよ、アレス。この前みたいな『囚とらわれのお姫様救出作戦』ごっこは、いろんな意味で二度もやりたかないからな、俺は」

「言われずとも。俺の義妹だ」

　いろんな意味。――とは、ちょっと意味深だ。

　言葉面と、うんざりしたふうな口調からは『君を捜すのに街中駆かけずり回るのは二度と御ご免めんだ』という意味にしかとれないが。ジハールの度を超した皮肉屋の性格と、ごく稀まれにしか見せないが一応はある人情を計算して、もう一度考え直すと。

（あんなふうに心配させられるのは、二度と御免だぞ――とか？）

　まさかな。ジハールはそこまで人情派じゃないって。シュマリアは自分で自分のお人よしな解かい釈しやくを否定する。

（それにしても……確かに『風月都市』では、イドリスはわたしを攫さらおうとしたけど）

　炎えん髪ぱつのイドリス。

　アレスと同じ、〈烙らく印いん〉という、火属性の魔力を爆発的に強めるバルク家の秘ひ儀ぎを受けた戦士だ。右目を包帯で隠した彼は、奴ど隷れいのように淡たん白ぱくな表情で――シュマリアをかどわかした理由は『バルク家当主ザラスの命令だから』としか教えてくれなかった。

　シュマリアはわけがわからないなりに、自分を餌えさにアレスを釣る計画でもしていたのかなと推測していた。なにしろアレスは、受けたが最後、死亡率が九割を超える〈烙印〉の秘術をほどこされても無事に生き延のびた、バルク家にとっては非常に価か値ちのある存在らしいので。

　対してシュマリアの方はというと――確かに〈星流の瞳〉というちょっとめずらしい異能は持っているが、星魔術シーミーヤの仕組みを正確に見破れるだけで、アレスの〈烙印〉ほど使い勝手がいいわけではない。と思う。

（となると……今回もやっぱり、狙いは兄さんか？）

　だとすれば許せない。敵の執しつ拗ようさに、血が煮えるような憤いきどおりを感じる。

　噓の告白でシュマリアの乙女おとめ心ごころを翻ほん弄ろうしたことなど、どうでもよくなるくらいに。

「――シュマリア」

　今度は低く渋しぶい声に呼ばれて顔を上げると、ダリヤールが予想以上に近くに立っていた。

　舞師よりも軍人の風格を強く感じさせる、広い胸の前で腕組みした師し匠しようは、実年齢が三み十そ路じを過ぎたばかりとは思えぬ威い厳げんのある声で、重々しく告げた。

「おまえにひとつ、危険だが重大な役目を任せてみたいのだが。――やれるか？」

「やります！」

　危険で重大だという内容を聞く前に、シュマリアは即答していた。

　隣で、ぱっと見は無表情だが、付き合いの長いシュマリアには深刻に悩んでいることが明らかな様子の義兄を守るためなら、今や重要にして危険人物と化したシークに一人で立ち向かうことだってできると、この時は思っていた。
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「――……というわけなんです、ナセル様」

　少し迷ったが、その夜また連絡をくれたナセルにも、シュマリアは現状を話しておいた。

　バルク家がアレスを欲しているとしても、彼らの最大の目的は帝政アシェラートとその中ちゆう枢すうを担になう王族・貴族を血祭りに上げることだ。シークの怪あやしい動きが、〈春の大祭ノールーズで帝都を震しん撼かんさせたような大規模な破壊活動の前まえ触ぶれではないとも限らない。

「ダリヤール先生は、まだ何も起こっていないから、シークはしばらく泳がせてみようって言うんです。で、シークがバルク家の仲間と接触するのを待って、パムック＝カレに潜ひそんでいるバルク家関係者を一いち網もう打だ尽じんにしようと」

　――そのために、今しばらく中途半端な関係を維い持じして、シークの注意を引きつけておくのが、シュマリアに課された『危険だが重大な役目』である。

　星石の向こうで、ナセルが頷く気配。

《妥だ当とうな案だね。でもどうやら君は、ご不満なようだが？》

「不満というか……不安なんです」

　昨晩よりは『星石で話す』こと自体には慣れたが、王太子シエフザーデ殿下にわざわざ時間を割さいてもらっているという状況にやはり緊張して、シュマリアは今日も寝台の上にきっちりと正座してしまっている。別に寝転んでいてもいいのに。

「そのシークっていうひとは、かわいい幻獣なんか連れてるし、すごく人ひと懐なつっこい感じなんですけど、火の魔力は兄さんに負けないくらい強いし、敵の中に一人で乗りこんでくるくらいだし、バルク家の中でも只ただ者ものではないんじゃないかって……」

　それに先刻の作戦会議で、シュマリアは思い出したことがある。思い出した名前がある、と言った方が正しいか。

　もしかするとシークは、その名前を持つ人物なのではないか……もしそうだったらこの状況は非常にまずいのでは……いやでも、まさかそんな大物が……と考えだすと、不安に歯止めが利かなくなってしまうのだ。杞き憂ゆうならばよいのだが。

「ナセル様の方は大丈夫ですか？」

《今のところ、こちらでバルク家の影が見えたという情報は入っていないな。ファラグがとにかくうるさくて、むさ苦しいくらいガチガチに警けい護ごも固めてくれるしね。――それにしても君は、昨日きのうよりずっと元気そうだ》

　付け加えられた言葉は意外だった。シュマリア自身はちっともそんな意識はなかったので、目をしぱしぱさせてしまった。元気そう？

「そうですか？」

《ああ。状況が状況だからかな？　声がやる気に満ちている》

　なるほど。そういう意味なら納得だ。

「……でも、昨日のわたし、そんなにしょんぼりした声をしちゃってましたか？」

　激しい動揺と緊張で何度もどもったりと、ちっともうまく喋しやべれなかったことは、通信を切られたあとに大いに猛もう省せいし、かつ落ちこんだところだが。

《しょんぼりというか、悩んでいるように感じられたかな。なぜか。今は大丈夫かい？》

「はい、とっても大丈夫です！」

《そうか。――シュマリア》

　不意に静かに名前を呼ばれて、どきりとする。せっかく元気よく即答したのに、それでは不正解だと言われてしまったような気分になって。

《君に心配をかけている私が言うのもなんだが、あまり無理はしないでくれ。君やアレスが背負っているバルク家の血は、たぶん君が想像する以上に重い宿命で――これから先、心臓が引きちぎられるようなつらいこともあると思う。だから、これだけは覚えておいてほしい》

「なんですか……？」

《頑張るのと無理をするのとは、まったく違うということだ。君は強い子だけど頑張り屋だから、私はそこだけは心配なんだ。幸い君の周囲には頼れるいい人間がそろっているし、力を借りたり守られたりすることを、今の自分に許しておいた方がいい。君はまだ十六歳で、完かん璧ぺきな戦士でもないのだから》

「――……はい。ナセル様」

　胸がじんとした。いつもの揶や揄ゆやひねくれた調子が影をひそめた、ひたすらやさしい声に耳を傾けていると、そんな場合ではないのに泣けそうになってしまう。

　悩んでいる、というのは正解だ。バルク家のこと。ナセルへの想い。力のない自分。

　けれどナセルの言葉を聞いているうちに、悩むのはつらいことばかりではないように思えてくる。少なくとも、こうして先回りして温かい言葉をかけてくれるひとがいる限り、堂どう々どう巡めぐりの悩みでも、気持ちがどん底にまで落ちこむことはないと、心強く思える。

　たぶん……わたしはやっぱり、このひとが好きなんだ。

　シュマリアは心の中で静かに認める。

　好き。ずっと直視するのをためらっていた言葉だけれど、それは予想よりはるかにすんなりとシュマリアの胸の底に落ちて根を張る。

　どきどきと、にわかに速まる心臓の音がうるさい。ナセルに聞こえないことを内心願った。

《――シュマリア？　大丈夫かい？》

「！　は、はい！　なんですか？　わたしは大丈夫です、今度こそ本当にっ」

　舌を嚙みそうになりながら答え、通信はよくないと火ほ照てる頰ほおを両手で押さえて思う。ナセルが何度も名前を呼ぶから、いちいちどきりとしてしまう。

　直接顔を合わせている時は、こんなに何度も呼ばないのに。たまにしか呼ばないのに。

　そんな八つ当たりじみたことを内心でひそかに思いながら、シュマリアはいつもの能天気で気楽な自分らしくて――そしてナセルも期待しているはずの、明るく潑はつ剌らつとした声を出そうとお腹に力をこめ直して言ったのだが。

「――ナセル様？」

　期待に反して、星石の向こうから返ってきたのは微妙な沈ちん黙もくで、あっまずい何かすべってた？　とどきまぎとするが、ナセルはそんな心配を打ち消すような穏おだやかな声で。

《ああ、ごめん。やっぱり声だけ聞けても、実物が目の前にいないと物足りないな、と思ってしまってたんだ。頭を撫ぜてあげることもできないし》

「え」

《――よし、ひとつ元気の出るおまじないをしてあげよう。両手を上に挙あげて》

　どきりとする言葉を聞き直す暇いとまもあらばこそ、不思議な命令をされるが、シュマリアは戸惑いながらも従った。というより、ナセル相手に逆らうことなど思いつきもしない。

「えっと、挙げました」

《次に、指をそろえて。綺き麗れいにね》

「そろえました」

《じゃ、そのまま、両手の指先を頭のてっぺんに持っていくんだ》

「……？」

《はい、お猿さんの格好》

　――何をさせられたのか悟さとった瞬間、シュマリアはなんともいえない気分になった。

「ちょ、ナセル様――!?」

　星のように輝く柘ざく榴ろ石いしに向かって叫ぶが、向こうからは押し殺したような笑い声しか聞こえてこない。明らかに、爆笑するのをこらえている。

「ひどいじゃないですか！　わたし今、ものすごく真面目に、仰おつしやるとおりにしてたのにっ」

《ごめんごめん、そこまで見事に引っかかるとは思わなくて……ぷ》

　まだ笑ってるし！

　見直して損した気になってしまう。まったくひと筋すじ縄なわではいかないひとだ。

　しかし唇くちびるを尖とがらせてむくれながらも、単純なもので気分はすっかり上昇していた時に、その現実は襲いかかってきた。

　――ガタン！　という、何かが倒れたらしい激しい音響が聞こえたのが始まり。

《！》

　次に聞こえたのは、ナセルが緊張の息を呑んだらしい気配。かすかな足音。鎧よろい戸どを開け閉めしたり、金属的なものがぶつかりあったりする音響が連れん鎖さして生み出される、ひどく切せつ迫ぱくした雰囲気が、シュマリアの耳から背筋を厭いやな予感で震ふるえさせる。

　只ただ事ごとではない。ナセルの周囲で、今、何かよからぬことが起こっているに違いない。

《すまない。一度切る――……》

　常に余裕のある態度を保とうとするナセルが、滅めつ多たにないことに、露ろ骨こつに焦あせった様子で通信をぶちりと断ち切った。待ってと叫ぶことすら、シュマリアは許されなかった。

　しかも最後に聞こえた『ナセル、ここにいるのか！』という緊迫した声の主は、シュマリアの記憶に間違いがなければ、第二王子ファラグのものだ。

　――いったい、王太子シエフザーデ領で何が起こっているのだろう。

　不吉な想像が胸に爪を立て、その重苦しい痛みと、今すぐナセルの無事を確かめられないことのもどかしさに、シュマリアは蒼あお褪ざめて震えた。
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　ほぼ同時刻、王太子シエフザーデ領に美しく咲き誇ほこる白はく亜あの城館――

「――ナセル、ここにいるのか！」

　叫びながら突然飛びこんできた弟・ファラグに、窓辺に腰を預けていたナセルが最初に示した反応は。

「なぜ目をそらす」

「いきなり上着の前を全開にした筋肉弟に飛びこんでこられたら、さすがの私も反応に困る」

「誰が筋肉弟だ、俺は鍛たん錬れんの途中だったんだ！　それにそんなくだらないことを言ってる場合じゃないぞ、今すぐここから――」

　暴力的な爆発音が、ファラグの言葉にかぶさった。

　火の属性の星魔術シーミーヤが炸さく裂れつしたらしい。それも、ここからかなり近い場所でだ。

　ファラグは舌打ちすると、問答無用でナセルの青い上着の襟えり首くびを引っつかんだ。

　そのままだと引きずられそうな勢いだったので、ナセルは通信用の星石と使い慣れた剣だけを手に、ファラグの連れて行こうとする方向に従う。

「あの、だらしがない彼は？」

「他の騎士たちとともに、廊下で刺客を食い止めてもらっている」

「……大丈夫なのかい？」

「奴の腕なら問題ないと思う」

　書棚に隠した仕掛けを操作して、浮き彫りのある壁かべに秘密路への入り口を開ける。

　――暗殺の標的になりやすい王族には、こんな逃走劇はよくあることだから。

　暗く狭い秘密路に弟と身をひそめながらも、ナセルは動どう揺ようや焦りとは無縁だった。内心またかとすら思っていた。

「『今すぐここから』――逃げろ、で正解かな」

「あのな……。国語の穴埋め問題をやってるんじゃないんだぞ、のんきだな」

　兄の命を守ることに本人以上に緊張しているファラグの気負いを、ナセルは軽い言葉をかけてほぐそうとした。

「何かあっても我がお人よしの弟君が守ってくれると信頼してるからだよ、ファラグ」

　いつもどおりにからかったつもりなのだが、ナセルの予想に反して、ファラグはこめかみに青筋を浮かべたりはせず、代わりに妙な顔をした。くっきりとして気の強そうな眉まゆの根を寄せた、訝いぶかしげな表情である。

「――少し変わったな、おまえ」

　予想外の言葉に、ランプで照らされた闇やみの中で、今度はナセルが何度も瞬まばたきをした。

「以前のおまえなら、こういう状況になると『怖くはないよ。だって私が死んでもファラグもミルザーもいるから』なんぞと、むしろ俺がこの手でぶち殺してやりたくなるほど腹の立つことしか言わなかったものだがな」

「……ふうん。残念ながら、記憶にないな」

　口ではとぼけてみたものの、ナセルは内心では、確かにそのとおりだったなと頷うなずいていた。

　自分から死にたいとは思っていないし、義務のためには簡単に死ねないとも思っている。

　だが、自分が死なせたり不幸に追いやってしまったひとたちに復ふく讐しゆうされるのが運命ならば、自分は殉じゆんじるしかない。それで死ぬなら仕方ないという諦めが心の奥に根づいていたから、死と狂きよう気きと背中合わせという今のような状況でも、ナセルは何も怖くはなかった。

（怖くないというか――諦めていただけか）

　肉体派に見えて意外に聡さとい弟の言うとおり、そのひねくれた人生観が変わったのは……あの、青い瞳の舞姫のせいという気がする。

　感受性がことのほか豊かで、心やさしい少女だ。ナセルが『もういいよ』と言っても、彼女はナセルのことを本気で心配しつづけて、何かあれば自分のことのように傷ついて泣いてしまうに違いない。

　だから泣かせたくはなくて、常に一緒にとは願えなくても、ときどきでいいから笑顔や声にふれたくて。

　――戦い抜いた暁あかつきには戻りたい場所のように、いつからか思ってしまっている。

　そんな想いは、自分はおろか彼女のためにもならないとわかってはいるが――想うだけなら勝手だろうとも開き直っているのが、今のナセルなのかもしれない。

「ファラグ。君がいてくれてよかった」

「なんだって？」

　暗く狭い秘密路を先導して進み、出口に向かう道すがら、ナセルは不意に告白していた。

「九年前。私が一番精神的にきつかった時に、君が何も言わずに、私の代わりに泣いてくれたことを思い出した。ずっと言えなかったが、感謝している」

「――……馬鹿か。こんな時に遺ゆい言ごんみたいなことを言うな、縁えん起ぎでもない」

　情じよう緒ちよもへったくれもない無愛想な顔と、叱しかりつけるみたいな返事は、たぶん照れているからだ。長い付き合いでそれがわかったから、ナセルは言いたいだけ言って満足する。

　このお人よしの弟がいたから、九年前も最後の最後で人間らしさを失わずに済んで、彼女にもいくらか慕したってもらえているのかもしれないと、不意に気づいたのだ。

　けれど弟だから、常に――体格その他では負けたとしても――精神的には優位に立っていたいという幼よう稚ちな意地があって、いつもひねくれた態度で手玉にとるみたいにしていたのを少し反省した。少しだけだ。ナセルは三歳の頃から素直・正直とは正反対の性格だったから、今後もからかうことだけはやめられない自信がある。

「それにしても、つくづく大胆な連中だな」

「――うん？」

「バルク家だ。帝都の時もやられたが、間を置かずに、こちらにも仕掛けてくるとはな」

「いや、これはバルク家の仕し業わざじゃないな」

　一瞬で、ナセルの思考は回かい顧このそれから、現実的なものに切り替わった。

「なぜだ。火の術で突破されたぞ」

「バルク家にしては規き模ぼが小さすぎるよ。彼らは私みたいな値打ちのある首を狙う時は、常に最大の力で挑いどんできたじゃないか。さっきから爆発音は聞こえるが、バルク家にしては威い力りよくがしけている。バルク家が爆弾なら、これはねずみ花火程度でしかない」

「バルク家じゃないとすると――なんなんだ。どこのどいつが、こんな不届きな真ま似ねを」

「彼らの仕業に見せかけて、私か君を殺したがっているとなると、おそらく帝都の貴族だな。そういう卑ひ劣れつなのには、いくらでも心当たりがある」

　言いながら、出口にあたる石の扉を押し開き――

　跳び退すさった。

　ナセルは右に、ファラグは左に。二人の間を、銀の小刀が矢のように突き抜ける。

　鋭するどい目で見れば、本来ならば誰もいないはずの城館の外はずれ――聖せい者じや廟びようの闇に、黒ずくめの刺し客かくが何人も身構えていた。長い絹のふさのついた敷物キリムは無む惨ざんにめくれ上がって、天使をかたどる大理石の小像が床で砕けている。これはまた、無作法な刺客だ。

　――内通者がいたな。

　無言のまま弟と背中合わせになりながら、ナセルは奇妙なほど冴えた頭で確信する。

　内通者は、おそらく護衛のために同行している騎士の中でも高い地位の者だ。でなければ秘密路の出口を、こうまで的確に固められるはずがない。

　裏切り者。胸にその単語が浮かびはしたが、別につらいとは感じなかった。人生で唯一最大という哀しい裏切りを、九年前にすでに経験済みだからだろう。

「火と刃やいばに彩いろどられた、華はなやかなお出迎えに感謝しよう。それにしても、この宴うたげの主催者は誰なのかな？　察するに――」

　ファラグの背中から伝わる『よさないか、馬鹿』という無言の圧力を綺麗に無視して、ぽんぽんと口くちの端はに載せたのは、前から叛はん意いを疑っていた貴族高官の名だ。

　金で雇やとわれた自由戦士らしき相手に返答は期待していなかったから、挑発するようにそんなことを言ったのは半分以上ナセルの悪趣味だったのだが。予想に反して、とある名前のところで頭目らしき男が、ぴくりと目じりを引き攣つらせたのが見えた。

　――意外に底が浅い。

　冷笑を、ナセルはうっすらと口元に浮かべた。

　しかし存外に早く底が割れたのと、こうした状況への慣れと、不敵な性格のせいで――油断があったのかもしれない。一斉に斬きりかかってきた刺客たちの動きに違和感があることに気づくのが、いつもよりも遅れた。それはこの場合、致命的な遅れだった。

　四方から向けられる槍や剣をあしらいながら、弟の背中との距離がつかのま広がったとナセルが思うが早いか、刺客たちが突然動きを変える。

　刹せつ那なの理解。電撃が背筋を貫く。

　――狙いは、自分ではなくてファラグか！

　そして刺客の刃のうちひとつが、厳しく鍛錬された武人のファラグであってもよけようのない太た刀ち筋すじにあることにナセルは気づく。

　思考よりも先に身体が動いていた。自分よりひと回りはかさばる弟の長身に、全身全霊の力をこめて体当たりする。接触した部分から、弟の驚愕が伝わってきた。ばか、やめろ。弟の絶ぜつ叫きようを聞いた時にはすでに遅く――灼しやく熱ねつの痛みが、ナセルの腹部に深々と打ちこまれていた。
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　――突然通信が途と絶だえてから、ナセルから音おと沙さ汰たがない。

　考えたくはないが悪いことばかり考えてしまうから眠れなくて、そして少しでも安心できる材料を探したくて、シュマリアは小部屋をうろうろと歩き回りつづけている。

　永遠にも感じる時間を過ごして、ふと気づけば時刻は、草木も眠る深夜だ。

　今さらのように沙漠地方の夜特有のしんとしみる寒さを感じて、シュマリアは私服のチュニックの上から、母の手編みの肩掛けをはおった。

　無情に吹きこむ夜風に窓を見やると、淡あわく輝く上じよう弦げんの月がパムック＝カレの西街区の上方に傾いていた。その情景もまた、ナセルを想そう起きさせる。

　シュマリアにとってのナセルは月だ。手を伸ばしても届かない。……今みたいに。

（……ナセル様は）

　どうしているのだろう。寒くはないか、つらい想いをしてはいないか。

　王太子シエフザーデ殿下なのだから、安全な場所で守られて、部下に指示だけ出していることだって可能なのに――むしろそれが普通なのに、いつだって自分から一番危険な場所に身を投じてしまうひとだから、死ぬような怪け我がをしているのではないかと心配で仕方がない。

　そういうひとだからシュマリアもナセルを信頼し、深く慕ってしまうのだけれど。

（神様）

　胸の柘榴石のペンダントを両手で握にぎりしめて、シュマリアはひたすらナセルの無事を祈った。

　時に唇を嚙かみ、祈いのることしかできないもどかしさと内心で闘いながら、知る限りの聖典の祈りの文句を片っ端から唱となえていたら、下の方から、何やら物音が聞こえた。

　奇妙な予感にかられて、顔を下に向け――

（!?）

　シーク。そう叫びそうになって、慌てて自分の口をふさいだ。

　しかし白いターバンクフイーヤを巻いた頭のてっぺんくらいしか見えないシークの方は、三階の窓から身を乗り出したシュマリアにはまったく気づいていない様子だ。淀よどみのない足取りで裏庭を抜けていく。

（あっちは確か――でも、こんな時間にどうして……？）

　怪しい。シュマリアは護身用の短剣を腰帯に挟むと、忍び足で小部屋を飛び出した。

　――祈ることしかできないのは厭で。

　何かしたい。とにかく、何かを――そんな衝動にも突き動かされて。

　影のように足音もなく歩むシークは、シュマリアが『もしや』と予想したとおりの経路をたどって、今は使われていない第三井戸のある方からこっそりと城館の北側へと回りこみ、今は無人の礼れい拝はい堂どうへと姿を消した。

　シュマリアは、彼が開け放したままにした扉から、こっそり礼拝堂をのぞいてみた。

　正面に薔薇窓。幾き何か学がく模も様ようの入った祭さい壇だん。白色大理石の天使像。聖金曜日には、床一面に祈き禱とう用の絨じゆう毯たんが敷かれるのだが、今はつるりとした石の床があらわになっている。

　シークに『告白』をされた時とはまったく異なる、闇と静せい寂じやくだけが支配する空間。

（あれ――……いない!?）

　確かに、ここに入ったと思ったのに。シュマリアは訝いぶかしげに眉をひそめながら、礼拝堂の暗闇の中に踏みこんだ。扉からさしこむ月光が、床の上に長く延びている。

　シュマリアの忍び足が、礼拝堂のほぼ中央にさしかかった、その時――

　蝶ちよう番つがいの軋きしむ音が響いた。

　ぎくりとして振り返ったと同時に、扉が閉ざされ、世界が暗さを増す。

　怖おぞ気けだったシュマリアの青い瞳に映ったのは、薄闇の中で炯けい々けいと光る四つの瞳だ。

「シーク……！」

　彼が気配を殺し、開いた扉の陰に隠れていたことに、シュマリアはようやく気づいた。

　目が合うとシークはにこりと笑った。

「――意外と大胆ですね、シュマリアさん。夜明け前にひとりで出歩くなんて」

　この状況では不気味に感じるほど愛想のいい声こわ色いろ。

　彼の肩の上では、ふわんとした小型幻獣マールが、こちらをじっと見つめている。

　にわかに高まる緊張を深呼吸でどうにか押し殺し、シュマリアは戯ざれ言ごとを無視して問うた。

「こんな時間に……何をしてるの？」

「それはお互いさまでしょう？」

「わたしはあなたを追いかけてきたの。何をするつもりかと思って」

「いやだなあ。俺が何をするっていうんですか？　ただの散歩ですよ。あなたのことを考えたら眠れなくって」

　照れ笑いも、明るい声も、今までになく妙に空そら々ぞらしい調子だった。

　間違いなくシークは気づいている。シュマリアが彼を疑っていることを。

　シュマリアはこの白しら々じらしいやりとりを続けてお茶を濁にごすべきかどうか悩んだが、ナセルのことが頭をよぎると、弱腰な気持ちが消し飛んだ。

　この目の前にいるシークの――バルク家のたくらみが、遠く王太子シエフザーデ領でナセルを危き地ちに陥おとしいれているのかもしれないと思えば、ここでみすみす取り逃がしたくはなかった。

「――シーク」

「うん？　なんですか？」

「『シーク』っていうのは、実は偽ぎ名めいでしょう？」

　空気が、ぴんと張り詰める。腰帯に挟んだ銀の短剣の柄えを握って、シュマリアは続けた。

「あなたの本当の名前は、もしかして――『シヴィト』っていうんじゃない？」

　それは以前、バルク家の暗殺戦士・イドリスが教えてくれた名前だ。

　イドリスの主あるじでありバルク家の当主ザラスだという男の名を、シュマリアが闇に響かせるや。




　――空気が一変した。




「やれやれ、だな」

　一瞬前までは無む邪じや気きな大型犬じみていた青年が、まとう雰囲気をがらりと変えた。

　支給品のターバンクフイーヤをむしりとるように外し、あらわになった黒髪をがしがしとかき雑まぜれば、琥こ珀はく色いろのうなじでひと房ふさだけ長い黒髪が揺れる。特徴的な髪形だ。今まではターバンクフイーヤに押しこめていたのだろう。

　軍服の分厚い上着を鬱うつ陶とうしそうに脱ぎ捨てた仕草には、純じゆん朴ぼくな新米隊士の面おも影かげはなく――

　再びシュマリアへと視線を向けた時には、彼の特徴的な炎色の瞳は別人のように冷たい光を宿していた。

「思ってたより賢かったな。いつ気づいた？　シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディット」

　冷ひややかに嘲ちよう弄ろうしながら挑発するかのような声にも、『シーク』には皆かい無むだった男性的な艶つやが濃厚に滲む。

　これが『シヴィト』――バルク家の当主ザラス。

　こうして短時間のうちに変へん貌ぼう前後を見比べていなかったら、同一人物だと確信できなかったかもしれない。見事な演技力だ。舞の名手のそれとは違って、称しよう賛さんしたい気にはまったくなれない、小こ賢ざかしい計算高さばかり感じさせる演技力だが。












　不穏な気配に肌を蝕むしばまれ、無意識に息を呑みながら、シュマリアは答えた。

「気づいたのは――魔術バザールで、あなたが『ものまね犬』をおとなしくさせた時よ」

「ああ。その〈星流の瞳〉の仕業か、なるほど。俺はてっきり、五歳もサバ読んだのに無理があったのかと思ってた」

　ということは二十三歳か。確かに今の堂々とした物腰なら、それくらいに見える。

　しかし『もしや』と予想していたとはいえ、本当にバルク家当主ザラスが――敵の首しゆ魁かいがじきじきに姿を現したことへの、シュマリアの驚きと衝撃は大きかった。

「――……シヴィト。あなたは何が目的で、ここにいるの」

「神み子こ殿。あなたさ」

　まともな返答がくるとは期待していなかったのに、意外にも即答される。しかも、にこりという笑顔つきで、想定外の内容が。シュマリアは露骨に眉をひそめた。

「兄さんじゃなくて……わたし？　なんで――というか、神子殿ってなんなの」

「バルク家の〈炎帝の神子〉。数年前まではエンヴェルの妹がやってくれてたんだけど、まあ、口にできないあれこれがあって、彼女は殺さなきゃならなくなってね。それからずうっと空位のままなんだ」

　答えになっていない。話が見えないから、シュマリアには相あい槌づちの打ちようもない。

「シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディット。〈星流の瞳〉は持っているだろう？」

「……持ってるけど」

「だったら資し質しつはばっちりだな、おめでとう」

「だから、その神子っていうのは一体何をするものなの」

　翻ほん弄ろうするような口調が妙に苛いら立だたしいのもあって早々に痺しびれを切らし、シュマリアが語気を強めて問い直すと、シヴィトは肩をすくめた。

「ああ悪い、言ってなかったか？　神子ってのは、俺たちの崇あがめる『炎帝』――炎えん神しん帝ていの真の姿と力を、この世界に顕けん現げんさせてくれる有り難い存在さ。神子殿がいれば、俺たちは〈烙印〉持ちと同じかそれ以上の炎と光で、帝国を灼やき滅ほろぼしてやれる。素敵だろう？」

　炎の神の力で、帝国を滅ぼす――

　――話が大きすぎて、あまり実感は湧かないが、シヴィトの行動が腑ふには落ちた。

　要するにシュマリアを、〈烙印〉持ちの義兄アレスと同じように、バルク家の戦いの駒こまとして利用したがっているということだ。バルク家当主ザラスらしいといえば、これ以上ないくらい『らしい』動機だ。

　人間を――それも同じ部族の血を引いている者を、とことん道具扱いする冷れい徹てつさには胸が悪くなるが。

「だから、わたしにあんな、告白みたいなことをして近づいたんだ」

「ああ。神子殿の大好きな王太子シエフザーデ殿下とは正反対の、明るくてわかりやすい、あけっぴろげな男の子で色仕掛けをしてみたわけだ。神子殿も『シーク』は嫌いじゃなかっただろ？　心が揺れた時があるのは俺は知ってるぞ。演技しているこっちはこそばゆくていけなかったけどな。いつ噴き出すか、自分でもひやひやしてた……」

　……神経を逆撫ですることを、わざとらしいほど明るい笑顔でつらつらとのたまうのが、この若き当主ザラスの趣味らしい。〈春の大祭ノールーズで遭そう遇ぐうした暗殺戦士エンヴェルも、残ざん酷こくでどうしようもない男だったが、それを従えるシヴィトも相当に歪ゆがんでいる。

　彼ひ我がの距離は十歩あまり。

　手加減しても、ジュドを――十年近くも真面目に軍で鍛錬している隊士をあしらえたというシヴィトなら、一瞬にして埋うめられそうな距離だ。当然、油断は許されず、じわじわと神経を緊張で蝕むしばまれていく感覚にシュマリアは苦しめられる。

　そんな張り詰めていたシュマリアへの助け船というわけではないだろうが、シヴィトがいかにも残念そうな表情でまとめに入った。

「さて。神子殿が俺に口く説どき落とされて、バルク家の山城に一緒に来てくれたら、手軽にめでたしめでたしだったんだけどな。それが駄目だっていうなら、仕方ない」

「どうする気？」

「それはもう。力ずくしかないかな？」

「――そうはさせない」

　決然と響いた声の主ぬしは、シヴィトでもシュマリアでもない。

　扉が開いて月光が大きくさしこむ。

　シュマリアへと伸ばしかけた手を止めて、そこに現れた人影を振り返ると、シヴィトはおもしろがるみたいに眉をつり上げた。

「ふうん、挟み撃ちか。少しは考えてるようだな」

　先頭に、二本の小剣をたずさえたアレス。その傍らにはダリヤール。夜空に似た藍あい色いろの髪のカイスタンも、愛用の片刃の剣を手にしている。後方にはジハールたち星魔術シーミーヤの担当も控ひかえ、ジュドと彼の所属するラジン部隊と、パムック＝カレの地元警シ察フ隊ナも顔をそろえている。中の数人は、めらめらと燃え盛さかる松たい明まつで濃い闇を払っていた。

「散れ！」

　誰かの号令一いつ下か、黒と銀の軍服をまとった男女は、訓練された狼おおかみのような俊しゆん敏びんさで散開し、シヴィトを包囲する陣じんを取る。

　シュマリアのそばにはアレスが来てくれた。どちらともなく、片手だけ手をつなぐ。

　大丈夫か？　――大丈夫。

　一瞬だけ交かわした視線と、握った手の感触でそんな会話をしてから、シュマリアは再びシヴィトに目を向けた。

「武器を捨てろ！　さもなくば蜂はちの巣すになるぞっ」

　その命令に、シヴィトは、逆に胡う散さんくさくなるほど簡単に従った。腰帯に提さげていた二本の偃えん月げつ刀とうを、金具を外して床に落とす。

「なるほど。ひとりで俺を追いかけてきたわけじゃなかったんだな、神子殿は」

「わたしだって馬鹿じゃないわ。あなたを一人で追いかけるなんて、危険な真似はしない」

『風月都市』ではうっかり単独行動に走ったあげく、皆に心配をかけることになってしまったのだ。同じ轍てつを踏ふむつもりはない。

　少しだけ誇るように言ってみせたシュマリアに、ふっとシヴィトが笑った。

　――その表情には、まだ余裕がある。

　不気味な余裕だ。

　これだけの人数に囲まれれば、どんなに螺ね子じの外れた人間でも自分が絶体絶命だとわからないはずはないのに、シヴィトはまるで満座の観客を前にした人気舞師のように堂々と、そして楽しげにさえ見える。狼のような残ざん虐ぎやくさと勇ゆう猛もうさは、バルク家ティムール族の恐るべき特質といわれるが、それにしても異常だ。

「なあ、神子殿。やっぱり、俺の誘いに応えて帝国を壊す気はない？」

「あたりまえでしょう！」

「それは残念」

　シヴィトの奇妙に明るく楽しげな声音は、不吉な予言のように礼拝堂に響いた。

「じゃ、神子殿は一度、死ぬほど後悔してみるといい。これから起こることはすべて、俺の言うことを聞かなかった神子殿のせいだから」

「――いい加減、その口を噤つぐめ。シヴィト」

　鋭くさえぎった声の主は、なんとアレスだった。シヴィトの吟ぎん味みする視線から隠すように、シュマリアを背後に庇かばう。

　見上げれば、アレスの横顔には、感情を凍こおりつかせたかの如く表情がない。

　だが表情が無なだけに、却かえってその声に満ちる怒りが強烈に伝わってきた。

「調子に乗るな。本当なら、この場で八やつ裂ざきにしているところだぞ」

　舞台以外では抑よく揚ようのない義兄が、ここまで不ふ穏おんな声を聞かせるのは何年ぶりかとシュマリアは目を瞠みはる。それの何がおかしいのか、シヴィトだけはくつくつと笑っているが。

「ああ、おまえが例の〈烙印〉持ちか。勇ましい義兄妹きようだいだな。――でも、その元気のよさがいつまでもつかな？」

　そうして続いたシヴィトの言葉は、それまでの悠ゆう然ぜんとした様子からは予想もつかないくらい素早くて、誰も止めに入る暇ひまがなかった。

「火は我らが神の与えたもの。智ち慧えある者はすべて其そを崇あがめ恐れる。――炎神帝よ、我が手に燃え盛る獣けものの牙を」

　聖なる祈りにも似た言げん下か、シヴィトの足元の床が突如として、あかあかと輝きはじめる。

　彼の肩の上でじっと沈黙を守っていたマールがむくりと起き上がった。次の刹せつ那な、マールが燃えるような炎色の輝きに包まれながら、見る間にその肉体を変貌させるさまが、シュマリアの大きく瞠った青い瞳に映る。

　そして夜明けの礼拝堂に、恐ろしげな咆ほう哮こうがとどろいた。
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　その怪物が現れた途端、夜の礼拝堂の気温は一気に上昇した。

　マルティオラ。

　――古代パールーシ語で『ひとを喰くうもの』という意味の名を持つ、兇きよう悪あくな幻獣である。

　体毛はまるで血ち塗ぬられたように赤く、目は灰色。顔は豹ひようのそれに似ているが、上うわ顎あご・下した顎あごにそれぞれ三列もの歯並びを持っている。蠍さそりに似たごつごつとした凹おう凸とつのある尾が、ゆらゆらと不気味に揺れている。

　そこまでは軍の講義で聞いたとおりだ。――問題は、その大きさである。

　普通ならマルティオラは、どんなに体格に恵まれても駱らく駝だと同じくらいの大きさにしか育たないはずなのに、それは――さっきまで『マール』だったはずの怪物は、二階建ての建物にも匹敵する、異常な巨きよ軀くを誇っているのだ。

「俺の火の血を与えて育てた、特別なマルティオラだ。強そうで可愛いだろう？」

　礼拝堂特有の、見上げれば首が痛くなるほど高い天井にさえ届きそうな巨大幻獣に圧倒されているシュマリアたちを眺ながめて、シヴィトがにこりと笑う。

　自慢の玩具おもちやを見せびらかす十歳の子供を思わせるその笑顔のまま、彼はマールだった怪物を見上げて囁ささやいた。

「マール。そういうわけだから――久しぶりに、思いっきり遊んでもらってこい」

　――おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!

　怪物の、歓かん喜きの咆哮でびりびりと夜や気きが震えた。

「う――うあぁあっ!?」

　恐怖に耐えきれなくなったラジン部隊の一人が、マルティオラに向かって松明を投げつける。

　が、柱のような前肢に当たる手前で、松明は朱しゆ色いろの炎――マルティオラの毛並みにところどころ宿る魔力の炎に包まれ、あっけなく炭たん化かして崩れた。

「あ……う、わ……」

　それを見て、完璧だったはずの包囲の輪が、じり、じり、と広がりはじめてしまった。

　無理もない。マルティオラの兇きよう暴ぼうなまでの存在感と、その体表面から絶えず撒まき散らされる魔炎に圧倒されて、どうすればいいかわからなくなっているのは、シュマリアも同じだ。

　――こんな凄まじい怪物と、どうやって戦えばいい？

　荒れ狂う熱気に押し包まれながら、激しい動揺と戸惑いを、皆と共有していた時だった。

　爆発音がシュマリアの横よこっ面つらを叩いた。

　何事!?　と思って振り向くと、大きく開け放たれた扉の向こう――蠟ろう燭そくみたいな白い尖せん塔とうを持つ城館から火の手が上がっているのが瞳に映った。シュマリアの小部屋があるあたりに攻撃が仕掛けられたらしい。あそこには。

（アイシャ……レイニーさん……トゥーラ様！）

　残してきたひとたちの顔がよぎり、シュマリアの肩が、脚が、寒気に貫かれる。

　誰が一体あんな――と激しく動揺していると、シヴィトがあっさりと答えをくれた。

「俺だって馬鹿じゃあない。たった一人で敵の手中に入りこむほど、自信過剰でもない。子こ飼がいの従者の一人くらいは連れてくるってことさ、神子殿」

　さっきのシュマリアの科白せりふを真似て、炎色の瞳を光らせた青年がそんなふうに嘲ちよう笑しようする。

　子飼いの従者。

　――〈烙印〉持ちのイドリス。炎髪と、左目を覆う包ほう帯たいが特徴的な戦士が脳のう裡りをよぎる。

　ある意味アレス以上に火の術に長たけたイドリスなら、確かに、ああした爆破による破壊工作は得意中の得意だろう。やられた。シヴィトにばかり気をとられていたが、彼まで入りこんでいたのか！

「兄さん、あっちの守りは――」

「トゥーラ様は、アイシャたちが守ってるはずだ。あとは、地元警シ察フ隊ナの半分もいるが」

　なら大丈夫ね、なんて言える気楽な状況ではないことは、アレスの表情の暗さや周囲の隊士から上がる動揺のうめきから察せられた。

「――おいおい。他人の心配をしてる場合じゃないぜ？」

　演技の下手な旅芸人をからかうような声。シヴィトの声。

　それが合図であったかのように、シュマリアとアレスの背後に巨大な気配が生まれる。

　ぎくりとして二人で飛び退のいた直後、床に地響きが走った。マルティオラだ。主であるシヴィトのそばを離れ、四方に挨拶でもするみたいに礼拝堂を彷徨さまよいはじめている。

　怪物が撒き散らす火ひの粉こをかわしながら、ほうほうの体ていで壁際まで逃げたところで、シュマリアは傍かたわらにいる兄が苦しげな息を呑んだことに気づき、どきりとした。

「！　兄さん、腕――」

「――大事ない。少し熱かっただけだ」

　シュマリアを抱きかかえるように庇いつづけてくれていたから、マルティオラの魔炎にやられたのだろう。軍服の右袖が半なかば焼け落ちて、痛々しい火傷やけどが見えている。

　ごめん、と半分泣きながら謝あやまった声は、マルティオラの奇怪な咆哮にかき消された。直後に爆音と、砂すな嵐あらしのように凄まじい熱風が身体を殴りつけてくる。

　飛ひ沫まつのように散った炎を浴あびつづけた礼拝堂が、とうとう炎上を始めた。外に退却しろ、崩れるぞ！　ダリヤールの命令が聞こえる。シュマリアはアレスと互いに互いを支えあうようにして、不吉な軋きしみを上げる天井の下から、熱気の渦うず巻まく庭へとまろび出た。

　しかしシュマリアは間抜けなことに、庭の地面の凹凸に足をとられて、つんのめってしまった。ぐきり、と左の足首で致命的な音がする。――まずい。捻ひねったようだ。

　同時に肘ひじと腰までしたたかにぶつけ、義兄と固くつないでいたはずの手がもげるように離れる。アレスが焦った瞳で振り返った瞬間、礼拝堂が焼け落ち、炎の塊かたまりと化した瓦が礫れきが二人の間に降りそそいだ。シュマリア！　義兄が叫んでいる。しかし熱風と濃い煙までが背後の火の海から容よう赦しやなく襲いかかってきたせいで、シュマリアは一瞬にしてアレスを見失ってしまった。

　その隙を狙い済ましたかのように、真横から歌うような声が響いた。

「力ずくで。そう言ったはずだろう？」

　――シヴィト。

　あちこちで小さな火が燻くすぶる地面から、痛む足を押さえて起き上がりかけたシュマリアのすぐ横に、彼の黒い靴くつが現れていた。視線をもたげると、闇の中でシヴィトの両目が仄ほの赤あかく燃え輝いていた。その冷徹な威圧感に、ぞくりと背筋が震える。

「礼拝堂は残念なことになったな。これじゃ、神子殿が応援しているお嬢さんの結婚契約式はできなかろう。マールと遊んでくれた皆さんの中には、神子殿の義兄よりもはるかに重傷の奴もいるようだな。――どうだ。俺の言ったとおり、後悔してるか？　神子殿」

　最初の誘いで、俺についてきたら、こんな惨むごいことにはならなかったのにと。

　言葉でいたぶるような内容なのに、シヴィトの笑顔と声は得体の知れない甘さとやさしさに満ちている。……そのちぐはぐさが不気味で怖い。

　しかしシュマリアはそれ以上に悲しかったし、悔くやしかった。炎を奉ほうじるバルク家の当主ザラスと、その子飼いの従者。たった二人にパムック＝カレの城館は完全に翻ほん弄ろうされている。そして自分は守られるだけで、何もできていない――

「今からでも俺のところに来るか？　神子殿。そうしたら仲間だけは助けてやるぞ」

「……何を今さら。もう、手遅れじゃない」

「そうでもないぞ？　確かに火事を収めるのは俺一人じゃあ無理だが、今あっちで遊んでるマールくらいなら、俺の口くち笛ぶえひとつでおとなしくなる」

　炎に呑まれて焼け崩れた礼拝堂から、恐ろしいことに無傷で這はい出てきたマルティオラへと、シヴィトは尖った顎をしゃくってみせる。無数の牙が生はえた顎を開いて咆ほえ、庭に姿よく植えられていた木々や城壁を突き壊していく怪物には思うように近づけず、ダリヤールたちは取り押さえるだけでも苦戦を強しいられている。

　――そしてシュマリアは、何もできていない。痛む足首を押さえているだけで。

　くずおれそうな心地で唇を嚙んだ時、マルティオラのそばで星魔術シーミーヤらしい真っ白な閃せん光こうが炸さく裂れつしたのをまともに見てしまった。まぶしさで網もう膜まくがやられる。

「さて。どうする？　神子殿」

　視界が利かなくなった中で、シヴィトの声が耳じ朶だのすぐそばから聞こえた。

　いつのまにすぐ近くまで迫られていたのか、シュマリアの頰に乾いた手がふれてくる。ぎょっとして振り払った。

　否いな、振り払おうとしたのだが、両の手首を簡単に捕らえられたせいで叶かなわなかった。

「……っ、はなして！」

「放してほしければ、振り払ってみればいいさ。何もできないのに意地だけ張ってても、役には立たないぞ？　このままパムック＝カレと、神子殿の大事なお仲間が炎の海に沈むのが見たいというなら、俺は別に止めはしないが。それもいい眺めだろうよ……神子殿の涙と、果たしてどちらが綺麗か、比べるもよし」

　実力では敵かなわなくても、気持ちだけでは負けたくないと思うのに、無力感と絶望を煽る言いように、弱気になっていた部分を容赦なく揺さぶられる。背筋が震えた。

　確かに今ここにいても、シュマリアは庇われるだけで、悲しいほど役に立てていない。

　けれどシヴィトに従えば、マルティオラによるこれ以上の暴ぼう虐ぎやくが防げるというのなら――

「――駄目だよ、シュマリア」

　――……え？

　刻一刻と悪化する状況に弱気になり、最悪の考えに取とり憑つかれそうになった時だった。

「アレスも、君の仲間も――私も、君を守りたいと思っているんだ。なのに君が自分を犠ぎ牲せいにしたら、全部台無しになってしまうだろう？」

　唐とう突とつに後方から響いた声に、シュマリアは耳を疑った。この声は――

「おやおや。これは意外な方のお出ましだ」

「意外というなら、そちらもだろう。バルク家当主ザラスだそうだね、はじめまして」

　愉たのしげなシヴィトの呟きに応じるのは、挑発するかのような不ふ遜そんな声音。

　その声。まさか。

　でも、聞き間違えるはずがない。――好きなひとの声を。

　一時的に失われた視界がなかなか戻ってこないことが、ひどくもどかしかった。

　闇やみ雲くもに頭を振って、何度も瞼を揉んで瞬きする。早く。早く、わたしの目よ見えて！

「女性をひとり攫うためだけに、都市をひとつ灰にする気かい？　目的のために手段を選ばないにも程があるな」

「アルマダリヤなんて宝石の値段を好きに操るためだけに、数千のバルク家ティムール族を殺してきた帝国の手先にそんな綺麗事を言われても、笑えるだけだぞ？　王太子シエフザーデ殿下」

　――……ようやく視界が戻ってきた。

　はっきりと目を開けた途端に見えたのは、闇の中でも輝く純金の髪がひるがえる背中。

　予想し、切ないほど期待さえしていたとおりの光景だったのに、シュマリアはやはり信じられない想いで呟いてしまった。

「ナセルさま――……？」
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　どうして。どうやってここに。

　渦巻く熱風のせいで蜃しん気き楼ろうでも見ているのかと思えてしまい、こわごわと手を伸ばす。

　指先が、ナセルの左手のそれにふれた。冷たくて乾いている、けれど確かに感触がある。

　気づいたナセルが、指先同士を軽く絡めるようにしてくれたのが場違いなまでに嬉しくて、一瞬にして胸が詰まった。

（ほんものだ……）

　こみ上げるものに、くしゃりと顔が歪ゆがむ。

　泣いている場合ではないし、まだ何も解決していないのに、ナセルがここにいる、それだけで何もかもが救われた心地になってしまって。

　――よかった。無事だったんだ。

　王太子シエフザーデ領で何があったのかは知らないが、いつもと違う黒っぽい衣裳に長身を包むナセルの姿に、致命的な怪我や具合の悪い様子はとりあえず見当たらない。ほっと胸を撫で下ろす。

　ナセルは振り向かずに、けれど声はしっかりとシュマリアに向けて囁いてくれた。

「さっきは不安にさせて、すまなかった」

「……心配、しました」

　互いの存在と熱を確かめるようにふれていた指先が、どちらともなく、名残なごり惜おしそうな余よ韻いんを引きながら離れる。

　早く顔を見たいという気持ちはある。彼にしかない虹にじ水ずい晶しようの瞳を確かめたい衝しよう動どうも。

　けれど今は、これ以上の被害を食い止めるのが先だ。地面から拾い上げた二刀一対の偃月刀さえまだ抜いていないシヴィトを用心深く見み据すえながら、シュマリアも立ち上がる。

　その時に気がついた。シヴィトの背後に現れていた、漆しつ黒こくの人影に。

（！　兄さん――）

　紫し闇あんの瞳とかち合う。唇に人さし指。シヴィトに気け取どらせるな、という意味だ。

　やれる。戦える。――そう思った。

　一人でシヴィトと対たい峙じしているわけではなく、心強い味方が二人もそばにいるという事実に、シュマリアの先刻までの弱気は跡形もなく消し飛ばされた。

　自然と顔つきも引き締まる。背筋の震えは、もうない。

「お。急に顔が強気になったな、神子殿」

「神子殿なんて呼ばないで。わたしは、そんなものには――」

　――ならない。

　すっと目を細めたシヴィトへと、シュマリアが強い瞳を取り戻して告げようとした刹那、地鳴りが一帯を震しん撼かんさせた。

（！）

　震源はもちろんマルティオラだ。ダリヤールたちが鋼こう糸しを編みこんだ縄を放って拘束しようとしたのをがむしゃらに振り切り、苛立ちのままに前肢で地面を殴りつけている。途方もなく大きな衝撃が何度も何度も地面を揺らすから、次第に城壁の石積みがずれてがらがらと崩れ落ち、庭にいた人間すべてがまともに立っていられなくなる。

　そこで初めてシヴィトが動いた。

　抜き放った偃月刀を右手に、間合いを一瞬にして詰める。ナセルとアレスが、シュマリアの名を叫んだ。シュマリアははっとして短剣を握っていた右手をはね上げるが、シヴィトは彼女の手首を難なく捻り上げ、容赦なく一瞬で身体の動きを奪った。「攫っていこうか？」。耳朶に低い囁き。それがシュマリアではなく残る二人に向けた挑発めいた科白せりふだと気づいたのは、直後に身体にどんという衝撃が走り、はずみで手首が解放され、いつのまにかナセルの腕の中にいると気づいたあとだった。

　抱きしめられて羞恥する以前に何が起こったのかわからず、目をまるくしていると。

「……っと、びっくりした。顔に似合わず、なりふり構わないんだな、王太子シエフザーデ殿下」

　少し離れたところで、シヴィトが呟くのが聞こえた。

　どうやらナセルに不意打ちの体当たりを食らい、思わずよろめいたところでシュマリアを奪い返された格好らしい。

　初めて見るシヴィトの驚きの表情は妙に子供っぽかったが、その後の、何かを見透かすみたいな目つきはいかにも曲くせ者ものらしかった。

「ふうん……？　ああ、そういうことか。意外と俗な男だな、王太子シエフザーデ殿下？」

　――何が『ああ』なのか、シュマリアにはわからない。が、不吉な予感が胸に暗あん雲うんの如く立ちこめる。

　シヴィトを油断なく見据えながら、漠ばく然ぜんとした不安と内心で闘たたかっていると、不意に視界が漆黒の影にさえぎられた。

「兄さん！」

「殿下についていろ」

　ほぼ黒一色の装束。左右の手に一本ずつ握っているのは、愛用の研とがれた小剣だ。

　シュマリアを、渡さない、というようにきつく抱きしめていたナセルが立ち上がろうとするのを、アレスは振り返りもせずに制した。

「あなたはシュマリアと下がっててください。ここは俺だけでやる」

　にべもない言いように、ナセルが苦笑する。

「王太子シエフザーデ様に向かって生意気を言うね、君も」

「非礼は承知の上。だが、そんな顔色のあなたを戦わせてたら、俺がシュマリアに怒られる」

　義兄の無愛想だが気遣いのみえる言葉に、え？　と思わされ、シュマリアは初めてまともにナセルの顔を振り仰あおいだ。

　その時になってようやく気づく。――彼の頰が、昂こう揚ようして火照るのが当然の戦いの最中でありながら、不自然に蒼あお白じろいことに。

　もともと色は白い。だがそれにしても。これではまるで、今倒れてもおかしくない病人か怪我人のよう――

　まさか、と息を呑むシュマリアの頭上で、突然に金属音がはじけた。

　シヴィトが試すかのように振るった偃月刀を、アレスが素早く薙なぎ払った音響だった。鋭い金属音が連続する。こちらに背を向けているアレスの表情は見えないが、アレスの果か敢かんな猛攻を凌しのぐシヴィトは、ようやく楽しくなってきたとでもいうような、腹立たしいほど不敵な薄笑いを浮かべていた。

「へえ、いい身ごなしだな。エンヴェルの奴が言ってたとおりだ」

「……その名を口にするな」

　思い出すだけで反へ吐どが出る。アレスの鋭さを増した語気にそんな言葉裏と殺気さえ感じて、シュマリアは思わずぞくりと震える。

　その時、突然、アレスが大きく飛び退いた。

　なに？　とシュマリアが驚いてみれば、開いた間合いの中央――今度はシヴィトの隣に、新たな人影が現れていた。

　あかあかと燃える闇に浮かぶのは、薄紫色の右目。左目は包帯で隠されている。

　黒装束に炎髪が映える、イドリスだった。シュマリアと目が合うと、ほんのわずか気まずげにして目を逸そらす。『風月都市』で出逢った時とは違って、鉄色をした鞭むちのようにしなる武器を両手にたずさえているが、どうやらそれでアレスの目の前の空間を薙ぎ払ったらしい。

「ご苦労、イドリス」

「あなたは」

「見てのとおりだ。純情少年の演技でちと疲れたから、あとで肩かた揉もんでくれ」

　相変わらずの無表情で、イドリスが頷く。けれどシュマリアの目には、無表情なりにもどこか誇らしげに見える。

　――『風月都市』で遭そう遇ぐうした時は、義兄と共通点の多いイドリスに、敵とはいえ憎みきれないものを感じてしまったシュマリアだが。

　シヴィトの形と影のように並んだ姿を、彼らの背後で盛んに燃えつづける城館を、瓦が礫れきの山と化した礼拝堂を、建造物や木々を薙ぎ倒しながら未だに暴れつづけるマルティオラを目まの当あたりにして、やはり敵なのだと再認識させられた想いだった。……正直、少しだけ胸が痛い。

　一方アレスはといえば、さすがにシヴィトとイドリスの二人を向こうに回しては容易に動けず、シュマリアたちを背に庇う位置での膠こう着ちやく状態を強しいられている。

　――加勢を。

　そう思ったのか、シュマリアにずっと無言で寄り添っていたナセルが、ゆっくりと立ち上がりかける。が。

「……っ……」

　やおらナセルが咳せきこんだ。しかもただの咳ではない。激しく苦く悶もんしている。

　とっさに口元を覆った彼の手から、吐血したと思おぼしき赤いものが伝い落ちるのを見つけた瞬間、シュマリアは背筋が凍りつく想いをした。

「ナセル様――！」

「――無理しなさんな、王太子シエフザーデ殿下」

　場違いに飄々とした声音でのたまったのは、当然シヴィトだ。

　よろめくナセルを見下ろす炎色の瞳には、嘲弄とも憐あわれみともつかぬものが見える。

「今日のところは、痛み分けにしとこう」

「痛み分け、だと？」

　完璧な美貌には似合わぬ乱暴な仕草で口元をぬぐって、ナセルが暗く燃える目でシヴィトを睨み上げる。

　シヴィトは肩をそびやかすと、さも鷹おう揚ようそうに頷いてみせた。

「そう。俺はちょっと時間をかけすぎた。あんたはちょっと俺たちを取り逃がした。そういうことだ。――またな、神子殿」

　シヴィトがそっけなく背を返す。一瞬の間を置いて、イドリスが無言でそれに付き従う。

　逃がしたら駄目だとシュマリアは強く思うが、挫くじいた足に力をこめたら激痛に襲われて、その場から動けなくなる。それにナセルの身体を支えている以上、追うのは無理だ。が。

　――せめて足止めを！

　アレスがそうしたのに見習って、シュマリアも腰帯から抜いた銀の短剣を投げつけるが、シヴィトには振り向きもせずに、すべて片手で受け止められてしまう。なんて腕前だ。

　甘い。にやりと嘲笑された気がして、かっときた。

「シヴィト――！」

　シヴィトたちの姿が、マルティオラの咆哮が、遠ざかっていく。

　壊れた礼拝堂に満ちていた熱気が急速に夜風にさらわれる。ダリヤールをはじめとする戦士たちが、マルティオラを追って城外へと駆けていくのを、シュマリアは挫いた足首を押さえてただ見送るしかなかった。
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『白塔都市』の城館の半分と夜明けの空を焦こがした炎ほのおは、どうにか朝までに鎮ちん火かできた。

　が、城館から逃にげたマルティオラの行方は杳ようとして知れない。

　火炎と熱風にまぎれて姿を消した、シヴィトとイドリスのバルク家主従もまた――




「二回ふるった地じ米ごめ粉こに、お砂糖をこれくらい。お姉さん特製の『星せい運うんの守りの粉』を茶ちや匙さじに二杯。最後に愛情をひと匙。これをよく混ぜて……ちょっと粉っぽいわね……シュマリアちゃん、お水を少しだけ足してくれる？」

「えっと……このくらいでどうでしょう」

「いい感じね。じゃ、今度はこれをよーくこねるの。力がいるから手伝って」

「はい！」

　イドリスが淡たん々たんと撒まき散ちらした火術と爆薬に襲おそわれた城館だが、厨ちゆう房ぼうは奇き跡せき的に無む傷きずだった場所のひとつだ。シュマリアが無ぶ様ざまに捻ひねった足首を、得意の治ち癒ゆ術で綺き麗れいに治してくれたレイニーは、『手伝ってほしいことがあるの』と彼女をここに引っ張ってきた。

　しばらくは広間にまとめられた怪け我が人に朝食と薬やく膳ぜんを配るのにてんてこまい。そしてそれが一段落したと思ったら、今度はなぜか、レイニーのお料理教室が始まっていた。

　シュマリアはレイニーの明るい強引さにすっかり巻きこまれ、『何を作る気なんだろ？』と首をかしげながら助手をしている状態である。――じっとしていると、どんどん気持ちが落ちこみそうなので、こき使ってくれたのは正直ありがたかったが。

（……それにしても、静かだなあ）

　黒と銀の軍服の上から、家庭的な麻あさの前まえ掛かけを締しめるという、ちぐはぐないでたちで見回した厨房には、今は朝の片付け当番くらいしか残っていない。洗った鍋なべを重ねる、軽い金属音。壺つぼに井戸水を注つぎ足す音。

　――炎に包まれた一夜は悪い夢だったかの如ごとく思えるほど、平へい穏おんな風景だ。

　やわらかな亜あ麻ま色の髪かみを後ろで小さくまとめたレイニーも、昨さく夜やの騒そう乱らんの直後とは思えないくらい落ち着いた様よう子すで。

　昨夜の衝しよう撃げきが冷さめておらず、いつもの表情の明るさを取り戻せないのは、シュマリアだけのように思えてくる。

「耳たぶと同じくらいの硬かたさにまで練ねれたら、ひと口で食べられる大きさにまるめるの。そうそう、上う手まいわよ。――あ！　ちょうどお湯も沸わいたみたいね。じゃ、一気にお鍋に投入よ、シュマリアちゃん。ぷるぷるになるくらいまでゆでるの」

「ところで、これはどういうお料理なんですか？　レイニーさん」

「まあまあ、焦あせらないの。できあがってのお楽しみよ」

　悪戯いたずらっぽく言って、レイニーは茶ちや目めっけたっぷりに片目だけつむってみせる。

　明るい仕し草ぐさにつられて、シュマリアも少し顔をほころばせ――もしかして、励はげましてくれているのかもしれないなと、ようやく思い至いたる。

　程なくして、磨かれた銅どう鍋なべの中で煮にられた団だん子ごが、もちもち・ぷるぷるとしたやわらかさでゆで上がった。夜明け前の寒さがしみこんだ冷水にひたして身を締めれば完成だ。

「蜂はち蜜みつか黒蜜か、お好きな方で召めし上がれ。お姉さんの家に伝わる、滋じ養ようと星運上昇の効果たっぷりのおやつよ。――はい、シュマリアちゃん」

「え？」

　厨房の台に十余りも並んだ硝子ガラス皿のうちの、ひとつを渡される。つい受けとったはいいが、広間に運べばいいのか・味見をするべきなのか迷ってしまい、レイニーの明るい緑の瞳ひとみを見上げると、にっこり笑った彼女に内ない緒しよ話の口く調ちようで耳打ちされた。

「それ。王太子シエフザーゼ殿下のところにお運びしてほしいの。よろしくね」

「えっ、わたしが!?」

「だって君以外には頼めないでしょ？　まあアレス君でもいいけど、微び妙みように嫌がられてしまいそうだし。じゃ、お姉さんはカイ兄さんと『はい、あーん』ごっこその他でいちゃついてくるから、君も頑がん張ばるのよー」

　何げない言葉だったが、シュマリアの表情は強こわ張ばってしまう。

　思い出したのだ。――『いちゃついて』だなんてレイニーは気楽そうに笑っているが、カイスタンはマルティオラとの激戦で背中にかなりの火傷やけどを負い、神殿から急きゆう遽きよ派遣された癒いやし手からつきっきりで治療を受けている状態だということを。

　昨夜何もできなかった無力感が甦よみがり、胸がずきずきと疼うずきだす。

　シュマリアは手にした皿に目を落とし、他の皿を載のせた盆ぼんを抱えて背を返しかけたレイニーへと呟いた。

「ごめんなさい、レイニーさん。カイさんのこと――わたしのせいで」

　それだけではない。アイシャの不良じみた恋人・ジュドも、暴れるマルティオラを鉤かぎ縄なわで取り押さえるのに失敗したせいで肩を脱だつ臼きゆうしたというし、トゥーラお嬢じよう様さまの婚約者・ガイムも、城館の火事からひとを救出する際に、少なからず火傷や怪我を負っている。

　皆みな、致ち命めい傷しようではないし、死者が一人も出なかったのは不幸中の幸いだと思うが。

（わたしが、もっと早くシヴィトの正体に気づいて、捕まえられてたら――）

　こんなことにはならなかった。つい、そう考えて、罪悪感で暗くなるシュマリアだ。

「シュマリア」

　レイニーが、いつもの気安い呼び方とは違った声調でシュマリアの名を呼ぶ。

　同時にするりと、シュマリアの首に腕うでが巻きついてきて、驚おどろかされた。

　いつのまにか目の前に戻ってきていたレイニーが、シュマリアを我わが子のように抱きしめている。潑はつ剌らつとした清せい涼りよう感にあふれながら秘めた艶つやも滲にじむという、レイニーらしいミモザの香水の香りが、シュマリアの鼻先をくすぐった。

「気にするな、とは言わないわ。あんなことがあったら、どうしても気にしちゃうものね。でも、落ちこんだら駄だ目めよ？　今が結果で、終わりじゃない。大変なのは、むしろこれからなんだから」

　穏おだやかで甘あまく、一いち抹まつの厳きびしさも含ふくんだ声で諭さとされて、胸にじんとくる。シュマリアは不意に泣きそうになってしまった。今までは我が慢まんできていたのに。

「泣かないで――……いや、やっぱり、泣いてもいいわね」

「……？」

「カイお兄さんがね。昔、悩なやんでたわたしに言ってくれた言葉があるの。『つらいことがあっても泣かないっていうのは、本当の強さじゃない。思いっきり泣いて、そのあとにまた笑えるのが本当の強さだよ』ってね。――わたしからシュマリアちゃんにも贈おくるわ。よかったら、覚えておいて」

「……レイニーさん」

　言葉が胸にしみる。無理しないで頑張れと言われた気がして、それが逆に、シュマリアの涙と後ろ向きな気持ちを引っこめてくれた。

　――『何もできないのに意地だけ張ってても、役には立たないぞ？』

　後こう悔かいと、シヴィトが胸に突き刺してきた言葉の痛みは、実はまだ心に残っている。

　けれど、あんな男に負けるものかとも、レイニーの抱ほう擁ようの中で思わされた。

「ま、そういうカイお兄さんなんかいっつもへらへらしてるから、説得力は怪あやしいけどね」

「またそんな」

　長い付き合いだからできる遠えん慮りよのない評価に、シュマリアが思わず噴ふき出すと、レイニーの声の調子はがらりと明るくなった。

「あ、元気出たわね？　憧あこがれの王子様に逢あいにいくのに、冴さえない顔は厳げん禁きんよ。――そうだ！　なんならお化け粧しようしていかない？　ちょうど昨日、カイお兄さんとのお買い物で、夏色の口紅を衝しよう動どう買いしたばかりなのよー」

「い、いや、お化粧はいいです！　さすがにそこまではっ」

　いつもの元気なお姉さんに戻るや否いなや、どこから出したんですか？　という勢いで化粧道具一式の詰まった赤い筐はこを取り出すレイニーを、慌あわてて止める。

　シュマリアも女子、少しでも綺麗な格かつ好こうで逢いたいという本能はあるが、今はそんな甘ったるい気持ちでいていい場合じゃないという考えの方が勝った。

「じゃ、笑って。君は特に笑顔が一番よ、シュマリアちゃん」

「笑顔。頑張ります」

「よし！　張り切って行ってこーい！」

　どん！　とレイニーに背中を押されて、危うく盆を持ったままずっこけそうになりながら、シュマリアは厨房から追い立てられるようにして出た。

　廊ろう下かはすべての窓を全開にして朝の風を招待しているが、まだ煙けむりや煤すすのにおいは壁かべや空気にしみついており、昨日の火事の激しさを視覚と嗅きゆう覚かくの両方からまざまざと伝えてくる。

　二階。

　ここは一階よりマシだ。壁布にこびりつく煤の量も、柄がらが見えなくなるほどではない。

　人ひと気けのない奥の一角に向かうと、獅し子し宮が浮うき彫ぼりにされた扉とびらの向こうから、第二王子ファラグの怒ど鳴なり声が響ひびいていた。さすがは王族元げん帥すいというべきか、発音が明めい瞭りようでよく通る声なので、内容がはっきりと聞こえてしまう。

　シュマリアはいけないと思いつつも、好奇心に負けて、扉に耳を寄せてしまった。

「何度、俺との約束を破れば気が済むんだおまえは！　ここには一時的に身を隠すだけだと言うから、なぜここを選ぶのかと疑問に思いながらも従したがってみれば、実際はなんだ！　王太子シエフザーデ領以上の火種を抱えているじゃないかっ」

「偶ぐう然ぜんだよ。私もこっちに来てびっくりしたくらいさ」

「信じられるか、そんな戯たわ言ごとが！　それに加えておまえはここで何をした！」

「軽い運動かな」

「総石造りの礼拝堂を叩たたき壊こわせる怪かい物ぶつと戦うのが『軽い運動』なら、俺は軍の鍛たん錬れんをもっと厳しくしないといかんな。それにその『軽い運動』で血を吐はいたのはどこのどいつだ!?」

　――どくん、と心臓がひと跳はねした。

　ナセルが突然吐いた血。その不吉な赤を鮮せん烈れつに思い出し、黒くろ塗ぬりの盆を持つ手が恐怖でかすかに震ふるえた。

　昨夜ナセル本人は『王太子シエフザーデ領で少しばかり怪我をしてね。その名残なごりだよ』なんて、大したことはなさそうに嘯うそぶいていたが、彼が少しの怪我程度で吐と血けつする虚きよ弱じやく体質ではないことくらい、シュマリアだって知っている。

　そしてそんな露ろ骨こつすぎる噓うそしかとっさに思いつけないくらい、吐血をしたあとのナセルに精神的な余裕がなかったことにも、シュマリアは痛ましさを感じていた。

「いいか。俺に断りなくそこから起き上がったら今度こそ鎖くさりで縛しばりつけるからな！」

　ファラグの恫どう喝かつめいた声が接近してきたのに気づく。まずい、扉から離れないとと思ったのだが一歩間に合わず。

　ごずっ!!　――とにぶい音がシュマリアの額ひたいで生まれた。

　一瞬ふらりと気が遠くなりながらも、盆だけは死守して顔を上げると、はっとするような蒼あおい騎き士し服がまず目に入った。最高級の仕立てだが、マルティオラと交戦した際に受けた焦げ跡あとや裂さけ目が残っているのが生々しい。

　その上方に、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたファラグの顔があった。

「シュマリア、だったか？　何なに故ゆえにそこで悶もん絶ぜつしている」

「……おでこと鼻をぶつけてしまいました」

「俺のせいか。それは悪いことをしたな。――中の馬ば鹿かに用なら、まだ起きているから入るといいぞ。鎮ちん静せい効果のある薬湯を喰くらわせたから、多少の寝ね言ごとはほざくかもしれんが」

「用は用なんですけど……この赤くなった鼻では、その、ちょっと」












　ナセルに顔を見せにくい。片手で鼻を隠してもごもごと言うシュマリアに、ファラグは珍ちん奇きな小動物でも見たような表情になる。

「――……それは、なんだ。俗ぞくに言う乙女おとめ心とかいう代しろ物ものか？」

　ナセルとは正反対の、見るからに硬こう派はで堅かた物ぶつそうな第二王子に、しかめ面で『乙女心か』と訊かれるのはなかなか強きよう烈れつで、答えるのに妙みように迷ってしまうが、とりあえずシュマリアは正直に頷うなずいた。

「……たぶん、そんな感じだと思います」

「乙女心ならば仕方ないな。そこの長椅子デイーワーンでしばらく鼻を冷やせ」

　真ま面じ目めな顔のままのファラグが、剣だこの目立つ大きな手で示しめしたのは、壁際の柳やなぎ細ざい工くの長椅子デイーワーンだ。火事の片付け途中の部屋から、一時的に運び出されたものか。

「時に、おまえは怪我人を世話していたんだったな。どんな様よう子すだった」

「はい！　星魔術シーミーヤでの治療は、ひと通り終わりました。今は、ありったけの薬香草を使った、熱冷まし効果のある薬膳を摂とっていただいております」

　きびきびとした早口で問われたので、シュマリアもつられて思わず、彼の部下みたいな硬派な口調で答えてしまった。

「そういえば、そろそろ朝あさ餉げの時間だったな。ん？　するとその盆は」

「はい。ナセル様にも、薬膳とお茶を」

「あんな馬鹿のために悪いな。――ああ、立たせっ放しにして失礼した。座っていいぞ」

　真しん摯しなお気き遣づかいに甘えて腰を下ろすと、なぜか隣となりにファラグまでもが座ってきたので、シュマリアは目をまるくした。

「第二王子殿下は、あの、お部屋には戻られないんですか？」

「――今日はここにいて、奴やつを見張っていることに決めたんだ」

「見張るのなら、お部屋の中の方がいいんじゃ……」

「見張りはするが、あの澄まし顔を見たい気分ではないから、ここでいい」

（……怒ってるんだ）

　先刻の剣けん幕まくを思い出す。見ればファラグのこめかみは、まだ引き攣つっていた。無む茶ちやをする兄王子が相当腹に据すえかねたのだろう。

　それでも律りち儀ぎに護帝騎士ドウー・ジヤナハインの代わりをして、ナセルを見張ろうとするのは――

「――……王太子シエフザーデ領で、何があったんですか？」

　原因はそこだろうと思い、昨夜から気になっていたのもあって、そう尋たずねてしまった。

　瞬間、ファラグの顔が曇くもる。

　まるで似ていない造ぞう作さくの中で、そこだけは兄との相そう似じを感じさせる鼻筋の通った横顔に浮かぶのは、悔くやしさや不ふ甲が斐いなさ、憤いきどおりといった苦い感情だ。

　ファラグにとってふれられたくない部分に踏みこんでしまったことには気づいたが、事が事だけに『やっぱりいいです』と簡単にひるがえせず、シュマリアは彼の硬い表情に緊きん張ちようしたまま待った。

　教えられないと言われても、仕方ないとは思っていたのだが――

「これは機き密みつ事項だぞ、シュマリア・ミア・アーリ＝ジェディット」

　――口こう外がい法はつ度とだと軍人の表情で前置きして、ファラグは重い口を開いてくれた。

「まあ、俺がここで口を噤つぐんだら、あの見み栄えっ張りで意地っ張りな馬鹿は、自分に都つ合ごうのいい部分だけおまえに教えたりしそうだからな。奴への嫌がらせも兼かねて、俺が話しておく」

　ファラグの表情と声には苛いら立だちが滲にじみ出ていたが、シュマリアではなく、ナセルを怒っているのだということは容易に察さつせられた。

　といっても、兄に愛あい想そを尽つかしたわけではなく、むしろ逆に兄への愛情からくる心配と不安が、ファラグの場合は『憤ふん激げきして叱しかる』という形で表に出ているのだ。

　その気持ちはよくわかる。シュマリアの場合は、ナセルを心配すると、同時に自分の無む力りよくさが悔しく、悲しくなってしまうのだが。

（いいひとだなあ）

　誠実で、情け深くて。このひとがナセルの弟でよかったと心から思う。

　そこで。

「――昨晩。王太子シエフザーデ領で、俺とあの無茶な王太子シエフザーデは刺し客かくの襲しゆう撃げきを受けた」

　夜明けの爽そう快かいな空気を、ファラグの低めた声が不意に暗く染そめ変えた。

　温かい血が、一瞬にして冷たくなるような心地をシュマリアは味わう。

「刺客って――やっぱり、バルク家ですか」

「違う。らしい。目もつ下か調査中だが、バルク家の可能性は低いと、俺も今は思う。もしバルク家が俺とあの性しよう悪わるな兄を殺す気だったなら、当主ザラスや〈烙らく印いん〉持ちといった主戦力をこのパムック＝カレに投入するはずはないからな。おそらく、軍で俺と反はん目もくしてる奴の仕し業わざだろう」

　こんな真面目な青年軍人のファラグにも、政敵がいるなんて。『宮廷は魔ま窟くつ』とは物語本などでもよく語られる話だが、それにしても……。

「……ナセル様のお怪我は、その刺客に」

「そうだ。それも、俺を庇かばおうとしてな。そのくせ、俺を庇ったのではなく暗がりで転んだだけだとかのたまう、あのひねくれ者の性格を治す薬がまだ開発されていないことを、俺は非常に残念に思う」

　いつもナセルにからかわれているシュマリアは「同感です」と思わず言いかけた。慌てて手で口を押さえる。

　――しかしファラグを庇ったとは。ナセル本人はそんなことは全然言っていなかった。

　その後の軽口といい、意地の張り方があまりにナセルらしくて、誇ほこらしいような悲しいような複雑な心地に搦からめ捕とられた。

「でも昨夜、怪我は王太子シエフザーデ領で治療してきたとナセル様は」

「あの無む駄だに口だけは達たつ者しやな男に騙だまされてはいかんぞ。最低限、傷をふさいだけだ。無理をすれば、痛めた内臓が悲鳴を上げるに決まってる。本来なら、失うしなった血を造るための薬湯やらで集中的に治療して、絶対安静にするところだというのに、ここでまた大暴れをして血を吐いたんだから手に負えん」

　しかも、身体に大きな負担をかける、転移の星魔術シーミーヤを使った直後だったそうだ。

　転移術は、本来は王家存そん亡ぼうの危機にしか使用許可の下りない禁術なのだが、今の王太子シエフザーデ領は危険だからとナセルが強行したそうだ。潜伏先が漏もれるのを防ぐためだと言って、ファラグにしか同行を許さず。

「俺も相当、冷静さを失ってたようだ。なんでパムック＝カレを選ぶのかを訊きもせずに言うとおりにして……後悔してる。止めれば、よかった」

「…………」

　シュマリアは言葉もなかった。

　王太子シエフザーデ領にいられないにしても、落ち延のびる先なら他にも選べたはずなのに、シュマリアが前々から『バルク家の関係者がいて危険かもしれない』と報しらせていたパムック＝カレを選んだ理由を想像すると、何も言えなかった。

（わたしが、シヴィトが暗あん躍やくしてることを教えたから、放っておけなかったんだ）

　バルク家の問題に責任を感じているひとだから。

　胸が鉛なまりのように重たい。ナセルに危険なことをしてほしくないと誰よりも願っているはずの自分が、逆に、彼を危険な場所にいざなってしまったなんて。……なんてことだ。

「だが俺が怒り狂くるっているのは、あの可か愛わいげのない兄が余よ計けいな仕事を増やしたからじゃないというのは、おまえにもわかってもらえるな？」

「……わかります」

「ならばよし。では、ひとつ頼みがある」

「え？　――頼み、ですか？」

　ナセルを襲おそった過か酷こくな事態に、息が苦しくなるほど胸を痛めていたところにファラグの唐とう突とつな言葉を聞いたので、シュマリアは驚きで何度も瞬まばたきをしてしまった。頼み？

　一本にした三つ編みを打ち振るみたいな勢いで振り仰ぐと、ファラグは面おも映はゆそうにして、短く刈かった朱金色の髪をばりばりとかいた。

「そう身構えるな。大したことではないが俺には難しいというだけだ。それと」

「それと？」

「俺は、おまえの名前を、あの兄が何げなく口にするのを何度か聞いている」

　どきりとした。

（ナセル様が、わたしの名前を……？）

　多た忙ぼうなひとだから、普段は忘れられているに違いないと、期待もしていなかったのに。

　真面目な話なのに場違いに気持ちが盛り上がりそうになるのを、シュマリアは胸を押さえて必死になだめていたが、ファラグに追つい撃げきをかけるみたいに言われて、さらに動どう悸きが速くなってしまった。

「へらへら笑って誰にでもお愛あい想そを振りまく軽けい薄はくな王太子シエフザーデだと思われてるかもしれんが、あれが自分から女の名前を口にして、しかも柄にもなく素す直なおに楽しそうに笑うのを、俺は二十年の付き合いで初めて見た。誰にでも情けをかけるくせに、底意地の悪い態度をとったり、深入りはしたがらなかったりする意味不明な馬鹿だが、おまえには何か特別なものを感じているようだ。だから頼みたい。――いいか？」
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　そっと扉を開けると、そろそろ陽も高いというのに部屋の中はひどく暗くて静かだった。

　鎧よろい戸ども分ぶ厚あつい窓掛けもきっちりと閉めて、黙だまって眠ることしかできないような状態にしたのは、おそらくファラグだろう。シュマリアが頼りにできる光こう源げんは、寝台の脇に置かれた銀ぎん飾しよくのランプだけだ。

　シュマリアは、足音を殺して寝台に近づいた。一歩進むごとに動悸が速まっている気さえする。小さな繻しゆ子す木もくの円卓に、自分で焦じれったくなるくらい慎しん重ちように盆を置いてから、初めて、熟じゆく睡すいしているらしいナセルを見た。

（……わー……）

　薬湯が効きいているのか、ぐっすりと眠っているようだ。

　長い純金の髪は、敷しき布ふに散ちらばるままにされ、ランプの光を受けてまるで月光のような儚はかない輝きを放っている。誰もが目を瞠みはる美び貌ぼうは、今はなんの悩みもなさそうに、安らかな空気をまとっている。瞼まぶたを閉じているせいで、金色の睫まつ毛げの長さがいつも以上に実感できた。

（……ナセル様が、ここにいる）

　夢ではなく、わたしのすぐそばに。手を伸ばせば届く距離に。昨夜も同じことを思ったはずなのに、また改あらためて感じ入ってしまった。

　寝顔を見るのは初めてだ。新しい一面を知ったようで嬉うれしくて、シュマリアの小さな胸は一瞬でいっぱいになる。指先だけでいいから無性に彼にふれたくなったが、この安らかな眠りを妨さまたげたくなくて、結局、手を引っこめた。

（こんなに近くで見られるだけでも、贅ぜい沢たくすぎるくらいだしね……）

　それにしても本当に綺麗なひとだ。仮にも女のシュマリアでさえ、羨うらやましくなり、引け目を感じてしまうくらい。少し気だるげな表情と肌の蒼そう白はくさが、造ぞう作さくの優美さを際きわ立だたせ、普段にはない儚げな艶まで添そえているから、見ているだけでどきどきする。

　……けれどナセルがこんな、いつになくか細げな雰ふん囲い気きになった原因を思えば、悲しい気持ちもあふれてしまって。

（……あ。まずいっ）

　はっとして顔を両手で覆おおうが、時遅し。

　止める暇ひまもなく潤うるんでしまった瞳から、ひと雫しずく、涙の粒つぶが落ちた。それは眼下にあったナセルの頰を濡らした。

　そしてかすかな吐と息いきとともに、ナセルがゆっくりと瞼をもたげる。

　寝乱れた長い金髪の陰かげ、光さすたびに色を変える神秘的な虹にじ水ずい晶しようの瞳が、自分のヘマで彼を起こしてしまったことに狼ろう狽ばいするシュマリアを映した。

「――ああ……君か」

　いつになく力のない声に、『どきり』と『ぎくり』がシュマリアを同時に襲う。

　ナセルはといえば、焦しよう点てんのぼやけた瞳で彼女を見つめたまま、半なかばうとうとしている。

（寝ぼけてるのかな……？　いや、そんなまさか……？）

　常に完かん璧ぺきで隙すきを見せない王太子シエフザーデらしからぬ無防備すぎる様子だが、そういう演技をしてシュマリアを罠わなに嵌はめてからかうというのもナセルなら平気でやりそうなことだから、油断もできないが判断もつかない。

　どうすべきか迷ってしまい、ナセルの顔をのぞきこんだ体勢のまま固まっていると、ふと頰に何かがふれた。

　――ナセルの手だった。

　ひんやりとして冷たい。大理石の彫ちよう像ぞうの手みたいに。

　ふれられて、ますます硬かたくなるシュマリアをよそに、ナセルがその手に力をこめる。

　ぐ、と引き寄せられた。

（え。……え？）

　からかわれているのかな？　と思って、身構えながらも動かずにいたシュマリアだったが、見る間に顔が近づき唇くちびると唇がふれそうになるに至って、さすがにナセルの様子が異常なことに気がついた。妙に軽いところはあるが、こんなことを冗じよう談だんでするひとではない！

「なっ、ナセル様、あの――……!?」

　悲鳴じみて裏返った声が、目を白黒させるシュマリアの喉のどから飛び出た。

　衣きぬ擦ずれさえ聞こえる静けさがそれで消し飛び、ナセルの表情も、夢みるようなそれから、驚きをあらわにしたものへと一瞬で切り替わった。さっと手が離れる。と同時に、シュマリアも彼から飛び退いて顔を離した。

「…………」

「…………」

　気まずい沈黙が生まれた。

　今の非常に危険な体勢に至るまでに何があったのか。記憶にない、という様子でナセルは眉び宇うをひそめて悩んでいたが、次第に自分の状態を思い出したらしい。

　椅子の陰で顔を真っ赤にしているシュマリアに、かすれて妙に艶のある美声で謝った。

「……ごめん。私は寝ぼけていたようだ」

「で……ですよね！　びっくりしました……」

「うん。君の夢を見たせいかな」

「ゆめ……？」

　――どんな夢を見たら、ああいう寝ぼけ方になるんですか!?　と問い詰めたい。

　問い詰めたいが、ただでさえ動揺と羞しゆう恥ちで顔が熱いのに、さらに赤面させられる回答が返ってきそうな予感がするから怖い。

　しかも心の隅すみに、止めなくてもよかったかも……と今になって残念に思っている自分がいたりするから厄やつ介かいだ。

（だって、あのまま止めなかったら……うわ……っ）

　想像するだけで悶もん絶ぜつして椅子に頭をぶつけそうになる。

　好きだけど、好きでいられるだけでいい。自分の身の程くらいわかっているから、それ以上は望まないし望めない。

　けれども、それなら、刹せつ那なの思い出だけでも得られたらよかったな、なんて――

「シュマリア？」

　不ふ思し議ぎそうな呼び声で、薄暗い部屋に意識が返る。

　どうしたの？　と気遣ってくれるやさしい瞳とかち合う。

　……その途と端たん、熱に浮かされた見み境さかいのない興こう奮ふんは、波が引くみたいに一瞬にして冷めた。

（――何を考えてるんだ、わたしは！）

　そんなの駄だ目めに決まってるじゃないかと、内心で自分自身を叱しかり飛ばす。

　好きなひとから、気持ちのない行為だけもらっても、心から幸せになんてなれっこないのに。それにナセルを自己満足のために利用するような真ま似ねは、何があっても、彼を好きな自分だけはしてはいけないとも思う。

　――ナセルが、信頼していたひとに裏うら切ぎられた過去を知っているのなら、尚なおのこと。

（駄目だな……ナセル様がいるからって、浮かれすぎだ）

　馬鹿な考えとぎこちない間をさっさと追い払ってしまいたくて、シュマリアは気を取り直すと、ナセルに笑顔を向けた。

「ええと――そう、お身体の具合はどうなんですか？」

「踊おどれそうなくらい元気だよ。ファラグが激怒するから、怪我人らしくしてるだけさ」

「でも……昨夜、血を」

「あれは実は帝てい室しつに伝わる隠し芸なんだ。今度の〈秋の大祭ミフルジヤーン〉で披ひ露ろうしようと思ってる」

「爽さわやかに噓をつかないでください。しかも無理がありすぎます」

　非常にナセルらしい減らず口に、シュマリアは呆あきれ半分、『もう』というのが半分で唇を尖とがらせた。

　汚よごれ仕事とは無む縁えんそうな、完璧に優美な容姿とは裏腹に――ナセルが、アレスと同じかそれ以上に、やせ我慢をして独りでなんでも背負いこみたがるひとなのは、シュマリアもいくつかの事件を通して思い知らされている。

　それでも、血を吐くほど傷ついた時にまで意地を張ってほしくはなかった。

　頼るのは……シュマリアがあまりに頼りない少女だから無理かもしれないけれど、わがままくらいは言ってほしい。

　そういう気持ちを視線にこめると、ナセルは困ったという微び苦く笑しようになった。亜あ麻ま布ぬのの上から腕を持ち上げて、シュマリアの頭を慈いつくしみをこめて撫でる。

「君には笑っていてほしいのに、怒ったり悲しませてばかりいるな」

「……ナセル様が、無茶をされるからです。少しは自じ重ちようしてください。今のままでも十分に王太子シエフザーデの責せき務むを果たしておられるのですから」

「君にしては雄ゆう弁べんだけど、前もって用意してきたみたいな言葉だね。さては扉の外でむっつりしてるファラグに、私に説教するよう頼まれてきたのかな？」

　今だ！　と気合を入れて口にした決め科白せりふのつもりだったのに、さらりと切り返されてしまう。……しかもそれが図ず星ぼしだから、このひとは本当にたちが悪い。

　心の中で『見事に任務に失敗しました。ごめんなさい！』とファラグに平へい伏ふくして謝り、シュマリアは正直に白はく状じようした。

「実はそうです。第二王子殿下に『俺がその手のことを言うと、男兄弟同士のせいか、最後は意地の張り合いみたいになってしまって埒らちが明かないのだ。ひとつ、おまえからやんわりと釘くぎを刺さしてみてくれないか』って――」

「なるほど。そこで君を選ぶとは、彼も体育会系のようで意外に策さく士しだな」

「策士、ですか？」

「ああ。私をよく見抜いてる」

　シュマリアの演技力のなさが原因とはいえ、こんなにあっさりバレてしまったのに。

　ナセルのその褒ほめ言葉は、どうやら彼一流の皮ひ肉にくとかではなく、本気のようだ。

　しかし、ファラグがナセルをよく見抜いているとすると――

　――『俺は、おまえの名前を、あの兄が何げなく口にするのを何度か聞いている』

　――『おまえには何か特別なものを感じているようだ』

　聞いた当初は、心の中で『またそんなご冗談を』と打ち消してしまったファラグの言葉が、シュマリアの胸の中で急に存在感を大きくしはじめる。

　名前を。特別。――鵜う呑のみにしてしまって、いいのだろうか。期待をしても。

　どきどきと鼓こ動どうを速めるシュマリアには気づかぬそぶりで、ナセルが言う。

「そのいかつい策士殿は、廊下でどんな様子だった？　ぐったりしてたかい」

「というより……むしろ、ものすごく怒っていらしたというか……」

「そうか。ならよし」

「え。いいんですか？」

「あんな外見に可愛げの欠片かけらもない弟に『俺のせいで怪我をさせた』なんて暗い顔して落ちこまれてたら、こっちの気が滅め入いるからね。彼は、私に怒鳴っているくらいがちょうどいい」

　……ということは。

　ファラグに気落ちしてほしくなくて、ナセルはわざと、あの謹きん厳げん実じつ直ちよくな弟王子の気持ちを読まない・神経を逆撫でするような言動を連発したということか。それこそ可愛げのない悪口を装よそおったナセルの言葉から、シュマリアは彼の真意を正確に見抜いた。

　ひねくれてはいるが、なんだかいつものナセルらしいのが嬉しいし微笑ほほえましい。シュマリアは思わず顔をゆるませてしまった。

「ところで、それはなんだい？」

「あ！」

　いけない、忘れていた。シュマリアは慌てて置きっぱなしの盆を差し出す。

「滋養のある薬草団子と、何種類もの柑かん橘きつ類で香りをつけた、パムック＝カレ名物の紅茶だそうです。よかったら召し上がっていただきたくて」

「もしかして、薬草団子の方は君の手作り？」

「レイニーさんのお手伝いをしただけですけど……なんでわかったんですか？」

「この、ちょっと不格好だけど一いつ生しよう懸けん命めいまるめたのがわかる形が、君らしいなと思って」

　……褒められたのだと思うことにする。

　起き上がって盆を受けとってくれるのかと思いきや、ナセルはその気け配はいを見せず。

「じゃ、よろしく」

「――って、何をよろしくなんですか」

「何って。君が食べさせてくれるんだろう？」

「は!?」

「実は疲れてて腕を上げるのも億おつ劫くうなんだ。頑張って」

「……あの、さっきは踊れるくらい元気だとか言ってませんでしたっけ……？」

「そうだった？　記憶にないな」

　またさらっと噓をつかないでください！　と叫さけびたくなるシュマリアの機き先せんを制せいして、ナセルは無む闇やみに誘ゆう惑わく的に囁ささやいてきた。なんだか、ずるく思えるくらい艶のある流し目で。

「隠してもバレているようだから言ってしまうけど、私は正しよう真しん正しよう銘めいの怪我人で、血が足りなくて弱ってるんだ。少しはわがままを言わせてほしいなあ。ああ、なんならさわって確認してみるかい？　脇わき腹ばらの傷。そこより下をさわられると、私も男として少し困るが」

「どこもさわりません！」

　頰を染めて叫び、シュマリアは両手で頭を抱えたくなった。

　さっきは頼ったり甘えたりしてほしいと思ったが、ここまで極きわめつきの方向で甘えてこられるとは予想外すぎる。

（レイニーさんに『はい、あーん』のやり方を教わっとけばよかったかな……）

　そんなものにやり方も何もないのだが、切せつ羽ぱ詰まったシュマリアは大真面目にそんなことまで後悔していた。

　緊張しすぎて、素そ朴ぼくな木の匙さじを持つ手が震える。

　そっとうかがうと、視界の端はしに、ナセルがちょっと意地の悪い笑みを浮かべて待っているのが見えた。性格が悪い。しかし惚ほれた弱みとはこういうことをいうのかと、無意味に悟さとったような気分を味わいながら、シュマリアは覚悟を決めて匙をさし出した。

「『はい、あーん』とは言ってくれないのかな？」

「……そんなにいじめないでください……」

「うーん。泣かれると困るな」

　ごめんごめん、とちっとも悪びれない口調で言って、シュマリアのさし出した匙にナセルが唇を寄せる。本当なら、彼が食べやすいかどうか気にしなくてはいけないのだろうが、無性にこっ恥ぱずかしくてそんな余裕は欠片かけらもないシュマリアだ。

　至近距離に濡れた唇がちらっと見えただけで、先刻の未み遂すい事件を連想してしまい、顔に勝手に血がのぼる。匙を一定の高さに維い持じするので精せい一いつ杯ぱいだ。

（に……逃げ出したいかもしれない……！）

　でも他のひとにこの役目を譲ゆずるのは厭いやだ。断固として断る。

　それに、そう、目の前にいるのは病気の兄さんだと思えば、どうにか頑張れるかも――

「――アレスにも、こういうことをするのかい？」

　心の中で念ねんじていたのが漏れてしまったらしい。

　ナセルの声が少し不ふ穏おんに低くなったことには気づかず、シュマリアはきょとんと瞬きしながら補ほ足そくした。

「はい。うちの兄さんって、怪我にはやたら我慢強いひとなんですけど、意外と病やまいには負けちゃう性格で。風か邪ぜ引いて熱なんか出すと、すぐにぐったりして『いらん。何も食べたくない』って食欲をなくしちゃうから、わたしが無理やり餌え付づけするんです」

「餌付けねえ……」

　なぜだろう。複雑な顔をされてしまった。

　シュマリアは小首をかしげ、それから、はっとする。もしかして――

「あのその、ナセル様にしてるこれが餌付けというわけじゃないんですよっ」

「いや、そこにこだわっていたわけじゃないんだけどな……。それに私は、君になら餌付けされてもいいと思ってるし」

「……いいと言われても、わたしが困ります……」

　シュマリアは眉まゆ尻じりを下げた。王太子シエフザーデ殿下を餌付け。なかなか刺激的な響きだが、とても飼かい馴ならせる気がしない。

「ところで、そのアレスはどうしてるんだい？」

「元気に飛び回ってくれてます。幸い、怪我は重症じゃなかったですし。さっきは、食いしん坊のドライドが――あ、わたしの幼なじみの楽師なんですけど――お腹が減った何か食わせろ～！　ってじたばたしてるのを、ディアスと一いつ緒しよに面めん倒どう見てました」

「ドライド君というと、あの元気に太たい鼓こを叩く少年だね。彼も怪我をしたのか……」

「礼拝堂の瓦が礫れきがぶつかって、ちょっと肩に痣あざを作っただけです。大げさなんですよ」

　ドライドの末っ子気質と甘えたがりは、少しならナセルにも見習ってほしいところだ。

　そんな会話で気を逸そらしながら、なんとか全部の薬草団子を食べさせてあげる任務を終えたところで、シュマリアはレイニーからも頼まれ事をされていたのを思い出した。

「あの、ナセル様。もうひとつだけ報告が……」

「なんだい？」

　薄闇の中では月光そのもののように見える金髪をかき上げながら、ナセル。

「ナセル様とファラグ様がここにいることを、パムック＝カレの方にどう説明したのかっていう話なんですけど」

「ああ……昨夜は私が昏こん倒とうしてしまったからな。誰が言い訳してくれたんだい？」

「ファラグ様が『悪いがさっぱり思いつかん』と仰おつしやるので、うちのダリヤール先生が」

「あの髭ひげのかっこいい、見るからに強そうな御ご仁じんか。それで？」

「『あの二人は、我が旅団が臨りん時じで雇やとった、王太子シエフザーデ殿下と第二王子殿下のそっくりさんです。芸もできます』って……」

　微び妙みような沈黙が下りた。

　ナセルが反応に困っているところを、シュマリアは初めて見たかもしれない。

「……そっくりさん、か。君の先生は、渋しぶい顔に似合わず、斬ざん新しんな発想をするひとだな」

「……まあ、その、わたしたちの舞の振り付けを考えてくれる先生ですから」

「……パムック＝カレの方はそれで納得してくれたのかい？」

「たぶん、なんとか」

　内容自体の説得力はともかく、ダリヤールの威い厳げんのある姿と声が効いた。のだと思う。

「マルティオラの方は？」

「まだ見つかってません。目もく撃げき証しよう言げんと、あちこちに残ってた痕こん跡せきからして、パムック＝カレ後こう背はいの丘きゆう陵りよう地帯に逃げこんだらしいとはいわれていますけど。とりあえず今夜、旅団で作戦会議を開くことになってます」

「ん？　――君たちが退たい治じするのかい？」

「地元警シ察フ隊ナの方は、昨夜の後始末と城館の警護で手一杯ですし、マルティオラ退治の経験があるのは、今のパムック＝カレではうちのダリヤール先生しかいなかったから、なんだかそういうことになってしまいました」

「よし、わかった。じゃ、君たちの作戦会議までにもうひと眠りしておこうかな」

「って、まさかナセル様も参加する気ですか!?　駄目です！　ナセル様は絶対安静です」

「仲間はずれにする気かい？　冷たいな」

「仲間はずれとかいう問題じゃありません。第二王子殿下だって、ここにいたら同じことを言うに決まってます！」

　めずらしく頑がんとして譲ゆずらないシュマリアを、ナセルはちょっと含みありげな間を置いて見つめて。

「そういえば君、私のことを『王太子シエフザーデ殿下』とは呼ばなくなったな」

　――まさに不意打ちの指摘だった。

　そういえば！　と自分の馴れ馴れしさに気づかされ、シュマリアはそれまでの強い瞳と声が吹き飛び、慌てすぎて片付けていたお盆を取り落としそうにまでなる。ナセルが、勝ち誇るようににやりと笑った。

「いいよ、君には名前で呼ばれたいから。なんなら『あなた』や『旦だん那な様』でもいいし」

「何がいいんですか!?」

「何がと言われても。私が楽しいだけかな」

「…………ナセル様」

　問い詰めても涼すずしい笑顔で開き直るから、このひとは厄介だ。はあ、とため息が出る。

　それでも、目め覚ざめた当初よりナセルの表情に生気が戻っているのは喜ばしかった。さすがはレイニーさん特製の薬草団子だ。

「なんにせよ、ダリヤール殿には挨あい拶さつとお礼はしておきたいんだ。時間に起こしてくれるのなら、それまでは絶対安静にしていてあげよう」

「それって、脅きよう迫はくですか……？」

「さあ？」

　まったく。何度目かのため息をつきながらもシュマリアは交換条件を呑んで、ナセルが再び休むために上掛けをかけ直すのを手伝った。ナセルの侍じ女じよになったような気分だ。本当は、侍女にすらなれない身分だけれど。

「ナセル様。他に何か、欲しいものはありませんか？」

「君が欲しい」

「…………それ、そういう科白せりふをちょっと言ってみたかっただけですよね？」

「だんだん君も私がわかってきたみたいだな」

　肩から脱力する。だがまあ、冗談を連発できるくらい回復したのだと前向きに捉えることにしよう。そうでないと、さすがに体育会系のシュマリアも気力が尽つきそうだ。

　薬草団子に催さい眠みん効果もあったのか、それだけ疲れが溜たまっていたのか。

　優雅にあくびを嚙かみ殺したナセルは、最後のわがままを、眠たげな声で囁いた。

「……じゃ、眠るまで、そばにいてほしいと言ったら？」

「――離れません」

　もし許されるのなら、このままずっと、そばで寝顔を見ていたいくらいです。

　昼はこの騒動で気落ちしているトゥーラの様子を見たり、階下で怪我人の世話をしたりと仕事は山積みなのに、ついそんなふうに心中で願ってしまったシュマリアに、何を感じたものか、表情を改めたナセルが手を伸ばしてくる。

　頰にふれた手は先刻のそれより温かく、やさしく、深い気持ちがこめられている気がした。

「ナセル様――……あの、ごめんなさい。また、こんなことに巻きこんでしまって」

　不意にたまらなくなって、シュマリアは気づいたらそう口にしていた。言わねばと思いながら言いそびれていた言葉を。

　するとナセルは『仕方ない子だ』というように苦笑した。

「ここに来ることを決めたのは、私の意志だ。君が気に病む必要はないよ」

「でも」

「もし、私のために何かを償つぐないたいと思うのなら、君には、昨夜は助かってよかったと、普通に笑ってくれることだけを望むよ。それでこそ私も、いい夢が見られるというものだ」

「――……はい。わかりました」

　ナセルの囁く希望に、こくんと素直に頷き、深呼吸。一度目を閉じて、再び開いて。

　幻まぼろしではないナセルがそこにいて、自分が彼の目の前にいることの喜びをそのまま表情に出すと、彼はそれこそ夢を見ているかのような瞳でぽつりと呟いた。

「その顔が、ずっと見たかった」

　――さらに何か続けたそうな雰囲気が、彼の見事な曲線を描く口元にはあったが。

　シュマリアが、普段のけれん味のあるそれとは違う、ナセルの純じゆん粋すいに嬉しそうな表情に見み惚とれているうちに、彼は静かに瞼を閉ざしてしまった。

　言葉の続きは猛もう烈れつに気になる。気になるが、ナセルの安らかな眠りを今度こそ邪じや魔ましたくはなかったから、シュマリアはよく躾しつけられた仔犬みたいに、寝台のそばでじっと自分を抑えこんで、彼の寝顔をしばらく見守っていた。

　見ているだけなのに、なぜか少し泣けてしまったのは、シュマリアだけの秘密だ。

　いつもより随ずい分ぶんとあどけなく思える彼の寝顔がいとおしい。

　……このひとを守りたいと、こんなに強く願ったことは、たぶん今までになかった。
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　その夜――

「ダリヤール殿、いろいろと面倒をかけてしまったようで申し訳ない。愚ぐ弟ていの代わりに、パムック＝カレの方々をごまかしてくれたとか」

「あれは私もとっさのことで、内容にあまり自信がなかったのですが……。王太子シエフザーデ殿下と第二王子殿下は、何か一発芸などはお持ちでしょうか。万が一『そっくりさん』としての芸を求められてしまった場合、それが問題になるのですが」

「『鳥カフ籠エス』時代――幼少の頃に、習い事の類たぐいはひと通りやらされたから、なんとかなるだろう。ファラグには片手でスイカでも潰させればいい」

「それを聞いて、私も安心いたしました」

　――王太子シエフザーデと東領旅団長のどこまでが冗談か謎なぞなやりとりのあとに、作戦会議は始まった。

　といっても、マルティオラ退治の方法自体は、実は舞師としてよりも戦士として鍛きたえられてきた年月の方が長いダリヤールが知っているので、やるべきことは手順の確認と役割分担だけである。

「私が昔いた〈九く鬼き神しん〉という影の軍団には、一人前の戦士と認められるために、強大な幻げん獣じゆうを単独で狩かるという通過儀ぎ礼れいがあります。若かった私が戦わされたのはマルティオラでした。といっても、あのシヴィトが特別に育てたマルティオラとは違って、普通の大きさのものに過ぎませんが……」

　説明の口調が丁てい寧ねいなのは、窓際で傍ぼう聴ちようするナセルとファラグを意識してのことだろう。

　城館の一室である。円卓の周りに集まっているのは、その二人を除けば、ダリヤールが丁寧語を使う必要のない旅団の顔ぶれだけだ。作戦決行時には、ラジン部隊――アイシャの恋人がいる軍団の一部も借り受けることになっているが。

「『単独で討うつ』には、戦闘力だけでなく、幻獣の知識や戦略も必要です。私は東領に伝わる伝承のとおり、まず音楽と舞で、マルティオラを罠を仕掛けた場所におびき寄せました。あとは簡単なものです。矛ほこを突き刺して動きを止め、火の星魔術シーミーヤで、骨も残さず焼き尽くすのみ」

「……簡単って、先生」

　事もなげに言うダリヤールに、シュマリアは顔を引き攣つらせてしまった。

　確かに、聞いているだけだと、単純だし簡単な作戦に思えるが。

　ダリヤールは『わかっている』というふうに頷く。

「もちろん、今回の相手は特別だ。ひと筋縄ではいかんだろう。罠も何も念入りに支度せんとな。――ではまず、組に分けるぞ。音楽と舞でマルティオラをおびき寄せる囮おとり組と、罠と援えん護ごを担当する後方支援組、罠にかかったマルティオラの動きを矛で止める前線組に、星魔術シーミーヤでいっせいに攻撃をする総攻撃組だ」

　これは簡単だ。それぞれの得意分野を活いかせばいい。

　最後の総攻撃組には、火の魔力の強いアレスを筆ひつ頭とうに、ジハールやディアスといった攻撃の星魔術シーミーヤに長たけた顔ぶれが入る。その面子の『壁』にもなる前線組には、本気で殴れば素す手でで鉄をへこませられるダリヤールのような力自慢が。

　囮組には、音楽を担当する楽師たちと――

「――わたしが、囮で舞を舞います」

　シュマリアはすかさず立候補した。

　それを聞いたダリヤールの眉がぴくりとはねたのを見つめていたから、シュマリアは、窓際の席にいたナセルが苦にがい表情になったことには気づかなかった。

　髭をさすりながら、ダリヤールがぼやく。

「私は、レイニーとカイスタンに任せる気でいたのだがな……」

「レイニーさんは治癒の術が得意だから、後方支援に専念した方がいいと思います。カイさんは剣の腕が立つから、前線組のいい補佐になれますし。それに――わたしは〈星流の瞳〉があるから、マルティオラの動きに、誰よりも早く気づけると思うんです」

　マルティオラは、絶たえず炎の星魔術シーミーヤで体表面を守っている。

　シュマリアなら、あの怪物がどんなに狡こう猾かつに息をひそめて近づいてこようとも、星魔術シーミーヤの気配を探るだけで発見できるはずだ。

「マルティオラが近づいてきたら、すぐに後方支援の位置まで下がりますから。――やらせてください」

　ダリヤールの奥の深い黒の瞳と、シュマリアはしばらく睨にらみあうようにしていた。

　先に視線をずらしたのは、ダリヤールの方だった。深いため息をつかれる。

「言い出すのではないか、とは思っていたが」

「…………」

「危険だぞ？　もしかすると、この作戦で一番危ない役目かもしれぬ」

　低い警告の口調に、シュマリアよりも先に答える声があった。

「なら、俺がついてます」

　アレスだ。

　兄さん――シュマリアが焦って振り返って呼ぶより早く、義あ兄には無む造ぞう作さに続けた。

「俺はシュマリアの義兄で相方だ。一番近くにいて、シュマリアを守る義務がある」

「でも兄さん、最後の総攻撃には兄さんがいないと」

「シュマリアが迅じん速そくに後方支援に回れば、俺もすぐに、そちらに移れる。面倒くさがりのジハールでさえ、囮組の音楽と、総攻撃組の星魔術シーミーヤを兼かねてるんだ。俺はジハールよりも数段俊しゆん敏びんだから、問題ない」

　面倒くさがりとはなんだと、言われたら三倍返しが主義のジハールがすかさず絡んでくるのは、さておいて。

　シュマリアはやや眉尻を下げて、隣に座るアレスの、静せい謐ひつな瞳をのぞきこんだ。

「ごめん。兄さんたちを手伝うつもりだったのに、逆に負担を増やしちゃったみたいで」

「謝るな。俺は負担だなんて思ってない」

「――ありがとう、兄さん」

「いつもどおりにやるぞ」

「うん！」

　舞の本番前にときどき、気合入れにそうするように、拳こぶしと拳を軽くぶつける。

　そうして囮組の顔ぶれと、作戦の流れが決まると。

「――ということですので。第二王子殿下。王太子シエフザーデ殿下がこっそり無茶をなさらぬよう、お願いしてもよろしいでしょうか」

　ダリヤールは組んでいた腕を解ほどいて、おもむろに、一いつ切さい口を挟はさまず窓際で傍聴していた王族二人を振り返った。

　ナセルは療りよう養よう中の怪我人らしく、長い金髪はざっと束たばね、麻のシカャミツスと脚衣ビンタールという楽ないでたち。対照的に、人前ではきっちりしていないと気が済まない性格だというファラグは、パムック＝カレでは悪目立ちする帝都の『名めい誉よの衣ころも』ではなく、ダリヤールが貸したという東領聖撰軍の黒の軍服をまとい、襟えりまで釦ぼたんを留めている。

　厳しい顔のファラグが顎あごを引くより先に、ナセルが微苦笑して言った。

「『こっそり』でなければ、多少の無茶は見逃してくれるのですか？　ダリヤール殿」

「左さ様ようです。無論、身分は隠していただかなくては困りますが――失礼ながら以前『風月都市』でご一緒させていただいた時に、殿下は『絶対に駄目だ』と禁じたところでおとなしくしていてくださる方ではないことを知りましたので。それなら、最初から制限つきで許きよ容ようした方が、あとあと面倒ではなかろうと思った次し第だいです」

　胸に手をあてた軍人式の礼と言葉遣いこそ慇いん懃ぎんだが、内容は王太子シエフザーデを相手にしたものにしては、ずけずけとしている。物もの怖おじしないダリヤールだ。

『風月都市』で共闘しただけなのに、先生が生徒を見抜くみたいに分ぶん析せきされてしまったのが面映ゆいらしく、ナセルはすっかり苦笑いになっている。

　対してファラグはダリヤールの言葉に何度も頷くと、朝に話した時よりも痛々しい気負いが抜けてきた顔つきで『この怪我人に邪魔だけはさせないと約束する。心置きなく作戦に集中してくれ』とはっきり請うけ合っていた。
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　マルティオラ退治作戦、決行前夜――

　勝手に動いたら首輪をつけて吊つるすぞという剣けん幕まくで、弟に『本当ならマルティオラ退治になんて参加させたくはないんだからな。いいか、後方支援に徹てつして、絶対に無茶はするなよ。無茶をしたら俺が殺す！』と繰り返し怒鳴りつけられたせいもあって、さすがのナセルも部屋で一人になった時には疲労を感じた。

　やれやれ、とため息。寝台に腰を預あずけ、縁どりのない青い上着の裾すそをめくる。

　簡素なシカャミツスの下――激しい動きでまた傷口が開いてしまわぬよう、包ほう帯たいで守られた脇腹は、かすかに熱を持っている。毒水をまとう刃やいばでやられたため、星魔術シーミーヤをもってしても思うように回復してくれないのは悩みだが、旅団のレイニーという女性が、舞師にしておくのがもったいないほど卓たく越えつした治癒術の腕前であることは確かだ。痛みは引いている。

　しかも技術があるだけではなく――

　――『うちの可愛い舞姫を、あまり悲しませないでくださいね？』

　王太子シエフザーデ相手でも臆おくすることなく、笑顔で釘を刺してくるほど胆きもの据すわった女性でもあった。

　シュマリアがあと十年もしたら、こんなふうに成長するのかなと思ってしまった。

（悲しませないで、か）

　そんな言葉を思い出して、『可愛い舞姫』のことを考えたせいなのか。

　何か予感のようなものを覚えて、ナセルは隣室の弟に気取られぬよう、そっと部屋を抜け出した。特にあてがあったわけではなく、ほぼ直感だけに従って、焼け焦げた跡の残る城館内を歩いたのに、ナセルは程なくして目当ての少女を見つけることができた。

　屋上。

　パムック＝カレ特産の、細かな銀の粒を含む白色カパヌ石だけで造られた床の上。

　――蒼白い月明かりの下で、シュマリアが舞っていた。

　軽快にスムテーッシプユを踏むつま先。

　手には、模も造ぞうの宝石で彩いろどられた飾り刀。

　着ているのは黒と銀の軍服、やわらかな黒髪は後ろで縄のような三つ編みにしているというまるで少年のような衣い裳しようだが、それが却かえって、振り付けの端はし々ばしに滲にじむ女性らしい柔にゆう和わさを強調している気がした。

　楽師たちの演奏はないのに、美しくも切ない旋せん律りつが聴こえてくるような舞だった。

　疲れを忘れ、心が洗われる。自分も彼女と同化して、この月光のように澄みきったものになるかのような錯さつ覚かくが心地よかった。

（……初めて逢った時よりも、随分、表情が大人おとなびてきたんだな）

　けれど澄んだ青の瞳は、出逢った時のまま、純じゆん潔けつで、まっすぐで。

　普段は人馴れした仔犬みたいなのに、こうして何かの決意を示すかのように舞っている姿は、ナセルには手の届かない――ふれてはいけない存在のように映る。そう、まるで天使が降りてきたみたいに。

　ひと通り流れをなぞり終えると、シュマリアはゆるやかに動きを止めた。

　夜景を眺ながめながら呼吸を整える彼女の背中は、いつもどおりの、小さな可愛い少女である。

　そのことに安心して、また同時に悪戯心も湧いてしまったナセルは、巧たくみに足音を殺して、彼女の背後に近づいた。悟られないよう手を伸ばして、目隠しをする。

「誰だ」

「――んなっ、ナセル様!?」

　思いがけず、即答だった。ナセルは軽く目を瞠って、おやと首を捻る。

「おかしいな。アレスの声真似をしたつもりだったんだけど」

「……こんなことするの、ナセル様しかいません……」

「そうかい？」

「兄さんなら、影みたいに近づいてきても『最後のスムテーッシプユで回転方向を間違えてたな。七十五点』とか言うくらいです」

　実際に、そうされたことがあるのだろう。思い出し笑いをする少女による義兄の物真似は、ナセルの付け焼き刃のそれよりも、よほど似ていた。――その程度のことにさえ、今さら抱いても仕方ない嫉しつ妬とじみた感情が浮かぶ自分はかなりの重症だなと、ナセルは自己診断する。

（妬やけるな、と言ってみたら、どういう反応をするかな）

　また『冗談はやめてください』と、却きやつ下かされるだけか。それが、もはや二人の常態だ。

　埒らちもない想像から返って、ふと気づくと、シュマリアがこちらをじっと見つめていた。

　どこか心細げな目である。

　……こういう頼りない、縋すがるみたいな表情を見つけるたびに、つい、彼女はナセルのことが好きで、だからこちらの反応に一いつ喜き一いち憂ゆうしてるんじゃないかなんて自うぬ惚ぼれた想像をしそうになってしまうのだが。

「お部屋で休んでいなくても、大丈夫なんですか？」

「痛みはもうないから。ずっと寝てる方が身体に悪いよ」

「それとあの、ナセル様――怒ってない、ですか？」

「――怒る？」

　その想像どおりの問いかけをされたことで、ナセルは少しどきりとした。顔には出さなかったが。

「いやその……アイシャが、わたしが囮役に立候補した時に、ナセル様が複雑そうな表情をなさってたって教えてくれて。それで……」

　そういうことか。言いながら自信をなくしていくみたいに、どんどん小さく肩をつぼめてしまう少女が可愛らしくて、ナセルは脇腹にこびりつく熱と違和感さえ忘れそうになる。大丈夫、と、黒髪を撫ぜてあげた。

「怒ってはいないよ。やっぱりそう来たか、とは思ったし、心配ではあるけれど」

　それと――これは彼女には絶対に言えないが――当然のように、シュマリアをすぐそばで守る位置につけてしまうアレスに、ある種の敗北感を味わわされたのもある。

　義兄。舞の相方。

　――そういう絶対的な肩書きが、ナセルにはない。

　ナセルはシュマリアのそばに行くのに、やれバルク家がどうの帝国の王太子シエフザーデとしてどうのといろいろな理由を考えなくてはいけないというのに、あの黒髪の青年は事もなげな無表情で彼女の一番そばにいられる。しかも、毎日。

　正直あの時は、アレスをずるいとさえ感じてしまったナセルだ。日頃は嫉妬やひがみなどという感情とは、さらさら無縁なのに。

　そんなナセルの葛かつ藤とうは知らず、よかった、とシュマリアは本当にほっとした笑顔になっている。素直でよろしい。

「でも、明日は無理をしないように」

「――それ、ナセル様の方です」

　少し余裕ができたのか、シュマリアは苦笑いで、そんなささやかな反論をしてくる。

「『頑張るのと、無理をするのは違う』って言ったのは、ナセル様なのに」

「私としては、これでも無理をせずに頑張っているつもりなんだけどな」

「実はわたしもです」

「でもなぜか、ファラグや君には『無理をするな』って止められてしまうと。難しいな、そのあたりの線引きは」

「……そうですね。わたしも無理してるつもりはないんですけど」

　妙に意気投合して、くすぐったい笑顔を見合わせて。どちらともなく、パムック＝カレの夜景へと目を移した。

　昼は白銀、日暮れには紅に染まる〝綿の宮殿〟は、今は、月明かりで蒼白く発光しているように見える。確かに、他のどんな土地にもない絶景だと思うが、ナセルはそれよりも隣の少女を一瞬でも長く見ていたい気持ちの方が強かったので、夜景を眺めるふりをして、シュマリアにときどき視線を流してしまっていた。観光客としては不真面目この上ない。

　それに、蒼白く美しく、どこか孤こ独どくな光景は、ナセルにあるひとを想そう起きさせるからつらい。

　ベルワルド。

　ベルワルド・メイア・アーリ＝ハムディース。

　ナセルの護帝騎士ドウー・ジヤナハインベイレルの妹。ナセルが生まれて初めて、本心からの敬けい意いを抱いて接した女性でもある。上にはきょうだいのいないナセルにとっては、勝気でおてんばだが一本芯しんの通った、姉のような存在でもあった。

　――……ナセルが、ベイレルを殺してしまうまでは。

　心の痛みを振り切るように、ナセルは傍かたわらの少女へと視線を引き戻した。彼女といられる時間は限られているのに、あまり暗い気分でいたくはない。もっと話していたい。

「そういえば、随分とスムテーッシプユを気にしていたね。でも、こう言ったら舞姫殿には失礼かもしれないが――マルティオラをおびき寄せるためだけの舞なのだから、そこまで正確さを追求する必要はない気がするが」

「実は、まったくそのとおりなんですけど――……わたし、すごく緊張すると頭が真っ白になってしまうんで、振り付けを身体に覚えさせて、明日は何も考えなくても勝手に身体が動くようにした方がいいかな、なんて」

「発想はすばらしいが、明日のことを思うなら、もう眠った方がいいんじゃないかな」

「……それがその……」

「眠れない？」

　こくんと、少女が頷く。と、思わずここで冗談を口にするのがナセルの悪い癖くせだ。

「添い寝してあげようか」

「余計に眠れませんよ！」

「そうかな。少なくとも、私はぐっすり眠れそうだけど。君、体温高そうだし」

「確かに兄さんなんかよりは手が熱いって言われますけど――……もしかしてナセル様、寒いんですか？」

　怪我で血を失ったから。彼女の、揺れる青い瞳はそう問いかけている。

　ファラグ相手でもそうなのだが――まっすぐに心配されると照れくさくて、ついひねた反応をしてしまう性格のナセルは、冗談めかして切り返した。

「寒いって言ったら、どうする？」

「手ぐらいなら、わたしでも温められると思います」

　どうぞ。――と、意外にも両手をさし伸べられて、今度はナセルの方が驚かされる。

　だがシュマリア本人は至って大真面目らしいので、お言葉に甘えて両手をゆだねてみた。

「あ」

　……実際にやってみて初めて、向き合って手を握りあうという恥ずかしい体勢になることに気づくのが、ちょっとドジで先走りやすい彼女らしい。ナセルの手をとった次の瞬間に、ぱっと顔を赤くして、及び腰になって。しまった、でも自分が言い出したことだから！　と思い直して、ナセルの手を温めることに集中しようとする。それが全部表情に出ている。

　何を考えているのかがまるわかりで、本当に微笑ましい。それを眺めているだけで、こんなに安らぐ自分が不思議でもあるけれど。

　――君といて一番温まるのは、私の心だよ。

　素直にそう告白できない代わりに、ナセルは誓ちかうように囁いた。

「シュマリア」

「は、はいっ」

「明日、私は君から決して目を離さない。君を攫さらっていこうとするものすべてから、絶対に守ってみせる。私にもそのくらいの力はあるから。――だから不安がらずに、今日はもう休むといい」

　――……その言葉は嬉しかった。

　満天の夜空を背にした、白薔ば薇らと月光で作られたかのような美しい王太子シエフザーデに、まっすぐな瞳で言われているというのもあって、腰からへなへなと倒れこみそうになるほど、シュマリアを撃ち抜いた。本当なら、自分の方がナセルを守らないと駄目だと思うのに。

　けれど。

　ナセルの言葉を信じていないわけではないが……眠れる自信は、シュマリアの中にはどうしても生まれてくれなかった。そんな葛かつ藤とうを察してか、ナセルが微苦笑を浮かべる。

「まだ不安かい？」

「ごめんなさいっ、これはナセル様のせいじゃなくて、わたしが、自分に自信がないだけなんです。――絶対に追い詰めてやるって思ってたシヴィトは、あんな最悪の形で取り逃がしてしまいましたし……」

　気にしてもいいが落ちこむな、とはレイニーにも言われたが。気にすると同時に落ちこんでしまう、どうも不器用で駄目なシュマリアである。

「仕方ないな。君は、大きな舞台で舞う前日には、どうやって緊張をやわらげてる？」

「舞の時は――いい演舞ができている自分を想像したり、本番のあとに兄さんや友達とおいしいものを食べる約束をしたり、新しい服を買うことにしたり……とにかく、気持ちを前向きにするようにしてます」

「じゃ、それを一緒にやってみよう」

「え？」

「目を閉じて」

　思わず反射的に従ってしまうと、シュマリアの閉じた両の瞼の上に、ナセルはそっと指先を置いてきた。

　そのあえかな感触に、妙にどきどきとさせられる。

　目を閉じているから、逆にいろいろ考えすぎてしまっていけないのかもしれない。

「想像してみよう。――明日、君は囮組の役割を完璧にやり遂とげる。アレスや君の先生や仲間は、みんな無事でここに帰ってくる。もちろん、私とあの堅物の弟もだ。みんな笑っている」

「……想像しました」

「そう。それから明日の夜、君は私とふたりきりで、ここの城館を抜け出す」

「――……え？」

　それはどういう、と戸惑って訊きき直しそうになるが、ナセルに「駄目だよ。否ひ定ていするのはなし。ただ想像して」のひと言であえなく反論を封ふうじられてしまう。

「パムック＝カレの温泉と石せつ灰かい棚だなは有名すぎるから……どこに行こうか。不夜バザールで買い物がいいかな。それとも、ゆっくりお茶でも飲んで話そうか。私としては、君と手をつないで歩くだけでも十分楽しい気がするけれど」

「！　ちょ……ちょっと待ってください、ナセル様！」

　ナセルにはとことん素直なシュマリアだが、さすがに黙っているのも限界になった。

「どうして一緒にお出かけすることになってるんですか!?」

「厭かい？」

「い……厭じゃないですけど……」

「君が付き合ってくれるなら、ここで怪我の養よう生じようをしようかと思ったんだ。付き合ってもらえないのなら、つまらないから帝都にとんぼ帰りして、激務を再開するからいいけど」

「激務は駄目です。絶対安静って、第二王子殿下も口をすっぱくして仰おつしやってるのに」

「じゃ、決まりでいいかな？」

「…………」

　――この完璧な笑顔を前にして、『お断りです』と言えるひとがいたら逢ってみたい。

　押し切られるまま、シュマリアは、ナセルと一緒に部屋に戻るはめになる。

（あ、第二王子殿下なら、駄目だ馬鹿！　って言えるかな……）

　シュマリアがファラグより弱いのは、ナセルにからかわれるのが実は満まん更ざらでもないせいか。

　同じ揶や揄ゆでも、シヴィトの胸の悪くなる嘲ちよう弄ろうとは正反対だ。シヴィトとは違って、ナセルからは――……シュマリアのことが好きで、一緒に話していて楽しいという、やさしい気持ちが伝わってくるからだろう。

　シュマリアがもし、この王太子シエフザーデの立場だったら。

　まったく関心や好意を抱いていないし、政治的にはなんの価値もない――むしろ、バルク家ティムール族の血を引くという厄やつ介かいなオマケつきの舞師なんぞをいちいち構ったり、危ない時には自みずから剣を振るって助けてくれたり、作るのが大変な通信用の星石をわざわざ用意して、大事な時間を割さいてまで、他た愛わいもない話をしたがるはずはない。

　誰にでも最後にはやさしいひとで――ナセルにとって、他に何か、もっと大事なひとやものがあっても。シュマリアのことも、少しくらいなら、好きでいてくれているはずだ。

（それくらいなら、自惚れてもいい……よね）

　明日は命がけだから。

　そんな自惚れを心の糧かてにして、勇気を振り絞っていきたいとシュマリアは思った。

「シュマリア」

　廊下での別れ際、不意にナセルに呼び止められた。何げなく振り返ると、なぜか一瞬、ナセルは続ける言葉に迷うそぶりを見せた。めずらしいことに。

「――いや……もし『そっくりさん』として芸を求められたらどうしようか、というのを考えていて、ふと思いついたんだが」

　本気で考えておいてくれたとは思わず、少し驚いてしまったのは内緒である。

「明日。無事に帰れた暁あかつきには、私のリュートウードで舞を舞ってみてくれないか？」

「――！　もちろんですっ」

　唯一といっていい得意分野を求められたのが嬉しくて、今夜一番の元気な声でシュマリアは即そく答とうした。
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　シュマリアの姿が曲がり角の向こうに消えると、ナセルは背後の闇へと呼びかけた。

「――そろそろ出てきたらどうだい？」

　アレス。

　呼び終える前に、柱の陰から浮き出てくるようにして、黒装しよう束ぞくの青年が姿を現した。

　相あい変かわらずの無表情には、何を考えているのか、ナセルにも見通せない神秘性がある。

「いつ君に背後から刺されるか、ひやひやしてたよ」

「そのわりには、発言が大だい胆たんで」

「怒ってるのかい？」

　ナセルはゆっくりと腕組みをして、壁に背を預けた。「何か言いたそうだね」と促うながすと、アレスはこちらを冷たく見流し、彼の慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな性格を知っているはずのナセルでさえ面めん食くらうほど率そつ直ちよくな言葉をぶつけてきた。

「俺はあなたが嫌いです。王太子シエフザーデ殿下」

「……まあ、君に好かれてるとは思っていないが」

「あなたは卑ひ怯きようだ。甘い言葉や目線で意味ありげにふるまうくせに、最後にはお得意の冗談ではぐらかして逃げている。それがどれだけシュマリアの心をかき乱しているか、気づいていいはずなのに、気づこうとしない」

　いつも以上に、アレスの言葉には遠えん慮りよがなかった。

　表情もそうだ。非常に醒さめた、冷たいといってもいい瞳で彼はナセルを見据えている。

　アレスは静かに、そして純粋に怒っていた。――ナセルの曖あい昧まいな態度を。

　だがナセルが少女にああした微妙な態度しかとれないのは、ただ単に性格がひねくれているから彼女に素直に好きと言えないのではなく、アレスの存在が常に頭の片隅にのしかかってくるせいだ。最後に彼女が帰る場所は、アレスの腕の中だと思うから、深入りができない。












　内心ではアレスの言いように反発していたが、今考えたことを口にするのはもっと癪しやくだったから、ナセルは不機嫌な声で、まったく別方向から切り返すことにした。

「めずらしく雄ゆう弁べんだな」

「普段はシュマリアやドライドが、俺の言いたいことまで言ってくれるから、俺は喋しやべる必要がないだけです。でもこれは、俺が言わないといけないから、俺が言っている。このままでは、宙ちゆうぶらりんのままでシュマリアが可か哀わい想そうだ」

「ほう。その宙ぶらりんの彼女を、私が横から奪うばいとっても構わないのかい？」

「できる勇気が、あなたにあるのならどうぞ」

「――……？」

　どうぞ？　――あまりに予想外な言いように、ナセルははっきりと柳りゆう眉びをひそめた。

「アレス。君は彼女を――独どく占せんしたいわけではないのか？」

　彼女を、異性として愛しているわけではないのか――と、直接訊いてしまうのを、ナセルは無意識のうちに避さけた。『愛している』と言われたら、ナセルは今度こそ完全に、彼女から手を引かなくてはいけない気がしたからだ。

　ナセルの葛藤をよそに、アレスは無表情のまま軽く肩をすくめ、さらりと言ってのける。

「俺は、最終的にシュマリアが幸せになるなら、それでいい。不幸せになるような生き方だけはさせない気でいるだけです。義兄として、相方として」

　――だから。

「あなたがこのまま、シュマリアに中途半端な誘惑だけを続ける気なら。俺が無理やりにでもシュマリアを――あなたの言い方を借りるなら――『独占』します。その方がシュマリアにとっても平和で幸福だと思いますから」

　内心ぎくりとするナセルに、アレスは最後に、挑ちよう発はつめいた科白せりふを投げつけた。

「俺にここまで言われて、それでも我慢できる程度の気持ちなら、今すぐに帝都なり王太子シエフザーデ領なりに戻って、二度と俺の義妹いもうとにはふれないでください。――俺が今あなたに言いたいのは、それだけです」
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　翌朝――

　白茶けた岩と緑の入り交じる峰々から、パムック＝カレの坂道へとすべり落ちた夜明けの風は、やさしく、そしてひんやりとしていた。空には沙漠地帯の抜けるような青には似合わぬ、分ぶ厚あつい雲くもが垂たれこめている。「雷雲だ」と渋い声で教えてくれたのはダリヤールだ。「マルティオラの群むれがあるところには、よく雷雲が誘さそわれるのだ」とも。

　お蔭で山中の森は、普段以上に薄暗く湿しめり、不ぶ気き味みな静けさと影に満ちている。

　開けた地面。

　――しゃらん、と。

　緊きん迫ぱく感に満みちた沈黙を破やぶって、涼すずしく響きわたったのは、鈴の音だ。シュマリアが頭上に掲かかげた飾り刀の、柄頭にとりつけた、魔ま除よけならぬ魔寄せの銀鈴。

　下ろした黒髪には、幻獣の好む香りを放つセパンジの可か憐れんな花房や、あまり視力の利かないマルティオラの目にも見つけやすいという真紅の珠しゆ玉ぎよくをつけた簪かんざしを飾りつけた。同じものが、周囲の木の枝などにも束にしてくくりつけられている。これも『罠』の一部だ。

（早く、来い）

　この、幻獣の餌をまぶしたような格好で舞いつづけるのは、正直、緊張が強すぎる。

　シュマリアの背にした藪やぶの中からは、ジハール束ねる楽師たちの演奏がそろそろと響きはじめている。これも、マルティオラが好むという、美しくも切ない楽曲だ。題名は『愛と悲しみの終わり』。『愛あい憎ぞうの果て』が主題の名曲で、普段なら聴き入るところだが――

「シュマリア」

　――緊張で足が止まりかけた時に、振り付けにまぎれて、軽く肩を叩かれた。はっとする。

（兄さん）

　ごめんと謝る代わりに、シュマリアは所作に気合を入れ直した。しゃらん。鈴が鳴る。と同時に演奏も高まりを見せてくる。次第に身体が熱くなってきた。後ろに伸べた手がアレスに引かれる。シュマリアは逆さからわずにアレスに半ば体重を預け、立ち位置を入れ替える。

　その時に見つけた。〈星流の瞳〉が捉えた。

　青々と密集した枝葉の向こうに、強大な火の魔力の気配が輝いているのを。

「みんな！　三時の方角――！」

　来た。

　そう叫びきる前に、地響きが一帯を揺らした。敵の接近は、尋じん常じようでなく速い。

　シュマリアはアレスとともに、魔寄せの小道具その他を身体からかなぐり捨てた。互たがいの身体に危険物が残っていないことを確認しあって、各おの々おのの組の仲間がいる茂しげみに身を投じた時、枝葉の重なりを蹴け破やぶるようにしてそれが現れた。

　バルク家の血で育はぐくまれた幻獣――マルティオラだ。

　昨夜ダリヤールやファラグが少なからず攻撃を加えたはずなのに、先日より多少動きがにぶく見える以外には、マルティオラの巨きよ軀くに傷らしいものは見当たらない。凄すさまじい回復能力だ。殺すなら短期決戦だと、ダリヤールが繰り返していた理由を見せつけられた想いである。

「結けつ界かい！」

　ダリヤールの声が飛ぶ。

　反応したのは『罠』担当の後方支援組。シュマリアのいる場所だ。アイシャやレイニーといった顔ぶれが、事前に地面に文もん様ようを描いておいた、マルティオラの動きを縛しばる結界を起動するべく術語を唱える。

　詠えい唱しようが終わるや、マルティオラの肢が止まった。急に地面に膠にかわで貼はりつけられたみたいに。

　舞と音楽に誘われて、半ばぼんやりとしていたマルティオラの形ぎよう相そうがそこで豹ひよう変へんした。灰色の目に敵意という名の炎が燃え上がり、四方から飛び出した、矛を握る前線組を睨みつけて吼ほえ、けれどきらめく矛先はマルティオラへと一直線に突き入れ――

　唐とう突とつに空気が変わった。

　沈黙。激しい砂すな埃ぼこり。何が起こったのか、シュマリアはとっさには理解しそこねた。

（……うそ）

　マルティオラの姿は、依い然ぜんとして同じ位置に留とどまっている。さざめく木々の枝や地面の草には魔炎が燃え移っている。

　しかしその足元に焼け焦げたぼろきれみたいに転がっているのは、旅団とラジン部隊の見慣れた顔ぶれだ。ここからはわからないが、ファラグもいるはずだ。皆動く気配がなく、生きているのか死んでいるのかすら判断できない。

　――マルティオラが、がむしゃらに火の魔力を爆発させて、前線組を振り払ったのか。

　その事実にようやく思い至り、背筋にぞっと冷たいものが走る。

　マルティオラがゆっくりと首を巡らす。

　その顔が下がる先、嚙みつかれようとしている仲間の姿に、シュマリアは隣となりにいたアイシャの制止も振り切って飛び出していた。

　地面に落ちていた魔寄せの鈴付きの飾り刀を拾い、打ち振るって鳴らす。同時に叫んだ。

「――マール!!」

　マール。その怪物が小さかった姿の時の名で呼んだのは、ほとんど無意識だった。

　ぎょろりとした灰色の巨眼が、シュマリアに向けられる。

　恐怖が身体の芯を貫つらぬく。絞しぼり出した声は、情けないくらい震えていた。

「疲れて、ない？　あれだけ遊んだんだから……お腹、空すいてるでしょう……？」

　それでもどうにか声を出せたのは――

　――何もできないままで、見ていたくない。

　その想いひとつだった。

　震える手で飾り刀を再び地面に捨て、代わりに腰こし帯おびの短剣を抜く。マルティオラは胡う乱ろんげにこちらを見ている。……それで、いい。少なくともシュマリアに注意が向いている間は、周囲に倒れ伏している仲間たちには目がいかないはずだから。

　視線はマルティオラに釘くぎ付づけになったまま、シュマリアは鞘さやを落とした短剣の刃を、手首にすべらせた。不思議と痛みは感じない。

　流れるのは赤い雫。バルク家ティムール族の流れを引く血。

　果たして期待どおり――マルティオラが反応した。灰色の巨眼が嬉しげな輝きを増す。

「わたしの血も、バルク家の血よ。シヴィトのよりは味が薄うすいかもしれないけど――……欲しい？　マール。欲しいなら、おいで」

　周囲に逆さか巻まく火術の威い力りよくをじょじょに弱めながら、人馴れない野良猫が、ひとに与あたえられた餌をこわごわ食べにきたみたいな雰囲気で、マルティオラがにじり寄ってくる。

　迫せまる三列の牙きばが生えた顎あごの恐ろしさに、力が抜けそうになる膝を死ぬ気で叱しつ咤たして、シュマリアは少しずつ後あと退ずさりした。視界の端では、無事な仲間たちが、前線組を助けはじめている。もう少し時間稼かせぎをしたい。

　一歩、二歩と慎しん重ちように下がった、つもりが――四歩めで崩くずれた。

　石を踏んでしまったのだ。転びはしないが体勢がぐらりと崩れ、シュマリアの手からすっ飛んだ短剣がマルティオラの鼻先を掠かすめた。マルティオラにとっては蚊かに刺された程度の痛みだろうが、シュマリアを見る目の色は露ろ骨こつに変化した。

　――餌をくれるから味方だと思った。でも、自分を傷つけたから、やっぱり敵だ。

　マルティオラがそう考え直したのが、突然ふくれ上がった殺気でわかる。

（まずい……っ！）

　自分の致ち命めい的てきな間抜けさを呪のろいながら、どうするべきか迷ったその時――

「――マール。神子殿は食べたら駄目だぞ」

　飄ひよう々ひようとなだめる声が、シュマリアの頭上から降ってきた。途端、ぴたりとマルティオラが動きを止める。

　この怪物を『マール』と呼ぶのは、シュマリア以外では一人しかいない。ばっと振り仰ぐと大木の枝の上に、その男は悠ゆう然ぜんとたたずんでいた。にこりと笑ってみせる。

「勇ゆう敢かんだな。さすがは勇気を司る天使アストフエルの舞姫――なんてな」

　――シヴィト。

　どうしてここにと目で問うと、シヴィトは樹上から放り投げるみたいに答えてくれた。

「せっかくの見み世せ物ものだ。仕掛け人としては、特等席で見たいじゃないか」

「見世物って――」

　あまりに無感覚で非人間的な言葉に、かっと身体が熱くなる。マルティオラとシヴィトに前後を挟はさみ撃うちされているも同然の状況も忘れて、シュマリアは叱り飛ばすように叫んでいた。

「あなたのせいで、無関係なひとたちまで怪我してるのよ！　帝国への復ふく讐しゆうというのは……わからないじゃないけど、どうしてここまでするのっ」

「と言われても。俺たちはもう、滅ほろびるくらいしか末まつ路ろがない、ほとんど孤こ立りつ無む援えんの部族だからな。なりふりかまわず、というやつさ。一族以外の人間の命まで気遣ってやれるほど、寛かん大だいになるのは無理な話だ。帝国の方からやさしくしてもらった記憶もなし」

　明日の天気でも語るように嘯うそぶくシヴィトだが、その炎色の瞳の芯しんは恐ろしく醒さめている。

　シュマリアは昂こう然ぜんと言い返す。

「帝国、帝国って言うけど。少なくともナセル様は違うわ。ナセル様は、あなたたちのことだって助けたいと思ってる。だからもう、こんなことは――」

「それが事実なら厄介だな。俺は曾ひい祖じ父い様から母親に至るまで、家族みんなを帝国に殺されてる。友達も相当に死んだな、ひどい時は晒さらし首にまでされた。俺たち生き残りだけがあの麗うるわしの王太子シエフザーデ殿下に助けられたところで、さして救いにはならないと思うぜ？　むしろ俺が、死んだあとに地じ獄ごくでそいつらに『裏切り者』って恨うらまれるだけで」

「それ……は……」

「さて。ここまで言ってみても、神子殿は俺たちに同情を示してはくださらない？」

　子供時代の悪戯の思い出のように語られた内容の苛酷さに、続ける言葉を見失ってしまったシュマリアを見下ろして、シヴィトはこれが最後という口調で問いかけてくる。さっきから、まったく変わらぬ飄々とした調子で。

　――断ったら、背後にいるマルティオラを操あやつって何をするか知れたものではない。

　シヴィトは今みたいに笑いながら、このパムック＝カレを焦しよう土どにできる男だ。

　それでも。

「わたしは、あなたには絶対に従わない」

　シュマリアは静かにだが、きっぱりと答えていた。

　地鳴り。背後でマルティオラの咆ほう哮こうが響く。怪物退治が再開されたようだ。怒ど号ごうと合あい図ずが乱れ飛ぶ声を聞くに、前線組もあらかた無事だったらしい。総攻撃組にはナセルがいる。無理という名の『頑張りすぎ』をしてはいないか、それも気になったけれど。

「あなたになんか従わない。でも絶対に、みんなを殺させたりしない。――それがわたしの戦い方だと思うから」

　そして今はここがシュマリアの戦場だとも思う。背後では皆が力を振り絞っているはずだ。自分も負けたくはない。

　――『アレスも、君の仲間も――私も、君を守りたいと思っているんだ』

　――『なのに君が自分を犠ぎ牲せいにしてしまったら、全部台だい無なしになってしまうよ』

　ナセルがくれた、その言葉を。励はげましを、裏切りたくはないから。

「……ま、こればっかりは無理強じいしてもおかしなことになるから、仕方ないな。今回は神子殿の心意気に免めんじて引き下がるとするか」

　ただ、と。シヴィトは、晴はれやかすぎて逆に胸騒ぎを呼ぶ笑顔で続けた。

「俺も山城からはるばる出てきたんだ。――置き土産みやげくらいはしていこうか！」

　語気が急に荒あらくなった。と同時に、シヴィトは俊敏に別の枝に飛び移った。背後からの攻撃に対応して。

　アレスだ。いつのまに総攻撃組から抜けてきたのか。舞で鍛えた軽快でしなやかな身のこなしを活かし、シヴィトの背後に回りこんでいたようだ。だが右手の小剣での一撃目はかわされる。追撃は左手。シヴィトは抜き放った偃えん月げつ刀とうでそれを豪ごう快かいにさばく。

「あぶないあぶない。でも、殺気を隠しきれてないぜ？」

「……ちっ」

　シュマリアが一瞬だけ振り返れば背後では、矛に貫かれたマルティオラが息いき絶たえようとしていた。が、胸を撫で下ろす暇もない。

　そして樹上で繰り広げられる戦いに、シュマリアが手を出しあぐねている空くう隙げきを、見逃してくれるシヴィトではなかった。

「アレスっていうんだったな。――〈春の大祭ノールーズでエンヴェルは、もしおまえを攫ったなら、誰が洗せん脳のう術をおまえにほどこすかは教えてたか？　ま、教えてなかっただろうな」

　――俺だよ。

　今それを教えてどうする気なのか。シュマリアとアレスが疑問と悪お寒かんに捉われる余裕すら与えずに、シヴィトは果か敢かんにも間合いに跳とびこんできたアレスへと手を伸ばした。

「汝なんじが〈烙らく印いん〉の星に命ずる。我が呪いし世に恐怖と騒乱の剣を打ち振るえ！」

　太陽が爆発したような赤い光が、アレスのみぞおちではじけた。

　ぐっと苦しげに息を詰めてそれに耐たえたアレスだが、力余って足場の枝を踏み折おってしまう。

　どざ！　という音を立てて、樹の根元に黒装束の姿が落下した。

「兄さん――!?」

「――じゃ。せいぜい楽しんでくれ、神子殿」

　マルティオラの魔炎のせいで同時に何本も焼けて倒れた木の向こうに跳んで、シヴィトの姿が消える。追うに追えないからそちらは諦あきらめて、シュマリアは背の高い草をかき分けてアレスの許もとへと駆け寄った。

「兄さん、大丈夫……!?」

　声が途中で詰まった。

　アレスがにわかに起き上がり――なんと、小剣の切っ先を突きつけてきたからだ。

　シュマリアが飛び退のくのが一歩遅かったら、二の腕くらいは斬きられていたはずである。

「……兄さん？　どうしたの、シヴィトはもういないわよ！　しっかりしてっ」

　だが義妹の必死の声さえ聞こえたふうでもなく、アレスはひたすら悠然と立ち上がった。

　こちらを振り返る、その速度が、不自然に遅い。

　表情はない。――いつもと違って、底知れない虚きよ無むを感じさせるほどの無表情だ。

　紫むらさきの瞳もひどく虚うつろで、シュマリアがひそかに自慢に思っている綺麗な顔が、今は逆に、綺麗なだけに空恐ろしい。ぞっとするが、先刻から〈星流の瞳〉を開いたままにしていたシュマリアは、アレスの異変の正体にすぐに気がついた。

　――洗脳術！

　去り際にシヴィトがアレスに向けた、通常の星魔術シーミーヤとは明らかに異質な術語。あれがアレスの体内の魔力の流れに直結している〈烙印〉に強引に働きかけ、魔力を統とう御ぎよするアレスの『精神』をも操作する作用があったに違いない。

（置き土産って、これのこと――……なんてことするのよ！）

　シヴィトの悲惨な過去に、わずかだが心を動かされたことを痛つう烈れつに後こう悔かいする。

　アレスの両手に力がこもる。

　攻撃される。シュマリアもそう悟りはしたが、相手は義兄だ。剣の腕で敵かなわないのは明らかだが、さりとて、手加減のできない星魔術シーミーヤで吹き飛ばすわけにもいかない。たとえ今のアレスがシュマリアを傷つける気でも。

　――アレスを傷つける可能性のある行為なんて、できない。でもどうしたら！

　葛藤がシュマリアの四し肢しの動きを凍こおらせる。対してアレスは冷れい徹てつに、そして急速に間合いを詰めてくる。

　シュマリアの頭上へと、アレスの小剣が無む慈じ悲ひに振り下ろされようとした時。

「――君から決して目を離さないし、絶対に守るとは言ったが」

　細身の剣で鋭するどくアレスの攻撃をさばき、割って入った人間がいた。純金の髪を背に翼つばさのように広げた、ナセルである。

　惑わく乱らんから醒め、はっとして瞳を上げると、ナセルの物もの憂うい横顔がそこにあった。吐き出された低い呟つぶやきはため息に似ていて、困こん惑わくの色が強い。

「まさか、こういう形になるとは思わなかったな。怪我はないかい？」

「ないです」

「ならよし。しかし、アレスは一体どうなってしまったんだ」

　いったん間合いは開いたものの、純粋な殺気をこめて武器を握り直しているアレスから目を離せないナセルに、シュマリアはどうにか手て短みじかに経けい緯いを説明した。

「なるほど、あの気まぐれ当主ザラス殿の仕し業わざか……。マルティオラのとどめに手間取ってる場合ではなかったな」

「とどめ」

「ダリヤール殿が言っていたマルティオラ退治の掟おきてだ。死し骸がいが火気を呼んで山火事を起こさぬよう、他の動物が死んだ幻獣の血肉を喰らって兇暴化しないように、骨まで焼き尽くして、灰を回収する。――途中で、アレスの姿が消えたのには気づいたんだが……」

　もっと早く来ればよかった。

　ナセルが口くち惜おしげに呟いた時――アレスが突然、背後を振り返った。丈たけの高い草の中から飛び退く。否いな、飛び退こうとしたところで、背後から現れた黒い人影に腕をつかまれ、がっちりと羽は交がい締じめにされた。

　人影は、ファラグだった。彼は、続く動作でアレスの両手から小剣を叩き落とした。が。

「ファラグ！　――彼にはまだ武器がある！」

　ナセルが鋭く発した警告は一瞬だけ遅かった。

　完全に取り押さえた、と確信したファラグの、ほんのわずかな気持ちの隙すきをついて、アレスは黒装束の袖そでから新たな短刀を取り出したのだ。俊しゆん敏びんかつ機械的な動作。逆さか手てに握られたそれは、なんの迷いもなく、ファラグの眼球へと振り上げられる。

　――そして一瞬後には、拘こう束そくを抜けたアレスと、のけぞることで頰を浅く切られるだけで済んだファラグと、ナセルとシュマリアが、ほぼ等間隔の距離を置いて立っていた。

　シュマリアの背後からは絶えず熱風が押し寄せてくる。マルティオラが撒まいた魔炎のせいで山火事になりかけているのだ。残りの顔ぶれはそちらの処理に手間取っているのか、ファラグの他に加勢が来てくれそうな様子はない。

　しばしの沈黙の後、ナセルが決然として言った。

「ファラグ、君は下がっててくれ。シュマリアを頼む」

「だが」

「手加減を間違って、友達を殺したくはないだろう？　――大丈夫、私に手がある」

「ナセル様――」

　どうする気ですか。不安に胸を覆われるシュマリアがそう問おうとした時には、ナセルはすでにアレスに向かって走りだしている。虚無の瞳のアレスが即そく座ざに反応する。構えた右手の短刀が、雲間からこぼれるわずかな陽ひ射ざしをはじいた。

　シュマリアが止める暇とてなく、ナセルはなんと、剣を捨ててアレスの懐ふところに飛びこんでいった。あまつさえ素す手ででアレスの短刀の、それも刃やいばの部分を握って彼の動きを食い止める。

　さすがにそれは予想外だったのか、洗脳状態のアレスが初めて反応に迷った時だった。

「――君は何をしているんだ、アレス」

　流れる血も、ぐざぐざと掌てのひらに食いこむ刃の痛みも無視して。滅めつ多たにない厳しい表情で、ナセルはアレスを叱り飛ばした。

「君は、シュマリアを不幸にだけはしたくないと言っていたじゃないか。なのに、よりにもよって君が彼女を悲しませてどうする。それも、君の尊そん厳げんを踏みにじる男の術中に堕おちて！」

　間近からぶつけられた言葉に、アレスの瞳が揺れる。彼の心の揺らぎを反映するように。

　ナセルが空あいている左手を、アレスの軍服の胸元――ちょうど〈烙印〉のある位置に突きつける。先刻シヴィトがそうしたように。

「〈廻めぐる天てん輪りんの主〉は払う――〈火星〉の罪ざい業ごうを！」

　シュマリアが聞いたこともない術語とともに、アレスの懐で純白の光がはじけた。

　地上に太陽が生まれたかの如き、まばゆい大量の光の渦が、草地を呑みこむ。

　――……どのくらい、それを見ていたのかはわからない。

　次に視界が戻ってきた時には、ナセルは地面の上にへたりこみ、アレスは獣けものの仔こみたいにうずくまって倒れていた。

　シュマリアは蒼あお褪ざめた顔で駆け寄った。

「ナセル様、大丈夫ですか！　――兄さんは……」

「大丈夫だよ。アレスも意識を失ってるだけだ。気絶する前に私に謝っていたから、洗脳術はもう解けたはずだ――……っと！　こう見えても地味に痛いんだから、手て荒あらに扱あつかわないでくれないか？　ファラグ」

　つかつかと歩み寄ってきたファラグに、傷と血だらけの右手を乱暴につかまれて、ナセルが苦笑する。それを『また無茶をして』とでも言いたげな仏ぶつ頂ちよう面づらで無視して、ファラグが間に合わせの布で血を止めようとしたので、シュマリアははっとして申し出た。

「治ち癒ゆの術、わたし使えます！　見せてください」

「そうだったね。頼む」

「はいっ」

　やっと役に立てる嬉しさと興奮で頰を染めて頷うなずくと、シュマリアはまずナセルの右手を癒いやした。次いで昏こん倒とうした義兄があちこちにこしらえた傷を治してあげていると、ファラグが兄王子に向かってさっそく説教を始めた。

「おまえの無む謀ぼうさと馬鹿さ加減には頭痛を感じる。なぜ素手で短刀を握る必要がある」

「……それ、わたしもちょっと思いました」

　弟とシュマリアに微妙な顔で責せめられても、ナセルはさっぱり悪びれずに答えた。

「アレスの不意を突いて、動揺を与えたかっただけだよ。不意打ちの方がこの術は効くと、ミルザーが前に教えてくれたから――」

　ミルザー。若くして星魔術シーミーヤに才能を示している、第三王子。

　その名を口にしたところで、突然ナセルの表情が曇った。虹水晶の瞳に不吉な翳かげりがさし、無言の悲鳴を呑みこんで、吐血でもこらえるかのように口元を押さえる。どうしたのかとシュマリアたちが問う暇とてなく。

　ぐらりとかしいだナセルの長身が、息を呑んだシュマリアの腕の中へと倒れこんだ。

「――ナセル様!?」
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『白塔都市』パムック＝カレでもっとも美しい城館の修しゆう繕ぜんは、着々と進んでいた。

　外の黒く焼け落ちた箇所には頑がん丈じような足場が組まれ、大工や石工のかけ声や、材ざい木もくを切る音があちこちから聞こえる。特に、礼れい拝はい堂どうの再建は大急ぎで行われていた。

　ひるがえって城館の中も、火事と幻げん獣じゆうのせいで大幅に予定が狂ってしまった、令れい嬢じようトゥーラと軍人ガイムの結婚契約式の支し度たくで、人々が忙しい。修築が完了したお祝いを、式と同時にやってしまうつもりだそうだ。

　昼下がりの陽光がさしこむ廊ろう下かを、荷物を胸に抱かかえて急いでいたシュマリアは、行く手から聞こえた声にふと足を止めた。

　曲がり角からこっそりうかがえば、確か地元警シ備フ隊ナに割り当てられているはずの部屋から、極上の絹糸のような黒くろ髪かみに紅こう玉ぎよく色いろのベールイザールをかぶせた若い女性が――トゥーラが出てくるところだった。

　続いて彼女を見送るように部屋から出てきたのは、糸目で地じ味みで朴ぼく念ねん仁じんそうだが、頼りがいのある頑がん健けんな身体からだつきをした武人――トゥーラの婚約者、ガイムだ。

（お。……おお？）

　ここ数日、怪け我がをしたガイムをトゥーラが見舞ったなどなど、微妙に進展があったという話だけはレイニーから聞いていたものの、この目で『進展した』二人がそろっているところを見るのは初めてだった。覗のぞき見なんて失礼だし、実はそんな場合ではないのはわかっているのだが、つい目が離せなくなる。

「では――ご自愛なさってくださいね？　ガイム様」

　シュマリアはまたしても失礼ながら、目を疑った。――初めて見た。トゥーラがあんなにもじもじとして、しおらしくなっている姿を。

　今までのツンツンしたトゥーラから考えたら、破は格かくといっていいくらいのけなげな言葉に、ガイムも照てれたように頷うなずいている。

「トゥーラ様こそ。これからまたお忙しくなることと思いますが……何かありましたら、遠えん慮りよなさらず、自分にぶつけてください。自分はこのとおり不器用な男ですが、あなたのお話に耳を傾けることくらいはできますゆえ」

　ぎこちなく互いを気遣いあう光景に、シュマリアはほっこりとした気分になる。

　と、ガイムがためらいがちにトゥーラの肩にふれた。トゥーラが拒もうとせず、むしろ待ち望むみたいに彼を見つめ返すのを確かめてから、顔を近づけてゆく。

（……え？　うわっ）

　シュマリアの無む駄だに先走った妄もう想そうとは違って、ガイムの唇くちびるがふれたのはトゥーラの瞼まぶたの上だったが、それでも十分に濃密な雰ふん囲い気きにあてられそうだった。

　両の瞼の上。それから、頰にも。はにかみながらガイムが顔を離す前に、トゥーラも意を決したように彼の頰ほおに口づけを返したが、そうした直後に羞しゆう恥ち心しんに襲おそわれたらしい。真っ赤な顔で挨あい拶さつもそこそこに、身をひるがえして――シュマリアのいる方向に走ってきた。

　まずい！　と思って、シュマリアは即座に気配を殺して隠れたのだが。

「あなた、なんで蛙かえるみたいに壁にへばりついてるの？」

「…………」

　この前ファラグに扉とびらで殴なぐられたことといい、どうも自分はとっさの判断が甘いらしい。

「こんにちはトゥーラ様！　偶ぐう然ぜんですね、ええと、わたしはたまたま――」

「そんなに必死で言い訳しなくても結構よ。今の、見たのね？」

　見た、と言おうものなら殺されそうな怖い目で見られて、シュマリアは石になる。

「表情でバレバレよ。それでよく軍になんて所属して――……っと、いけない。あなたに言いたいのは、こんなことじゃないのよ」

　叱しかられた仔こ犬いぬよろしく小さくなって、一方的に言われ放題になっていたシュマリアだが、トゥーラの声が急に穏おだやかになったことに疑問を感じ、こわごわと顔を上げてみた。途端、青い瞳を大きく瞠みはってしまう。

（え。わ。うそ!?　あのトゥーラ様が照れてる!?）

　これも初めて見る表情だ。そっぽを向いたトゥーラの横顔は、明らかに照れている。普段のキツさとの落差が大きく、びっくりするほど可か愛わいらしかった。

「花のお守り。――逢って間もないわたしなんかのために、ありがとう」

　小さな声でそう言って、トゥーラが、今日も見事なドトレースブの腰帯に目線を落とす。

　蝶ちようの形にした結び目に留められているのは、シュマリアが贈った模も造ぞうの紅べに薔ば薇らだった。

（つけててくれたんだ）

　喜びが、シュマリアの胸に広がる。

　シヴィトなんぞに買い与えられたことには屈くつ託たくが残るが、丁寧に作られた花のお守り自体には罪はないので捨てきれず、そのままにしたものである。もちろん、特に怪しい細さい工くはされていないことを、その手の星魔術シーミーヤに詳しいジハールに鑑かん定ていしてもらった上でだが。

「もしかして、効果あったんですか？」

「効果というなら効果かもしれないわね。わたしは占うらないやおまじないは苦手なのだけど、あなたの気持ちには、確かに励はげまされたし勇気をもらったから。――今、ガイム様と初めてちゃんとお話をしてきたの」

「それで!?」

「そこまで食いつかないでちょうだい。大丈夫、和解してきたわ。もうあなたに心配してもらわなくても大丈夫よ」

　――文句を言ったり、怒ったりしてしまったのは。

　ガイムのことは嫌いじゃないから、政略結婚ではあるが一緒にいられたらと思って。けれど自分が、ガイムに好かれている自信はなくて。もどかしくて、でも欝うつ々うつとしている自分が厭いやで厭で、ハリネズミみたいに神経が刺とげ々とげしくなっていたのだと、トゥーラは自じ省せいの言葉を交まじえながら静かに告白した。

「ガイム様が、堅かた物ぶつでお人よしで、絶対に自分からは厭と言えないひとだということは知ってたからね。我慢させてるんじゃないかと思ったら、つらかったの」

「ガイム様も、自信がなかったって仰おつしやってました。トゥーラ様よりもだいぶ年上だからって」

「知ってるわ。というより、今、ガイム様の口から聞いてきたの。――おかしいわよね。わたしは、あの方には『扱いにくい小娘』としか思われていないだろうと気にしていたのに、あの方も同じようなことを気に病やんで、一歩が踏み出せなかったなんて」

　苦笑いする。――その表情にも、今までにない安らぎとやわらかさが宿っていた。

　シュマリアはほっと胸を撫なで下ろした。この新しん郎ろう新しん婦ぷは、きっとうまくいくだろう。

「シュマリア」

　呼ばれて顔を上げると、トゥーラはふわりと微笑ほほえんだ。これも初めて見る表情だ。

「いろいろ、ありがとう。あなたの恋が叶かなうことを、わたしも祈ってるわ。あなたは自分で思っているより魅力的だし、いい子よ。もう少し自信を持ってもいい」

　初めて見るトゥーラの幸せそうな笑顔は、活力と自信にあふれていて――消沈していたシュマリアの心にも、何かの勇気を分け与えてくれた。

「ところで、あなたどこに行くところだったの？　――お仲間のところ？」

「そうです」

「じゃ、ひとつだけ言わせて。あの、王太子シエフザーデ殿下と第二王子殿下のそっくりさんだけど」

「えっ」

　シュマリアはぎょっとした。すわ正体がバレたかと、喉のどが干ひ上あがる想いをするが。

　腕うで組ぐみをして、トゥーラはずばり言った。

「いまいちね」

「……は？」

「確かに顔はよく似てるけど、王族らしさがないのよ。会話はまるで漫才だし。まあ、わたしも季節大祭で遠くからお見かけしたことしかないのだけど、本物のお二人は、もっと高こう尚しようで気品がある雰囲気だったわ」

　……あれが本物なのに。駄だ目め出だしされてしまってるし。

　確かにナセル様は本気を出せば神こう々ごうしいまでの気品を持っていますけど、普段は結構、いやかなり気さくな方なんです。ファラグ様も結構普通の、ちょっと怒りっぽい好青年なんです。――なんて言えっこない。

　笑っていいのか泣くべきかわからず、シュマリアの表情はぴくぴくと引き攣つってしまった。

　そんな煩はん悶もんするシュマリアには気づかぬ様子で、トゥーラはさらに手厳しく言いつのる。

「あの二人がそっくりさん稼業で今後もやっていく気なら、もっと本物を研究した方がいいわと伝えてあげて。顔だけじゃ、そのうち売れなくなるわよ」

「………………わかりました」

　そう、答えるしかなかった。泣き笑いの表情で。

　――こんな他愛たわいもない言葉さえ、今も意識を取り戻していないナセルには伝えるすべがないことに、胸はひそかに痛んでいたが。
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　気を取り直してシュマリアが向かったのは、城館の西にある小神殿だ。

　二万枚の彩色タイルや黄おう金ごん、大理石の柱で装飾されていた壮そう麗れいな礼拝堂とは違い、こちらは白い花か崗こう岩がんだけで造られており、質素かつ重厚な印象だ。巡礼者やトゥーラのような結婚を目前にした女性といった、身を清きよめることを必要とする者のために、人工の植物園と彫ちよう刻こくに守られた沐もく浴よく泉せんなんて贅ぜい沢たくなものを併へい設せつしているのは、いかにも裕福な『白塔都市』らしいが。

　奥の明るい一室――ここが造ぞう営えいされた当初、神殿医がまじないによる治ち療りようをしていたという部屋に入る。

　まず目が合ったのはレイニーだ。亜あ麻ま色いろの髪は綺き麗れいに結い上げ、神殿巫み女こが着るという純白の衣に身を包んでいる。いつもの陽気で可愛い大人の女性という雰囲気は影をひそめ、意志の強さと緊張感が前に出ているように思えた。なにしろ、これからするのは――

「シュマリアちゃん、頼んだものは全部そろえてきた？」

「ばっちりです！」

「じゃ、始めましょう。まずはこっちで着替えとお化け粧しようよ」

　シュマリアもすぐに、レイニーと同じ装束に着替えた。神殿には鏡台などという俗ぞくっぽいものが備えつけられていないため、レイニーの私物の鏡を置いた簡素な机に座らされる。

　レイニーは普段の囀さえずるみたいなお喋りをせず、シュマリアの黒髪を後ろできゅっと小さくまとめた。さすがの歴戦の舞師も、今回ばかりは勝手が違うのかもしれない。

　舞のために支度する時とは比べ物にならない強い緊張が、シュマリアの動悸を次第に速めていく。それから目を背そむけるように、室内を見回して気になったことを尋ねた。

「レイニーさん、アイシャはどこに……？」

「『聖せい室しつ』の星の波は動どうを見極めたいと言って、先に着替えを済ませたわ。ちなみに他のみんなは聖室で準備をしてくれてるはずよ」

　聖室というのは、神殿でも特別な儀式のために使われる聖別された部屋だ。

　今はそこに、昨日のマルティオラ退治後に意識不明になってしまったナセルが運びこまれている。彼が倒れた時のことをまざまざと思い出し、シュマリアの手が知らず震ふるえた。彼が自ら危険に身を投じるさまは何度も見てきたが――今回は、今までのどれとも違う。

「ナセル様は」

「相変わらず、眠られたままね」

「……第二王子殿下が探してる専門家を待たなくて、本当にいいんですか？」

　この異常かつ緊急の事態に、ファラグは帝都に連絡をとり、専門の癒いやし手てを呼ぶ手て筈はずを整えた。が、肝かん心じんの専門家は高齢で心臓が悪いため、身体に多大な負担のかかる転移の禁術を使うことができず、かといって、ただでさえ微妙な状態のナセルに禁術をかけるのも危険だしで、にっちもさっちもいかなくなってしまったのである。代わりの専門家を探すには、今しばらく時間がかかりそうだとのことだ。

　しかし旅団の顔ぶれだけでナセルの『治療』――たいへん高度で危険だというそれをするのは、シュマリアにはやはり怖さがあるのだ。ナセルが大切だから、なおさら。

　だがそんな消極的な案は、レイニーではない声の主ぬしにさらりと否定された。

「……待っていたら、むしろ駄目なの」

　こんな時でも、おっとりした声に。

「王太子シエフザーデ殿下の守護惑星――木星の波動がもっとも強まる時期は、今を逃したら、あと一カ月は巡ってこないの。この手の『治療』は、守護惑星の波動の加護なしでは、極端に成功率が低くなる。だから、無茶でも、大無茶でも、今やるべきなの」

　――アイシャが、扉代わりの一枚布をめくって、部屋に入ってきていた。

　さすがは神殿育ちというべきか、この中で一番、裳も裾すそを引くような巫女装束の着こなしが板についていた。綺麗に編み上げた真しん紅くの髪には、シュマリア同様、霊感を高める月と星の飾りがついた金色の簪かんざしをさしている。

　ごく淡あわい水色の瞳が、シュマリアを捉えた。託たく宣せんのように告げられる。

「帝都のどんな偉い専門家の方でも……わたしと、同じ結論になるはず」

「……そうか」

　アイシャの説明に頷き、頑張らないと、と言い聞かせるように自分にも頷いた。

　自信はやっぱりないけれど『もう少し自信を持ってもいい』という、先刻のトゥーラの言葉を思い出して、自分自身を叱しつ咤たする。

（それに、わたし一人でやるんじゃないしね。……よし）

　霊感を高めるまじない効果のある化粧を顔に。ヘンナの花の水を使って、蒼あおい線の文様を両の手の甲こうに。シュマリアにほどこし終えたレイニーが、微笑んで言った。

「じゃ、行こっか」

「はい！」

「いい返事。歩きながら、もう一度おさらいしておく？　シュマリアちゃん」

　陽光の降りそそぐ外廊に出ながら、「お願いします」と言うと、レイニーは最初から丁寧に話してくれた。今のナセルの状態を。

「昨日――アレス君がシヴィトにかけられた洗脳術を、王太子シエフザーデ殿下が解といたでしょう？　精神操作系の術って厄やつ介かいで、本当ならもっと慎重に解かないといけないのよ。力ずくで解こうとすると、術の効果が変なふうに跳ね返って、解いたひとの方が傷ついてしまうから」

「でも、あの状況じゃ他には――」

「ええ、そうよ、シュマリアちゃん。王太子シエフザーデ殿下がなさったことは間違っていないわ。殿下があの星魔術シーミーヤを使ってくださらなければ、わたしたちは洗脳されたアレスをどうすることもできずに――……最悪、アレスに殺されてたかもしれないんだもの」

　想像するだにぞっとする。

　自分や仲間がアレスに殺されるということ自体もおぞましいが、もしそのあとに洗脳術が解けたら、アレスが自分のしでかしたことにどれだけ絶望するかを想像すると。――ナセルのことだけでも、後悔と苦悩にまみれて、死にそうな顔をしているのに。

　顔を曇くもらせるシュマリアの背を、レイニーがどんと叩たたく。にこりと笑いかけられた。

「だから、絶対に助けないとね？　シュマリアちゃん」

「はい！」

　普段のままのレイニーの笑顔に、両の拳こぶしを握って頷くと、レイニーは満足そうに微笑んだ。

「じゃ、話を戻すわね。精神操作系の術は、そう――喩たとえるなら、楽がく譜ふに異質な音を無理やり割りこませて、まったく別の曲にしてしまうようなものなの」

「別の曲。――別人にしてしまう、ってことですか」

「そう。今の王太子シエフザーデ殿下は、アレスの心から取り除いた『異質な音』に逆に心にもぐりこまれて、精神の調和が崩れてしまった状態よ。だから術を解くっていうのは、その『異質な音』を取り除く作業なのね。でもひとつ間違っただけでも、殿下の精神にさらに悪い影響を与えてしまいかねないから、正確にその『異質な音』を探すには、殿下の精神に入りこむ必要がある」

　……現実離れした話。に思える。

「君にはその『異質な音』探しをやってほしいの」

「でも……わたしにできるんですか？　心に入りこんで、変なところを見つけるのなら、第二王子殿下の方がナセル様をよく知ってるし……」

「残念ながら、あの第二王子殿下はものすごく星魔術シーミーヤに適性がなくて、こういう術には不向きなの。――それにお姉さんは、君の〈星流の瞳〉と、君が王太子シエフザーデ殿下と過ごしてきた時間と、君が敬愛する王太子シエフザーデ殿下を助けたいっていう想いに賭けたいの。君ならできる。ううん、君にしかできないと思ってる」

　力強く断言されたところで、聖室に到着した。扉とびら幕まくといわれる、普通の扉の代わりに金きん糸しで聖句をびっしりと縫ぬいつけた黒い布で入り口は守られている。いかにもといった雰囲気に否いや応おうなしに緊張が高まった。心臓がうるさい。

「……でもレイニーさんって、どうして舞師なのにそんなに詳しいんですか？」

「お姉さんね、カイお兄さんに口説き落とされる前は、神殿でお医者の修行をしてたの」

「ええ!?　初耳ですよ！」

「だってお姉さんも、教えるのは初めてだもの。助けられない患者さんが多いのが毎日つらくて、母上の希望どおりに神殿には入ったけど、やっぱり向いてないなあって思ったから、昔から憧あこがれてた舞師に転向しただなんて、かっこ悪くて言えないでしょー」

　かっこ悪いということはないとシュマリアは思ったのだが、それを口にする前に、レイニーは堂々とした仕草で扉幕を開いていた。

　聖室は清潔だが殺さつ風ぷう景けいな石室だ。壁はどこも純白の石材がむき出しで、ともすれば冷たくも感じられそうだが、今はそこここで旅団の顔ぶれが動き回っているお蔭で、人間らしい熱気がこもっている。

　――問題のナセルは、周囲より一段高くなった石せき壇だんに横たえられていた。

　いつもの黒装束のアレスがその傍らに、見守るように――あるいは懺ざん悔げするかのようにたたずんでいる。

　シュマリアは胸の荷物を抱え直して、そっと義兄のそばにしゃがみこんだ。膝ひざの前に、亜あ麻ま布ぬのをしつらえた即席の寝床で眠るナセルがいる。二度目の寝顔は、安らかと表現するにはあまりに人形めいていて、まるで死んだようにさえ見えるのが怖かった。

　また、寝ぼけてもいいから。

　無事に目覚めてほしいと、強く願う。

　抱えてきた布袋から練ねり香こうの入った小さな壺をいくつも取り出して、ナセルの枕元に並べる。

　それから隣をちらりとうかがうと、アレスはまだ沈痛な面おも持もちをしていた。

「兄さんも……大丈夫？」

「俺は平気だ。少しだけ、やりきれないが」

　強がりだ。ここまで落ちこんでいる義兄を見ることは、滅多にない。

　どちらかというと、アレスはナセルを嫌いなのだろう――少なくとも好みではないだろうなとはシュマリアも薄々感じていたが、今のアレスは、そんな相手に命がけで助けられたことに複雑な葛かつ藤とうがあるように映る。

　なんと言って慰なぐさめていいかわからない。ただ、とにかくナセルを助けないことには、アレスの心の重おも石しも解消されないということはわかる。

「そういえば――第二王子殿下は、どこ？　姿が見えないけど」

「ファラグ様は、外で、帝都の人間と通信している。伝言を預かっている。頼む、と」

　ファラグのことだから『頼む』の前に『うちの愚ぐ兄けいを』だとか『無茶で無む謀ぼうな兄を』だとか前につけていそうだなと思っていると、不意に頰に手がふれてきた。もちろんアレスの手だ。

　どうしたのと目で問うと、アレスは浮かない顔のまま、ぽつりと言った。

「俺からも、頼む」

「……兄さん」

「このままだと、俺は王太子シエフザーデ殿下に害をなした大罪人になってしまうからな」

　らしくもない冗談は、照れ隠しなのだろう。その証拠に、ナセルを流し見た紫の瞳には、偽りのない不安と心配が宿っている。シュマリアはしっかりと頷いた。

「まかせて。必ず助けるから」

「――本物の勇気が持てたみたいね？　シュマリアちゃん」

　明るくからかうみたいな声は、レイニーだ。相方の、寝癖の残る藍色の髪のカイスタンと並んで、にこりと笑う。光の強い瞳で言われた。

「じゃ、始めましょ。アレス君、君はそっちでアイシャと一緒に、鎮魂たましずめの祭さい文もんを唱えて」

「了解」

「シュマリアちゃんはそこでいいわ。正座して、心を無にしていて」

　レイニーのてきぱきとした指示の下、旅団の全員がそれぞれ何かの魔術的な役目を担になって、聖室のあちこちに散らばる。

　レイニーはそれを見届けると、表情を真しん摯しなそれに改めた。シュマリアが用意した練香の蓋を定められた順番で開け、おもむろに、白装束の袂たもとから取り出した枯れ草の束のようなものに火をつける。

　煙っぽさと甘さの入り混じった匂いが、一気に、白い光に満ちた聖なる空間を席巻する。

「……〈廻めぐる天てん輪りんの主〉に希ねがう……約束された裁きの日、未だ訪れず。七つの惑星と諸星座のある天の大権によりて、寛かん容よう者しやたる主よ……」

　やがて最初に唱えはじめたのはアイシャだ。呟くようでもあり、子守唄のようでもある。

　遅れてアレスの声が詠えい唱しように参加しはじめたのに、シュマリアの祈るように握りあわせていた両手に力がこもる。

　正直、こんな大掛かりな法に協力するのは初めてだし、皆の期待どおりやり遂げられる自信なんてやっぱり持てそうにない。今のシュマリアにあるのはただの無謀な勇気と気合と、ナセルを助けたいという一途な想いだけだ。

（やれるかな……？　じゃなくて、やらなきゃ駄目、なんだから）

　何があっても弱気にだけはなるなと、内心、自分を戒いましめておく。

　そして練香の眠気を誘うような甘い匂いと、アレスたちの低い唱和の声に浸りながら、シュマリアはゆっくりと目を閉じた。
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　――気がつくとシュマリアは、見たこともない壮そう麗れいな建物の中にいた。

　びっくりして、まるい目で見渡す。白く殺風景な石室にいたはずなのに。周囲に首を巡らせても旅団の顔ぶれは見えない。

　驚くほど高い天井は、月と星の廻めぐりを描いたモザイク画で飾られている。ごく細い鎖で、にぶく輝く銅板を幾き何か学がく模も様ようや翼を広げた鳥の形に切り出した飾りをいくつもぶら下げているのが独特だ。

（ここって……どこ？）

　色彩豊かな剝はく製せいの鳥や、金属の板だけで作られた精巧な鳥の置物が、そこここの壁や飾り棚の上に黙ってたたずんでいるのも目を引いた。綺麗だが、ひどく虚ろな硝子ガラスの眼球は、ちょっと怖くもある。鳥尽くしの空間である。

　――『鳥カフ籠エス』。

　その言葉がシュマリアの胸に浮かんだ。

　成人前の王子・王女が育てられるという後こう宮きゆうの一角『鳥カフ籠エス』が、こういう不思議な内装なのだと、『千夜一夜物語』か何かの舞の筋書きで読んだ記憶がある。もちろん、実際に見るのは初めてだが。

（これが、ナセル様の魂の中……なの？）

　そうでなければなんだという話だが、頭では理解しても感覚がついていかない。

　とりあえず『精神世界』とやらに早く慣れなくてはと思い、シュマリアは一歩踏み出した。

　普通に歩ける。そんなことさえ新鮮な驚きだ。

　やたらに曲がり角や分岐の多い、迷路じみた廊下。人ひと気けがなく、おまけに金銀がふんだんに使われた豪華だが似たような景色が続くせいで、さっそく迷子になりかけた時だった。

「――だれ？」

　横手から呼びかけられた。びっくりして振り向く。

　さらに、廊下の分岐点にいる声の主を見て、シュマリアは心臓が口から飛び出そうになった。

（な、ナセル様――!?）

　とっさにそう思うくらい、彼はナセルそっくりの美貌を持っていた。

　まあ、いかに帝国広しといえど、純金の髪と光さすたびに色を変える虹にじ水ずい晶しようの瞳を併せ持つ絶世の美貌がそんなにごろごろしているはずはないから、彼は間違いなくナセルだろう。着ているものも王族らしく上等な風合いである。

　――が、目の前の彼は小さかった。

　せいぜいシュマリアの胸のあたりまでしか背がない。子供だ。十歳前後だろうか？

　落ち着いて見れば、天使もかくやの美貌なのは確かだが、特に目元があどけない。

（あ、まさか……子供時代のナセル様？）

　ようやく気づき、うわあと歓声を上げたくなった。くらくらするほど可愛い。

　こんな姿を見られるとは思っていなかっただけに、シュマリアは一いつ時とき状況も忘れて、少年のナセルに見み惚とれていたのだが――

「――おねえさん。その耳はできのいい飾り物？　僕は、あなたは誰かと訊いたんだけど」

　これまた天使のように澄んだ、声変わりする前の少年の声で、高慢に毒づかれた。

「それとも僕の言葉がわからないのかな。公用語なのに。もしかして田舎者？　確かに、よく見れば粗末な格好だ。それにしても、そんなペラペラの服でよくここに入れたね。恥ずかしくなかった？」

　しかも、見下すような冷たい目線のおまけつきで。

（こ……これは……）

　想像以上のクソガキ様ぶりに、シュマリアは怒るよりも先にあっけにとられて絶句した。

　確かにナセルは自分から素直じゃない性格をネタにするし、小さい頃の自分はもっと可愛くなかったよなどと語っていた記憶があるが、シュマリアはせいぜい『小生意気』くらいのものだろうと甘く見ていた。とんでもなかった。

（か、可愛いんだけど全然可愛くない……！　何この高慢ちきは）

　黙っていれば誰もがため息をつくような美少年だけに、余計にむかっとくる。












　むかっとくるが、何から言い返したらいいのかわからなくて固まっていると、少年のナセルの方が先に言葉を継いだ。

「騎士につまみ出されないうちに、おうちに帰った方がいいよ。出口はあっち」

「――え」

　すげなく背を返す少年に、待って！　とシュマリアはとっさに思った。

　ナセルの心から『異常』な部分を見つけて取り除いて、とレイニーは言っていたが、この少年は違うかなと思う。確かに現在の、如じよ才さいなく謙けん虚きよさも持つナセルとはかけ離れた尊大極まりない少年だが、あれから育ったと言われれば、納得する部分もなくはない。

　しかし一刻も早く『異常』を見つけるのに、手がかりになりそうなものは、この少年ナセルしかなさそうで。

　慌てて追いかけるも、慣れない純白の巫女装束の裾に蹴つまずいてべちゃりとこけた。

　舞で鍛えた受け身をとったから痛くはなかったが、少年のナセルは一瞬で姿を消している。

（あれ……どこに？）

　シュマリアは周囲を見回した。金色の輝きを放つ、長く、果ての見えない廊下を。

　両脇の壁には、見事な彫刻をほどこして磨かれた扉が等間隔にずらりと並んでいる。

（これって、開けられるのかな？）

　ここはナセルの『精神世界』だから、扉があっても開かない、とかいう現実にはありえない事態も十分に起こりそうだ。鍵がかかった部屋が多そうな雰囲気だし。

　が、ものは試しと曇りひとつない黄金の把とつ手てを握ってみると、あっさり動いた。

　しかし開いたら開いたで不安になる。レイニー言うところの『異常な音』は、どんな姿をしているのか予想がつかない。マルティオラみたいな怪物が開けたすぐそこにいて頭からガブリなんて展開は御免だ。アイシャ曰いわく『精神世界では、あ、駄目、死んだって思ったら、現実にいるシュマリアも本当に死んじゃうことになるから。気をつけてね』

　…………思い出したら怖くなった。

（今さらだけど、えらいところに来ちゃったんだな……）

　だが、今さら逃げ帰れないのも事実だ。深呼吸して腹をくくる。

　虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず。勇気なくして栄光なし。軍で習ったこの状況っぽい言葉を心の中で呟きながら把手を握り直し、はたと気づいて〈星流の瞳〉を慌てて起動させてから、指一本分だけ開けた隙間から中をのぞいてみると。

（あ。……いた）

　といっても『異常な音』らしきものが、ではない。

　光さす窓辺に座っているのは、先刻さんざん毒を吐いてくれた少年のナセルだ。しかし、さっきとは表情がまるで違う。

　生意気は生意気そうなのだが、今は金色に輝いている瞳に、相手を見下す色はない。シュマリアからは死角のところにいる相手との時間を楽しんでいるのが、さっきとは桁けた違ちがいに豊かな表情――特に、年相応の屈くつ託たくのなさが滲にじむ笑顔から伝わってきた。

　これなら文句なしに可愛い。

　そして〈星流の瞳〉で観察した限り、この部屋に目立った異常はないが――

（誰と話してたら、あんなふうに可愛いのかな……？）

　それが猛烈に気になって、回れ右をすべき足が止まる。ファラグかな？　と、こんなことをしている場合じゃないとは思いつつと、不意にナセルの声が高くなった。まるで、はしゃいだ子供みたいに。

「ベイレルは教えるのが下手だ！　何を言っているのか哲学的すぎてわからないよ」

「それは――申し訳ない」

　低いがよく通る、深い声。

　それだけで実直な性格が感じられる、生真面目な謝罪が続いた。

「ですが言い訳をさせていただくなら、私の本分はあなたの騎士。教育官ではありませぬゆえ」

　――ベイレル。それが誰だったかを思い出した刹せつ那な、表現しがたい衝撃と震えがシュマリアの全身を襲った。

　風の神を奉ほうじるカザナ族出身の優秀な戦士。ベルワルドの兄。

　ナセルの最初の護帝騎士ドウー・ジヤナハインで、おそらくは、少年のナセルにとっては友人だった青年。

　そして、ナセルが十二歳の時に、故ゆえあって殺あやめてしまったというひとだ。

　一体どんなひとだったのか。先刻よりさらに高まる好奇心に煽あおられたシュマリアは、二人に気け取どられて厄介なことになる危険を無視して、扉をもう少し押し開いた。じりじりと隙間が広がり、見える範囲も広がってゆく。

（……いた！）

　ナセルの対面に座る青年を見つけた。とくんと心臓がひと跳ねする。

　ベイレルは――意外といえば意外なほど普通の青年だった。アレスとファラグを足して二で割ったような造作に見えるのは気のせいだろうか？

　蒼い騎士服は帝都で作られた上等のものだが、黒髪に巻きつけたターバンクフイーヤは民族的な雰囲気が強い。しかしその普通ならちぐはぐで変な取り合わせを、ちぐはぐだと感じさせない、不思議と堂々とした存在感をベイレルは持っていた。

　帝都の衣裳に身を包んではいるが、魂は荒野に生きる風の民――カザナ族そのままで、それを自分でも静かに誇りに思っている。

　一本、芯を持っている人間特有の、媚こびない魅力がある。

　――ナセルはたぶん、そこに惹ひかれたのだろうなと想像できた。

　王太子シエフザーデという地位におもねる人間を疎うとみ、アレスみたいな不ふ遜そんな態度をとる人間をむしろ歓迎するような、王族にしては気どらない感性を持つひとだから。

　少年のナセルが言う。

「ベイレルが騎士なのは、厭ってくらいわかってる。でもそれにしたって説明が下手すぎる。そんな口下手で、蒼そう星せい騎き士したちと上手くやっていけるの？　部下に命令の内容を説明することだってあるんだろうに」

「私が丁寧に説明せずとも、部下は皆、命令書を読み上げれば理解してくれます」

「ふうん。自分が説明下手っていうのは認めるんだ？」

「それは……まあ、その」

　十は年下であろう主人にこましゃくれた口調で切り返されて、たちまちベイレルは口ごもっている。なるほど口下手だ。でも、いいひとだ。

　表情をころころと変える幼げなナセルが新鮮で、それをやさしい瞳で見守るベイレルの気持ちに同調していたら。

「しかし……音楽というのは、口で説明してどうにかなるものではないかと」

　ぶつぶつと呟きながら、ベイレルが手元で何かを動かすと、室内が楽の音で満たされた。

　リュートウードの豊かで深い響きだ。

　舞師として音楽に親しんできたシュマリアには、ベイレルがかなりの演奏の腕前の持ち主だとわかった。剣が友のような武人らしい雰囲気なのに、意外に風流である。

　ナセルはベイレルに、リュートウードの奏法を教わっていたのか。

　帝王教育でさまざまな習い事をさせられたというのに、今でもリュートウードだけは手放していないナセルの胸中を思い巡らすと、それだけで泣けてきそうになるが。

　――『明日。無事に帰れた暁には、私のリュートウードで舞を舞ってみてくれないか？』

　一昨日、約束したことを思い出して、なんとか気合を取り戻した。ついでにいつものノリで、ぱんと自分の両頰を軽く叩いたら、実際に痛みを感じて驚いた。夢とは違うらしい。

　ともあれ。

　この時にはシュマリアも、目の前で繰り広げられている微笑ましい光景が、ナセルの過去の記憶だということに気づきつつあった。ということは、だ。

（『異常な音』っていうのは、ナセル様の記憶にはあるはずのないもの、だとか？）

　ならばやはり、この穏やかで幸福な記憶は『異常な音』と関係なさそうだ。

　名残惜しいが扉を離れる。つい時間を食いすぎた。今は一刻も早く、ナセルの精神の調和を破壊している悪い因子を探さないといけないのに。

　よしと気持ちを立て直して、シュマリアは扉を次々に開けていった。

　ある部屋には、黒い髭ひげも立派なシャハザマーン帝王スルタン陛下に抱き上げられている、五歳くらいのナセルがいた。

　別の部屋には、まだ自分より背の低いファラグをからかって苛いじめるナセルがいた。

　また別の部屋には、年とし端はもいかぬ王太子シエフザーデ相手に媚びへつらってくる貴族を相手に、こっそり疲れた顔で嘆たん息そくするナセルがいた。

　――そのどれも、十二歳にはならない時代のナセルの記憶らしい。

　そのことに何か予感めいたものを抱きながら、何度目かの曲がり角を折れた時、シュマリアは異変に気づいた。蛇の寝床のように長い廊下の一番奥――今までの金色の光があふれる空間とは違って、妙に薄暗い一角にある扉。

　そこから、晴れた日の室内にあるまじき冷気を感じた。……気がする。

〈星流の瞳〉で見つめるが、扉の外からは異常が見当たらず、シュマリアは眉をひそめた。

（でも、ここで悩んでても仕方ないか）

　現実の世界とは違って、ここにいるのはシュマリアだけだ。助けはない。

　それでも、ナセルを救うため、待っている仲間の元に帰るためを思って勇気を振り絞る。

　深呼吸してから、そっと扉を押した。




「――……ベイレル」




　と同時に中から漏れ聞こえたのは、小さな小さな声。

　少年のナセルの声だと気づくのにややかかったのは、それが今まで聞いてきた、多少尊大だが自信と活力に満ちていた声とは別人のように、暗く儚はかない響きを帯びていたからだ。今にも息絶えんとする人間の声のようだ。

　不安な予感が加速して、シュマリアは蒼あお褪ざめる。扉と壁の隙間に顔を押しつけると、これまで見てきた部屋とは全然違って、中は月のない夜のように暗い。それでも、部屋の中央付近に少年のナセルの小さな背中を認められた。

　絹の房がついた豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんの上に、少年はへたりこんでいる。愕がく然ぜんとした表情。横顔しか見えなくてもわかるほど、瞳が虚ろだ。

　つられて震えながら、少年の視線の先をたどったシュマリアは、ひっと息を呑んだ。

　――男が、そこにいる。

　床に倒れ伏したまま、ぴくりとも動かない。当然顔は見えなかったが、蒼い騎士服と血にまみれた白いターバンクフイーヤ、そして最初に聞いたナセルの声で、シュマリアは男の正体とこの状況を把握する。信じがたい想いで息を引いた。

（ベイレルさんが――……死んでる……？）

　と同時に、むせ返るほど濃く焚たいた麝じや香こうにも似た、血のにおいに気づいた。

　これが『風月都市』でナセルに聞かせてもらった、彼の人生で二度とはない、凄せい惨さんで悲しい記憶の現場なのだ。生まれて初めての裏切りと絶望。人間を、しかも唯一の友人だった青年を手にかけた罪の痛み。そのすべてが、この暗い部屋に凝ぎよう縮しゆくされている。

　ナセルの言葉から想像しただけでも胸が痛くてたまらなかったのに。

　重苦しい絶望感にあてられて、シュマリアはすっかり失語してしまった。

「ベイレル……」

　……倒れたベイレルの肩にふれ、何もかもを失ったような虚ろな瞳で呟く少年の、痛々しさといったらない。思わず目を背けてしまいたくなる。それをすんででこらえている。

　少年に駆け寄りたくて、でもそうしていいのかわからなくて、葛かつ藤とうしていた時だ。




「おまえが、死ねばよかったのに」




　断だん罪ざいするかの如き冷酷で無慈悲な声が、突如として闇に響きわたったのは。

　打ちひしがれていた少年が、びくりと肩を震わせて、背後の墨で塗りこめられたような暗闇を振り返る。声の主を認めたのか、ひどく幼げに見える瞳が、今度は凍りついた。

　声は続く。嘲あざけるように。

「その表情では、自分でも思ってはいるのだろう？　ベイレルに殺された方がマシだったと。まったくもってそのとおりだ。おまえが死んでも第二王子、第三王子と代わりはいるのに、浅ましくも我が兄を殺して生き延びるとは――可愛い顔をして、卑ひ劣れつな人殺しよ」

　口調に抑よく揚ようはあまりないのだが、内容は死者に鞭打つかのように残酷で容赦がない。

　その言葉を向けられているわけではないシュマリアでさえ、無慈悲さにおののくほどに。

（でも……我が兄って……え？）

　まさかと思ったのと、暗闇にきらめくものが目を打ったのは、ほぼ同時だった。

　声の主の姿は暗いせいで見えないが、凍りついたように動かない少年へと白銀の長剣が突きつけられるのは見えた。

（――っ！）

　見えた瞬間に、シュマリアは室内に飛びこんでいた。

　がむしゃらに、声の主がいるはずの空間に突進する。右肩に何かがぶつかった手ごたえ。

　抵抗はあったが構わず、そのまま体重をかけて、一緒くたになって床に倒れる。

　倒れた直後に、シュマリアのみぞおちに衝撃が突きこまれた。

　かはっ！　と嘔おう吐とするみたいに息を吐いて、シュマリアの身体は勢いよく絨毯の上を転がった。暗い天井と、毛足の長い絨毯。何度も視界が回転して、壁に背中がぶつかったところで、ようやく止まることができた。凄まじい威力の蹴りだ。しばらく呼吸がままならない。

（でも、この蹴り……やっぱり……そうなんだ）

「――まったく」

　どうにか身を起こしたシュマリアの視線の先で、例の声の主も立ち上がった気配。

　床に落ちていた長剣を拾い、やれやれと言いたげな口調で呟く。

「とんだ邪魔が入ったものだな」

　やがて闇の奥から滲み出てくるようにして、白っぽい人影が現れた。

　二十代後半ほどに見える、冷れい冽れつそうに整った容よう貌ぼう。闇の中でも青白く輝く髪は、絹糸を思わせる純白色。長くまっすぐなそれは高い位置でまとめられ、束たばね目には、瞳に合わせた翠すい緑りよく石せきの色の簪かんざしが飾られている。

　暗緑色を基調とした男服を違和感なくまとっているが、女性だ。

　それが誰かを確かめると同時に、シュマリアの〈星流の瞳〉は、女性の周囲に黒い霧のようなものがわだかまっていることにも気づいた。陽かげ炎ろうのように空間を歪ゆがませて見せるその霧に、はっとさせられる。

　――これだ、とシュマリアは戦せん慄りつとともに直感した。

　レイニーの言っていた、ナセルの精神の調和を破壊する『異質な音』は、これだ。この冷酷きわまる声で喋る、男装の佳か人じん。

　シュマリアは壁に背中をこすりつけるようにして立ち上がった。

「……ベルワルド、さん」

　うめく。

　ベイレルの妹。カザナ族の束ね役〈風かぜ巫み女こ〉。

　複雑な事情から、今はバルク家ティムール族の破壊活動に手を貸しているが、『風月都市』ではシュマリアを助けようとさえしてくれた女性。たった数カ月ぶりなのにひどく懐かしく思える彼女の姿が目の前にある。

　しかし――

「小娘。どこから入りこんだ？」

　柳りゆう眉びをひそめてこちらを見下してきた彼女は、シュマリアの知るベルワルドとは、あまりにかけ離れた表情をしていた。

『風月都市』で接したベルワルドは、いずれ敵対すると知りながらもシュマリアを救おうとしてくれた、情け深くて凜り々りしい女性だったのに、この『ベルワルド』の鬼火のように輝く瞳には慈愛などかけらもなかった。

　あるのはただ、うずくまったままの少年と、邪魔者であるシュマリアへの殺意のみ。

　迷いもためらいもない、冷徹な復讐者の顔をしている。

（なんて悪趣味なの……）

　あの、笑顔ですべてを破壊するシヴィトの洗脳術らしいといえばらしいのだが、ナセルの心のやわらかいところを的確に抉えぐる人選に、胸がむかついてくる。だがそれが、痺しびれてろくに力の入らない身体に気力を吹きこんだ。

「――……わたしのことなんて、どうでもいいでしょう」

　ふつふつと湧く憤りで、声は逆に冷えていくのが、自分でもわかる。

「あなたこそ、なんなのよ」

「ベルワルドだが？」

「うそ」

　シュマリアは迷わず否定した。強い瞳で『ベルワルド』を睨みつける。

「あなたは偽にせ者ものよ。だって、現実で本当のベルワルドさんは――ナセル様を、こんなふうには憎んでない」

　ベルワルドとはほんの少ししか話せなかったが、それでもわかる。

　あの、哀しいくらい澄んだ緑の瞳。ナセルを目の前にした時の、静かで切ない表情。透き通るような微笑。

　……清せい冽れつで美しい表情だった。

　兄であるベイレルを殺したナセルを、憎んでいないとは言わない。けれど、あのやさしくて高こう潔けつな女性がナセルに抱いている感情は、決して憎しみだけではないのだとシュマリアは知っているし、信じている。心に憎しみしかなかったら、ひとはあんなに美しい表情はできない。弟のように可愛がっていたナセルへの消えない愛情があるからこそ、ベルワルドは悲ひ壮そうなほどに美しく見えたのだと、シュマリアは思っている。

　洗脳術でこんな血も涙もない復讐者を演じさせるなんて、ベルワルドと彼女の苦悩へのとんでもない侮ぶ辱じよくだ。敵意が胸のうちでふくれ上がる。

　深呼吸して、軋きしむ右腕の痛みを無視して、シュマリアは昂こう然ぜんと宣言した。

「ベルワルドさんの名誉のためにも……あなたは、わたしが消す」

「やれるものならば、やってみろ」

　これも本物のベルワルドなら有り得ない、いたぶるような笑みで唇を歪めて、『ベルワルド』が動いた。

　――『異質な音』を見つけた時の対抗術は、レイニーに伝授されてきた。

　あとはそれを実じつ践せんするだけだ。ここまで来たら、自信がどうのなんて言っていられない。

　即そく座ざに身構えて、シュマリアは『ベルワルド』の攻撃に備える。長剣を大きく振りかぶってきた。息を詰めながら相手の呼吸と間合いを読んで、かわす。本物のベルワルドは蹴りと高度な風の星魔術シーミーヤを主体とした――もはや人間の限界を超えた我が流りゆう殺さつ法ぽうで戦うのだか、シヴィトの洗脳術で生まれた『ベルワルド』の攻撃は長剣と蹴りのみのようだ。

（これなら……わたしでも、いける）

　風術のないベルワルドなんて！　とほとんど自己暗示のように自分に言い聞かせて、シュマリアは攻勢に転じた。長剣を握る手を狙って肘打ちを繰り出し、まず武器を落とさせる。

　……やった！

　信じられないほど上手くいった。手ごたえと床に剣の落ちる音に、内心快かい哉さいを上げてしまいながら、再び『ベルワルド』に向き直ろうとして――

　不意に視界が、白いもので覆われた。

　何が起こったのか、一瞬では理解できなかった。

　目の前に『ベルワルド』がいる。純白の髪をなびかせて。勝ち誇ったような残ざん虐ぎやくな笑みを浮かべて。

　そう気づいた次の瞬間、シュマリアの脇腹を凄まじい衝撃が襲った。勢い、シュマリアの小柄な身体は真横に吹き飛んだ。絨毯に左肩から叩きつけられる。受け身をとる暇とて与えない、その攻撃をするために、『ベルワルド』はわざとシュマリアに隙を見せたのだと、声も出ないほどの痛みの中で思い知らされた。

　――それでも。

　あと少し。あと少しだけ余裕があれば、レイニーに教わった術を使えたのに。悔しい。

「……っ、あ……」

「残念だったな。おまえも、この小僧とともに――……!?」

　嘲るような言葉が途中で立ち消えになったのは、『ベルワルド』が背後からの攻撃に反応したからだ。

　とっさに大きく飛び退のくが、脇腹を浅く切り裂かれている。

　それをなした相手を、本物の彼女なら絶対にしない悪魔の形ぎよう相そうで振り返り、『ベルワルド』がかっと緑の双そう眸ぼうを見開いた。

「おまえ……何を今頃になって！」

「――彼女まで穢けがすのは、許さない」

　その『彼女』が、シュマリアとベルワルドのどちらを指しているのかはわからない。

　しかし、いつのまにか立ち上がっていた金髪の少年は、先刻の悪夢の名残も生々しい血まみれの衣裳でありながら、顔つきは先刻とはまったく違っていた。手にはベイレルの遺品であろう、背丈にそぐわない長剣まで握りしめ、勇ましい、戦う者の表情をしていた。

（ナセル様……!?）

　現在の二十一歳のナセルが、戦いに際して見せる表情そのものだ。

　だが、悠ゆう長ちように驚いている場合ではない。シュマリアは動揺してこちらから意識が離れている『ベルワルド』の目の前へと突っ込んだ。『ベルワルド』はぎくりとして振り返るが、遅い。

　手をかざし、ひと息に叫ぶ。

「――〈廻めぐる天てん輪りんの主〉に希ねがう。七つの惑星と諸星座のある天の大権によりて、寛かん容よう者しやたる主よ、黎れい明めいの主よ、深まる暗黒の危害から世とひととを解き放たれよ……！」

　心臓から沸わき起こった魔力のうねりが、凄まじい速度で全身を駆け巡り、最後にシュマリアのかざした手の先ではじけた。

　シュマリアの視界がまばゆいほどの青の光で満たされる。

　苦く悶もんの声とも悲鳴ともつかぬものを喉からほとばしらせながら、青い光の渦の中で、ベルワルドを醜しゆう悪あくにかたどった『異質な音』がちりぢりに消し飛んだ。

（終わった……？）

　実力に不釣り合いな強大な星魔術シーミーヤを使ったせいで、『ベルワルド』の最期を見届けるや否いなや、シュマリアは足元から溶け落ちていくような脱力感に襲われた。と同時に、ぞっとするような想いが胸の底からこみ上げてくる。

　――ひとの形をしたものを消し飛ばすなんて、初めてだ。

　本物の人間を殺したわけではないと頭ではわかっているが、それでも衝撃が強い。

　ナセルを守るためなら迷いもなく『ベルワルド』に攻撃できた自分に気づかされて、なんだか自分が怖くなったところへ。

「――すまなかった、シュマリア」

　肩に手を置かれたのに顔を上げると、少年のナセルが傍らに立っていた。

「君に心配をかけるだけではなく、ここまでさせてしまって」

「え……？」

「気に病むな、といっても、やさしい君には無理かもしれないが、あれは偽者だったんだ。むしろ本物の彼女の名誉を守ったと思った方がいい」

「――……ナセル様？　ナセル様なんですか!?」

　外見は十二歳の少年だが、喋り方や物もの腰ごしは現在のナセルそのものだ。立ち上がった途端、彼の頭が下にくるのに猛烈に違和感を覚える。

　上目遣いにシュマリアを見上げて、ナセルははにかんだ。

「そうだよ。さっき、意識が戻った」

「はあ……」

「君にはいろいろと恥ずかしい部分を見られてしまうな。私の人生の中で、今のところ一番可愛げのない時代まで見られてしまうとは」

「ナセル様……もしかして、自力で洗脳術から覚めたんですか？」

「約束を思い出したからね。こんなところに引きこもっている場合じゃないと思ったら、急に目が覚めたんだが、確かに『何を今頃』という遅さだったな」

　十二歳の顔できまり悪そうに微笑まれると、あまりの可愛らしさに眩め暈まいがしそうになる。

　せっかく治まっていた動どう悸きがまた速くなるのを自覚しながら、シュマリアは少年のナセルへとおずおずと尋ねた。

「約束って――わたしとの、ですか？」

「私がリュートウードを演奏して、君が舞う。君は忘れてたのかい？　私は楽しみにしてたのに」

「忘れるなんて、まさか！　わたしの方がナセル様より楽しみにしてたくらいなのに！」

「いや。君よりも私の方が楽しみにしてたね、絶対」

「そんなまさか、わたしの方が――……」

　不毛な言い争いの途中で、ふと、顔を見合わせる。

　……どちらともなく、笑いがこぼれた。

「本当に……ありがとう、シュマリア」

　満足げに微笑んで、少年の姿のままのナセルが、ぎゅっと抱きついてくる。

（え……うわ、ちょ、ちょっとこれは！）

　いつもとは身長差が正反対で、金色のつむじが見えるのが妙に新鮮で、どきどきする。

　シュマリアが好きなのは、今の少々（？）ひねくれているが情け深い、二十一歳のナセルのはずなのだが、十二歳の濃のう艶えんなまでの美少年のナセルに年齢とは不釣り合いなふれ方をされるのも、相当に心臓によくなかった。

（と、年下趣味はなかったはずなのに……）

　十二歳のナセルにまで恋してしまいそうだ。まずいのかまずくないのか、自分でもよくわからなくて、抱きつかれたまま石になって混乱していると。

　――……ん？

　その時、シュマリアは何かを感じとった。視界の端はしに黄金の光がきらめく。

　胸に抱きしめていたはずのナセルの輪りん郭かくが急にぶれ、足元が突然雲の上になったみたいに頼りなくなる。黄金の光はどんどんふくれあがってゆく。部屋にこびりついていた闇を払い、その向こうにシュマリアの瞳よりも深い青の空が見えた気がして――
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「――……シュマリア！」

　声。アレスの声が聞こえる。

　再び気がつくと、見慣れた紫し闇あんの瞳が真近にあった。

　目が合うと、常に無表情な義あ兄ににしてはめずらしく、露ろ骨こつにほっとした顔をされた。

「気がついたか」

「あ……うん、気がついた」

　微妙に間抜けな返答になる。

　アレスの背後には、レイニーたちの心配そうな顔も、無機質に感じるほど真っ白な石壁もあるから、聖室に帰ってきたことはいやでもわかるのだが、脳みそがうまく働いてくれない。まるで長い夢から覚めた直後のように。

「途中、ひどく魘うなされてたぞ。何があったのかと思った」

「魘されてた……？」

「というか、誰かに跳び蹴りでもかますみたいな、気合の声というか」

　偽者のベルワルドと戦っていた時だろうかと思ったところで、肝心のひとの顔をまだ見ていないことにようやく気づく。一気に覚かく醒せいした。

　ナセル様は!?　そう訊きながら、彼の眠る場所を振り返ろうとした時だ。

「……シュマリア？」

　掠れた呼び声が、シュマリアの耳を打った。

　身体ごと振り返ると、一段高くなった石せき壇だんの上に、身を起こしているナセルがいた。

　窓からさしこむ真昼の光のせいで――いや、違う。なんだかひどく感動してしまって、自分の瞳が急速に潤うるんだせいで、ナセルの顔がぼやけた。

　だからシュマリアは、彼がどんな表情をしていたのか確かめもせずに、抱きついていた。
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　マルティオラが暴れた丘きゆう陵りよう地帯は、局地的に禿はげ山やまになっていた。

　平地の城館から眺めると、つるりと果物の皮が剝むけたみたいでどこか滑こつ稽けいだった。しかし昼下がりのぬるい陽射しの中、こうして再び登って間近に見てみると、荒れ果てた雰囲気に魔炎に巻きこまれて死んだらしい小動物の骨まで転がっていて、笑い事ではなかった。

「開けていていいかな、と思ったんだが――やっぱり移動しようか、シュマリア」

「……その方がよさそうですね」

　ため息をつくナセルの隣で、シュマリアもぽりぽりと頰ほおをかいた。

　よく晴れた日だ。

　洗脳術の余波から覚醒したナセルは本人曰いわく『もう飛び回れるくらい元気だよ』とのことだったが、ファラグはそれを許さなかった。『少なくとも三日は養よう生じようしろ。その間おまえの代役になる程度には、俺だって書類仕事に慣れている！』と、叱りつけているのか気遣っているのか判じがたい勢いで兄に命令して、彼自身は帝都とのあれこれや後始末に奔ほん走そうしていた。

　ナセルはといえば、めずらしく、弟の気遣いに素直に甘えている。――シュマリアとの約束を、たっぷりと楽しむためだと嘯うそぶいて。

（本当は、一人でなんでもやる性格がちょっと治って、第二王子殿下を頼るようになった、とかならいいんだけどな……）

　シュマリアはひそかにそう願っていた。

　あまり目立たないように城館を抜け出したつもりだが、外門でジュドと一緒のアイシャに鉢はち合あわせして、『シュマリアの今日の恋愛運は最高よ』という本当か噓かわからないお告げをいただいてしまった。その後、バザールをすり抜けて、濃い緑に包まれた丘の道を登っている。

　ナセルは長い金髪をざっくりと三つ編みにして、シカャミツスと脚衣ビンタールだけをまとった、市し井せいの青年みたいな軽装だ。それでも十分に麗うるわしいのは言うまでもない。

　シュマリアは可愛いドトレースブでも着たかったのだが、山歩きがあるので仕方なく諦あきらめ、お気に入りのチュニックで来た。おしゃれをしたいという気合は、爪を染めたり、唇にほんの少し紅をさしたり、黒髪を綺麗に梳とかす方にそそいで。

　先を行くナセルが、不意にこちらを振り返った。

「シュマリア。ここから先はかなり凸でこ凹ぼこしてるから、足元に気をつけて」

「は、はいっ。そういえばナセル様は大丈夫ですか？　病み上がりなのに登山だなんて」

「この程度は登山とは言わないよ。散歩だ。部屋で休んだり、書類仕事に明け暮れている時には見られないものばかりで楽しいよ。ほらシュマリア、君の瞳みたいな色の翅はねの蝶がいる」

　昏こん睡すい状態から目覚めてから、ナセルはなんだか、シュマリアの名前をよく呼ぶようになった気がする。それも、とびきりやさしい声で。

　呼ばれて嬉しいやら、いちいち赤面して困るやらで、朝から心臓が落ち着かない。

「でも、本当によかったのかい？」

「え。何がですか？」

「市街地じゃなくて、こんな山の中で。舞をするには城館の空き室でも借りて、あとで、助けてくれたお礼に何か買ってあげようかなと思っていたんだが」

「そんな、悪いです。わたしの方がお礼をしなきゃいけないくらいなのに……」

　それに今現在、シュマリアは十分すぎるくらい満たされてしまっているのだ。

　陽射しの下でまばゆい白銀にきらめく、白亜の絶景〝綿の宮殿〟を右手に眺めて。後ろを振り返れば、マルティオラとバルク家の攻撃にも耐えたパムック＝カレの白い城館と街並みが平和な空気に包まれていて。

　目の前には、無事に回復したナセルがいて、ときどき振り返ってはやさしい声をシュマリアにかけてくれる。

　これ以上願うことなんてないくらいだ。幸せすぎて顔に締まりがなくなってしまっている。

「君は本当に欲がないな」

「ナセル様には、柘ざく榴ろ石いしのペンダントだとか、もう十分にもらってしまってますよ」

「でも、シヴィトにも花のお守りを買ってもらったんだろう？」

「――……え？」

　信じたくない言葉を聞いて、たらりと冷や汗がシュマリアのこめかみを伝った。

　なぜそれを!?　と見開いた目で問うと、ナセルは久しぶりに見る、非常に彼らしい意地悪そうな笑い方をした。

「アレスが教えてくれたよ。しかも告白をされたんだって？」

「ええっ、兄さんが!?　うわ、な、何考えてるの兄さん……！」

　義あ兄にが今ここにいたら胸むな倉ぐらつかんで揺さぶっていたかもしれない。できれば旅団の仲間以外には知られたくなかったことを、よりにもよって、シュマリアが一番格好をつけていたい相手に言ってしまうなんて。今日は一日口をきいてあげない！　という勢いで、シュマリアは胸中で義兄に当たり散らしていた。

　そして元気を取り戻したナセルは、両手で頭を抱えて悶もん絶ぜつするシュマリアを、それだけで解放してくれるほど生ぬるくはなかった。追い打ちをかけるように質問を浴びせてくる。

「今後のバルク家への対策を練ねるためにも、是ぜ非ひ、どんなふうな言葉で口説かれたのか聞いてみたいんだが」

「あのですねナセル様、シヴィトの告白はわたしを騙だますための単なる噓で！」

「じゃ、普通に教えてくれてもいいだろう？」

「……うぅ」

　元気になった途端にいじめないでください……と、情けないが早々に白旗を揚あげようとしたシュマリアだが。

　――不意に強い風が、二人のいる道を吹き抜けた。

　それも、並の強風ではない。突風といってもいい勢いと力があり、吹き抜けざまに何本か木の枝が折れる音さえ聞こえた。

「強風か……。まだ強くなりそうだから、しばらくどこかに隠れようか」

「そうですね……大きな樹が多いから、木の洞ほらとか？」

　沙漠地帯の強風をなめてはいけない。

　ただ空気の塊にぶつかられて痛いとか、風で飛ばされたもので怪我をするだけではなく、黄金沙漠サハラー・ザハヴイーのきめの細かい砂を巻き上げながら突進してくる強風の中にずっといると、砂で窒ちつ息そくして死ぬことさえあるのだ。

　焦りながら周囲を見渡し、シュマリアはナセルとともに茂しげみをかき分け、密生する木々の隙間を抜けるようにして森の中に入った。その間にも、強風は刻一刻と勢いを増している。ようやく二人とも入れるくらいの大樹の洞を見つけた頃には、シュマリアがせっかく頑張って櫛くしを通してきた黒髪はめちゃくちゃになっていた。

　そのことに内心非常に落ちこみながら、狭い洞のできるだけ隅に寄ってナセルを迎え入れる。彼がたずさえてきたリュートウードを置いたら、それでいっぱいいっぱいだ。ナセルと寄り添うのはさすがに気恥ずかしくて、シュマリアはできるだけ彼の身体と離れようと努力する。

　ときどき頭をぶつけながら、無理な体勢で壁に身を寄せて小さくなろうとするシュマリアを見かねたように、ナセルが苦笑いしながら手を伸ばした。

「おいで」

「――……!?」

　ちょっと待ってという暇とて与えられず、腕を引っ張られてナセルの胸に倒れこむ。すぐに左耳にナセルの心臓の音が伝わってきた。だがそれ以上に、一瞬で爆発しそうになった自分の心臓の音がうるさい。自分がいかに胸をときめかせてしまっているかが密着しているナセルにバレたらと思うと、シュマリアは気が気ではなかった。目を白黒させながら息を詰める。

　洞の外では風鳴りが、マルティオラの咆ほう哮こうも顔負けという凄まじさで響いているはずだが、この状態では意識の端にも上らない。

「シュマリア」

「は、はいっ」

　声がうわずりすぎだと自分でも思ったが、もうどうしようもない。

　自分のことで手一杯だったから、シュマリアはナセルの声が非常に真剣なことと、彼の腕に急に不自然な力がこもったことに、その時は気づきそびれた。

「君は、その――王太子シエフザーデの妻という地位に、興味はないかい？」

　……唐とう突とつな問いだ。

　シュマリアは何度も目をしばたたき、それから、こんな幸せな時にナセルはなんでそんな、切なくなるようなことを訊くんだろうと落ちこんだ。意地悪だと思いつつ、胸につきりと走る痛みをこらえて、従じゆう順じゆんに答える。

「あります。いつかナセル様の奥方になるひとなら、やっぱりナセル様と並んで見劣りしないくらい美人なんだろうなと思いますし、どこかの貴族のお姫様が候補に挙がってるとか軍で噂うわさが出るたびに、気になって気になって」

「いや――ちょっと待とうか」

　困こん惑わくぎみにさえぎられる。何か変なことを言ったかなと思い、そっと顔を上げると、ナセルはなぜか苦笑していた。今は灰かい青せい色しよくに見える瞳に、やさしい光が灯ともる。

「そういう意味じゃなかったんだが、君の天然ぶりを考えずに遠回しにしすぎたか。つまり、もっとわかりやすく言うと――」

　ナセルの美貌から苦笑いまでもが消える。

　きょとんとしたまま、シュマリアはナセルの決然とした表情を見上げたが。

「――君が欲しい。君に、恋をしている」

　続く言葉で、凍りついた。直後に顔に火がついて解凍される。

　悲鳴を上げたいくらいだったが、驚きすぎて口をぱくぱくさせても声が出なかった。

（え……ええ!?）

　恥ずかしながら……こんな場面を、夢に見たことがある。あるだけに、これは夢じゃないかという考えに襲われた。

（ナセル様が……いや、ナセル様も……!?）

　ナセルはシュマリアの赤く染まった頰を、両手でやさしく包むと、まるで祈りを捧げるみたいな囁ささやきで告白した。

「君も知っているとおり、私はいろいろと問題を抱えている。やらなければいけないことはこれからも山積みだ。バルク家のことやカザナ族のこと……他にもある。もちろんそれが私の義務だし、一生かけて果たさなくてはいけない償つぐないでもあるとも思っているが、それでも……やっぱり、しんどいなと思う時もある」

　最後はひどく細い声だった。

　ナセルが自分から本気の弱音を吐くのを、初めて聞いた気がする。

「そういう時には、君がいつも、ふっと心に浮かんで、温かくなる。本当はそれだけでよかったんだけど――あるひとから、好きでいるだけで満足しているのは、実は卑ひ怯きようなことだと指摘されてね。目が覚めた」

　王太子シエフザーデに向かって、そんな説教めいたことを言えるのは誰だろう。ファラグしか浮かばなかったが、なんとなく違う気もする。

　けれどそのひとのお蔭で、シュマリアはこんなに幸せな告白を聞けたのだから、感謝しなくてはいけない。

「私には君が必要だ。いつもそばにいてほしい。だから、妻になってくれないかと――さっきの質問は、そういう意味だったんだ」

　淡い色の唇に、照れたふうな苦笑いが浮かぶ。

　シュマリアはしばらく茫ぼう然ぜんとしていたが、踊りだしたいくらい嬉しいのになぜか急に弱気にもなってしまって、あわあわと言った。

「でもわたし……貴族でもなんでもないですよ？」

「その分、私は無駄に身分が高く生まれてるから大丈夫だよ。権力で反対を押し切るのって、一度やってみたかったしね」

「……だけじゃなくて、帝国の敵のバルク家の血を引いてますし」

「敵対している部族が、結婚で和わ睦ぼくするというのは昔からよくある話だ。成功例も山とある。心配はいらない」

「しかもバルク家当主ザラスに『炎えん帝ていの神み子こ』になれば帝国を滅ぼす力を手に入れられる、なんて言われてる、実は危険な存在で……」

「秘めた力は危険でも、君は危険なひとじゃないだろう？　それに危険な存在は、遠くに置いておくよりも、近くで絶えず見張っていた方がいいという話もある」

　逃げ道を次々に封じられ、シュマリアも次第に苦しくなってきた。

「わたし、ナセル様の前でもあれですけど相当おっちょこちょいなんです。トゥーラ様に初めてお逢いした日なんて、絨毯につまずいてお盆ごとお茶をひっくり返して、トゥーラ様にお茶をかけちゃったくらい」

　そんな盛大な粗そ相そうにも「ドジね」と切り捨てるだけで済ませてくれたトゥーラは、今思えばかなり寛かん大だいだ。

「全部完璧にこなすひとより、予想外のことをしてくれるひとの方が楽しいと思うよ」

「いやその、だから、王太子シエフザーデ殿下の奥方になんてとても」

「これは機密情報だけど、今の帝王スルタン陛下の奥方――つまり私の母上は、およそお姫様らしくないひとだよ？　若い頃は喧けん嘩かの達人だったんだ」

「でもわたしは、今の后こう妃ひ様ほど美人じゃないですし……」

「君は十分すぎるくらい可愛いよ。これを否定する人間がいたら、首を刎はねてあげよう」

「……その、む、む、胸もあんまり……！」

「私は気にしないけどな。そんなに気になるのなら、揉もめば大きくなるという話があるから、私に揉ませてくれるなら協力するよ」

「さらっと何を言い出すんですか!?」

　人形みたいに綺麗な顔をして、とんでもない助すけ平べいな提案をするナセルに、思わず普段どおりに絶叫してしまった。

　ナセルはひとしきり屈くつ託たくなく笑ったあとで、もう一度改まって尋ねてきた。

「そんなことより――肝心のところを教えてくれないか？」

「肝心？」

「君が、私のことをどう思っているか、だよ」

　問う声にも、虹水晶の瞳にも、一途な情熱の火が灯っている。シュマリアの両腕をつかむ力も強い。チュニック越しにナセルの掌てのひらの熱さが伝わってきて、ほとんど密着といってもいい距離で生まれる濃密な空気で酔っ払ったような心地を味わう。

　そして、ずっと張り詰めていたシュマリアの中で、何かがぷっつりと切れた。

「――シュマリア？」

　きょとんとしたナセルの声も遠く――顔に血がのぼりすぎてのぼせてしまったシュマリアは、彼の胸にもたれた格好で意識を飛ばしていた。







　しばらくして。

　強風が通り過ぎたあとの丘は、どこか清すが々すがしく、空気が新鮮に感じられる。……本来なら。

　ナセルと一緒に大樹の洞から這はい出たシュマリアには、とても周囲の変化に気づく余裕などなかったが。

（返事をする前に気絶しちゃうなんて……わたしってどこまで締まらないの……）

　目覚めた時が最高に気まずかったが、今も相当だ。ナセルはめずらしく、自分から先刻の話を振ろうとはせずに「今日は風が強い日みたいだね。また強風に襲われても困るし、いったん戻って出直そうか？」などと他た愛わいもない提案をしている。

　シヴィトの口説き文句を聞かせろと迫ってきた時とは別人のようで、なんとなくシュマリアも自分からは話を振りにくかった。ああ気まずい。

　しかし、ふと目が合った刹せつ那な、彼が何か諦めたみたいな表情をしているのを見つける。

（あ……もしかして）

　ナセルはシュマリアが、相手が王太子シエフザーデ殿下だから断りあぐねていると誤解したのだろうか。

　それはまずい。思いついた途端に激しい焦しよう燥そうが胸の底から湧き上がってきた。

「な――ナセル様！」

　慌てて追いかけたら樹じゆ根こんにつまずいて見事にすっ転び、歩きだそうとしたナセルに背後からしがみつくような体勢になってしまった。

　顔を赤くして慌てて離れかけるが、この方がナセルの表情が見えなくていいのでは？　と気づいたから、シュマリアはそのままの体勢で思い切って勇気を振り絞った。

「ナセル様が、好きです」

　声が見事に震えている。――それに、口にしたあとで、それでは先ほどの返事になっていないことに気づいた。

「じゃなくて！　いやその、好きでもあるんですけど、その」

　ぎゅっと、無意識にナセルのシカャミツスをつかみながら、一生懸命言葉を選んだ。

「大好きです。できるなら、ずっと、ナセル様を守りたいと思っています。だから……ナセル様のお嫁さんになって、ずっとそばにいられるのなら、本望です。絶対に」

　絶対にと最後につけたのには実は意味がない気がした。大好きという以上の気持ちだと強調したいと思ったのだが、詩学が五段階評価で三のシュマリアには上う手まい表現が見つからなかっただけである。

　つたなすぎる返事だが伝わっただろうかと緊張して待っていると、ナセルはこんなふうに切り返してきた。

「――私は、性格が悪いよ？　君も私の過去の記憶を見て気づいただろうが、昔からそうなんだ。治る見込みは絶対にない」

「それは、いいです。もう慣れました」

　反射的に即答してから気づく。これは、先刻シュマリアが彼にぶつけた質問のお返しだと。

「アレスはいいのかい？」

「兄さんは一生わたしの兄さんです。ナセル様の妻になっても、それは変わりません」

「そういう意味じゃないんだけど……まあ、いいか。相手が王太子シエフザーデなんていう厄やつ介かいそうな人種だと、ご両親に反対されるかもしれないけど、それはどうする？」

「頑張って絶対に説得します。王太子シエフザーデ殿下だけれど、同時に、わたしのことを好きだって言ってくれるひとだって」

「私は王族だからな。人間関係とかとにかく厄介だけど、大丈夫かい？」

「そんなの、バルク家のしがらみに比べたら、きっとなんでもないです。頑張れます」

　実際には何が待ち受けているかなんてわからないから、ナセルにそう意地悪く言われてしまえば不安にはなる。けれど、今は確かに、頑張れるという気持ちの方が大きい。

「……シュマリア」

　やがて、打って変わって、やさしい響きで名を呼ばれる。

　そろそろと顔を上げると、シュマリアの子供みたいにしがみつく腕をほどきながら、ナセルがこちらに向き直っていた。

　純粋で幸せそうな微笑みに心臓を撃ち抜かれているうちに、両手で頰を包まれる。

　……にぶいシュマリアでも、さすがに彼が何をしようとしているのかはわかった。心なしか睫まつ毛げを伏せたナセルには凄せい艶えんというほかない色気があって、まじまじと見み惚とれそうになるが結局、気恥ずかしさに耐え切れずに自然と目をつむっていた。

　しかしナセルが焦じらすみたいにゆっくりと顔を近づけてくる、そのわずかな時間にすら緊張しすぎて、シュマリアはまた一瞬気が遠くなってしまった。そして運悪くというべきなのか、その時に唇に何かがふれた感触があった。

（あ。……れ？）

　初めてなのだから、ちゃんと思い出になるようにしたいと思っていたのに、溶け落ちそうに甘い感覚は一瞬で離れていってしまった。刹那の幻だったかのように。ナセルが名残なごりを味わうかのように自分の唇を押さえている姿が目の前にあるから、口づけをしたんだなというのはわかるのだが。

（な、なんか失敗した……？　わたしってどうしてこう……）

「シュマリア」

「は、はい！」

　叱られた仔こ犬いぬみたいにびくっとして顔を上げると、ナセルはにこりと笑った。

　つい先刻までの儚はかなげでさえある表情は噓だったみたいに、活力のある声で言う。

「一度、『あなた』って呼んでみてくれないか」

「――……え？」

「実際に君を妻にするまでは、結構時間がかかりそうなんだ。王族なんかに生まれると、結婚ひとつするにもいろいろな根回しやご機き嫌げん伺うかがいが必要で――ああ、不安に思うことはないよ。君が私を好きなら怖いものはない。邪魔者は全部叩き潰してくるから。でも、結婚するまで待ちきれないから、一度だけ聞いてみたい」

　頼む、とお菓子をねだる子供みたいな顔で言われて、シュマリアは面食らう。

　けれど、シュマリアがナセルに何かをしてあげられる機会なんてそうそうないから、真面目に応じた。

「あ――……あなた？」

「なんだい？　シュマリア」

　これでいいのかなと思ったのに、冗談で切り返したナセルの笑顔はやたらに晴れやかで満足そうだった。

（な……なんか、いきなりちょっと性格変わってないか？　ナセル様）

　恋愛はひとを変える、とシュマリアがよく読む物語本にも載っているが。

　まあ、シュマリアをからかいたがる部分は以前と変わっていないから、いい気もする。

　何よりも――今は幸福と充実感とときめきに一度に襲われていて、そんな細かいことを延えん々えんと突っ込む気にはなれなかった。どうしよう。幸せすぎて怖いとはこのことだ。

「シュマリア、もうひとつだけ」

「なんですか？」

「もう一度、してもいいかい？」

　なんのことだとは言われずともわかってしまい、顔が太陽みたいに熱くなる。

（いやそれは、わたしの方からしたかったくらいだけど……！）

　さっきの最初の口づけを味わいそこねたことを気づかれたのかと思うと恥ずかしいが、してもらえるのなら何回だって構わないというのが正直な気持ちだったから、シュマリアはこくりと頷うなずいて呟いた。

「お……お願い、します」

「……君は、本当に可愛いな」

　笑われてしまった。でも、こんなに安らいで幸せそうにしているナセルを独占しているのが嬉しかった。

　また、あの焦れったいような間を感じさせながら、再び唇が重なる。

　やわらかくて温かい。

　今度は成功、だとか。そんなことを考える余裕すらなく、慣れない甘さに酔った。

　眠るナセルと唇が重なりそうになった時に、うっかり妄もう想そうしてしまった以上の何かが身体の芯を貫く。

（なんか……痺しびれてるみたいな……）

　名残惜しげに唇が離れてから、シュマリアがふと気がつくと、鼻先がふれそうな距離にナセルの顔があった。

　翡ひ翠すいの瞳に、飴色の睫まつ毛げ。木漏れ日に輝く髪に縁取られた、凄艶な美貌。

　うっとりとしているように映る、涙に似た光沢のある瞳にぼうっと見惚れたシュマリアは、彼の色香に誘われたかのように、自分から背伸びしていた。三度目の口づけは、ナセルが驚いたふうに動きを止めるのが、彼の肩に置いた手から伝わってきた。












　はっとして顔を離したら、ナセルも目をまるくしている。

「……あ」

「……ん？」

「ご、ごめんなさい！　ついっ」

　なんてことを！　と狼ろう狽ばいして彼を突き放そうとした手を、逆につかまえられた。

　真っ赤になってうつむくが、ナセルはそれを悪趣味にも覗きこむようにしてくる。からかうように囁かれた。

「なぜ謝るんだい？　君が積極的だと、私は嬉しいのに」

「積極的って、そんなんじゃなくて……だから、その……もののはずみっていうか……と、とにかくごめんなさい！」

「仕方ないな。じゃ、はずみでもう一度してくれたなら、君を許してあげよう」

「ナセル様……」

「言ったはずだよ。私は性格が悪いけど、それでもいいのかって」

　もう慣れました。そう返事をしたのを早々に撤回したくなるような、意地悪な笑みで言われてしまう。

（やっぱり、慣れるのは無理……かも）

　内心とほほと苦笑いしながらも、シュマリアは抵抗を諦めて、もう一度ナセルの肩に手を置いた。軽く身をかがめてくれるナセルの瞳に、何度しても飽きないという熱っぽい輝きを見つけて、これをしたら今度はナセルからされるような予感を覚える。そしてたぶん、この直感は当たりそうだ。

　……なんだかきりがない、気がするれど。

　世界が終わるまで、この恥ずかしいけれど幸福な時間が続くといいなんて思いながら、シュマリアは深呼吸をすると、もう一度だけ目を閉じて、背伸びをした。再び唇が重なると同時に強く抱き寄せられて、息が止まりそうになりながら。
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　お久しぶりです。あるいは、はじめまして。木き村むら千ち世せと申します。「ちよ」ではなく「ちせ」と読んであげてください。皆様のお蔭かげで、また本が出せたことを感謝しております。




　今作は『アストフェルの舞まい姫ひめ』と『アストフェルの舞姫　空そら知しらぬ月つきの王おう子じ』から続き、という位置づけではありますが、『空知らぬ月の王子』同様、これ一冊でもニヤニヤしていただけるような気もします。

　ですが前二作をお持ちだと、すでに登場しているキャラクターの再登場や、名前だけは登場していたキャラクターや設定などが補完されて、よりすっきりしていただけるかと……。




　今作の舞台になった『白はく塔とう都と市し』は、地名からピンと来られた方も多いのではという感じですが、トルコの絶景パムッカレがモデルです。バルク家ティムール族の本拠地のモデルにしたカッパドキアと並んで、トルコの二大名所といわれているとか。

　こういうの大好きです。

　……そのわりに、あまり湯けむり的な展開にはなれなかったのですが……。

　代わりにと言ってはなんなのですが、主に恋愛部分で、自分としてはあまり描びよう写しやしたことのないこっ恥ぱずかしい展開と描写をいろいろと投入させていただいたのですが、皆様にニヤニヤしていただけましたら幸いです。




　そしてモデルといえば、マルティオラとガエトゥーリ。

　昔から妖怪や恐竜などが好きで、架か空くうのモンスターももちろん大好きという自分の、趣味の集大成のような存在です。

　が、一応どちらも元ネタになった幻げん獣じゆうはいました。

　マルティオラは『マンティコア』とイコールだそうです。ペルシャ語か何かで『マンティコア』を発音すると『マルティオラ』になるのだとか。どの本で見ても、可か愛わいいとはいえないビジュアルで描かれているのに「しっぽとおしりをぶって、毒針を出さないようにさせれば飼かえる」と書かれていたのには、ちょっと目を疑いました。

　ガエトゥーリは、本編中に書いてしまったことがほとんどですが、手元の資料には「実はこれって、正体はただのプードルじゃないかって気がする」（要約）と書かれていて、微妙に脱力しました。幻獣のロマンスが台無しで。

　しかし本編を読んでいただく際には、ガエトゥーリをテディベアカットあたりのプードルのビジュアルだと想像していただくと、真面目なシーンなのに無駄にほのぼのしていただけるのかもしれません。




　最後に謝辞を。

　担当編集さま。……自分史上初の大スランプで、たいへん、ご迷惑をおかけしました。本当に申し訳がありませんでした。今も顔が上げられません……。

　イラストの蘭あららぎ蒼そう史しさま。シャープな美形悪役、電波ポエマーな美少女、もふもふと撫なでたいマスコットキャラの素晴らしいビジュアルを早い段階で提供してくださったにも関わらず、ご心配と負担をおかけしてしまい、非常に申し訳なかったです。このご恩はいつか……！

　この本が無事に形になるために、人間の限界に挑戦させてしまったであろう関係者の方々に、ただひたすら感謝と謝罪を申し上げたいと思います。




　そして最後に、この本を手にとってくださった皆様に、心よりの感謝を。

　では、現実でも夢の中でも想い合う二人の恋を楽しんでいただけることを祈りつつ――





木村千世　拝



　ＢＧＭ……『夢であるように』by　DEEN




著者

木村千世

Chise Kimura




新調したデスクが、さっそく資料本に埋もれています。床に負担をかけすぎているのはわかっているのですが、取捨選択がどうも苦手で……。

ちょっと古風な言い回しや漢字の形にときめく属性の持ち主。古文と漢文なら、漢文の方が好きでした。







イラスト

蘭蒼史

Soushi Araragi




ため込んでいた海外ドラマの続きを一気に観てます。

作業中に見ると手が止まるのでやめました…
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